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はじめに

この前書きは、次の項で構成されています。

•対象読者（ixページ）
•表記法（ixページ）
• Cisco Nexus 3000シリーズスイッチの関連資料（xページ）
•マニュアルに関するフィードバック（xiページ）
•通信、サービス、およびその他の情報（xiページ）

対象読者
このマニュアルは、Cisco Nexusスイッチの設置、設定、および維持に携わるネットワーク管
理者を対象としています。

表記法
コマンドの説明には、次のような表記法が使用されます。

説明表記法

太字の文字は、表示どおりにユーザが入力するコマンドおよび

キーワードです。

bold

イタリック体の文字は、ユーザが値を入力する引数です。italic

省略可能な要素（キーワードまたは引数）は、角かっこで囲ん

で示しています。

[x]

いずれか1つを選択できる省略可能なキーワードや引数は、角
カッコで囲み、縦棒で区切って示しています。

[x | y]

必ずいずれか1つを選択しなければならない必須キーワードや
引数は、波かっこで囲み、縦棒で区切って示しています。

{x | y}

Cisco Nexus 3600 NX-OSラベルスイッチング構成ガイド、リリース 10.3（x）
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説明表記法

角かっこまたは波かっこが入れ子になっている箇所は、任意ま

たは必須の要素内の任意または必須の選択肢であることを表し

ます。角かっこ内の波かっこと縦棒は、省略可能な要素内で選

択すべき必須の要素を示しています。

[x {y | z}]

ユーザが値を入力する変数であることを表します。イタリック

体が使用できない場合に使用されます。

variable

引用符を付けない一組の文字。stringの前後には引用符を使用
しません。引用符を使用すると、その引用符も含めて stringと
みなされます。

string

例では、次の表記法を使用しています。

説明表記法

スイッチが表示する端末セッションおよび情報は、スクリーン

フォントで示しています。

screen フォント

ユーザが入力しなければならない情報は、太字のスクリーン

フォントで示しています。

太字の screen フォント

ユーザが値を指定する引数は、イタリック体の screenフォント
で示しています。

イタリック体の screenフォン

ト

パスワードのように出力されない文字は、山カッコ（< >）で
囲んで示しています。

< >

システムプロンプトに対するデフォルトの応答は、角カッコ

で囲んで示しています。

[ ]

コードの先頭に感嘆符（!）またはポンド記号（#）がある場合
には、コメント行であることを示します。

!、#

Cisco Nexus 3000シリーズスイッチの関連資料
Cisco Nexus 3000シリーズスイッチ全体のマニュアルセットは、次の URLにあります。

https://www.cisco.com/c/en/us/support/switches/nexus-3000-series-switches/
tsd-products-support-series-home.html
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マニュアルに関するフィードバック
このマニュアルに関する技術的なフィードバック、または誤りや記載もれなどお気づきの点が

ございましたら、HTMLドキュメント内のフィードバックフォームよりご連絡ください。ご
協力をよろしくお願いいたします。

通信、サービス、およびその他の情報
•シスコからタイムリーな関連情報を受け取るには、Cisco Profile Managerでサインアップ
してください。

•重要な技術によりビジネスに必要な影響を与えるには、シスコサービスにアクセスしてく
ださい。

•サービスリクエストを送信するには、シスコサポートにアクセスしてください。

•安全で検証済みのエンタープライズクラスのアプリケーション、製品、ソリューション、
およびサービスを探して参照するには、Cisco Marketplaceにアクセスしてください。

•一般的なネットワーク、トレーニング、認定関連の出版物を入手するには、Cisco Pressに
アクセスしてください。

•特定の製品または製品ファミリの保証情報を探すには、Cisco Warranty Finderにアクセス
してください。

Cisco Bug Search Tool

Ciscoバグ検索ツール（BST）は、シスコ製品とソフトウェアの障害と脆弱性の包括的なリス
トを管理する Ciscoバグ追跡システムへのゲートウェイとして機能する、Webベースのツール
です。BSTは、製品とソフトウェアに関する詳細な障害情報を提供します。
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第 1 章

新規および変更情報

この章では、[Cisco Nexus 3600シリーズNX-OSラベルスイッチング構成ガイド、リリース 10.3

（x）（Cisco Nexus 3600 Series NX-OS Label Switching Configuration Guide, Release 10.3(x)）]に記
載されている新機能および変更された機能に関するリリース固有の情報について説明します。

•新規および変更情報（1ページ）

新規および変更情報
次の表は、[Cisco Nexus 3600シリーズ NX-OSラベルスイッチング構成ガイド、リリース 10.3

（x）]に記載されている新機能と変更機能を要約したものです。それぞれの説明が記載されて
いる箇所も併記されています。

表 1 : NX-OSリリース 10.3(x)の新機能および変更された機能

参照先変更が行われたリリー

ス

説明特長

該当なし10.3(1)Fこのリリースで追加さ

れた新機能はありませ

ん。

NA
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第 2 章

セグメントルーティングの設定

この章では、セグメントルーティングの設定方法について説明します。

•ライセンス要件（3ページ）
•セグメントルーティングについて（3ページ）
•セグメントルーティングの注意事項と制限事項（4ページ）
•セグメントルーティングの設定（6ページ）
•セグメントルーティングと IS-ISプロトコル（16ページ）
•セグメントルーティングと OSPFv2プロトコル（17ページ）
• BGPを使用したプレフィックス SIDの構成（24ページ）
•セグメントルーティングの設定の確認（31ページ）
•その他の参考資料（33ページ）

ライセンス要件
Cisco NX-OSライセンス方式の推奨の詳細と、ライセンスの取得および適用の方法について
は、『Cisco NX-OS Licensing Guide』を参照してください。

セグメントルーティングについて
セグメントルーティングは、ソースルーティングと同様に、パケットがたどるパスをパケッ

ト自体にエンコードする手法です。ノードは、制御された一連の命令（セグメント）によって

パケットをステアリングするために、パケットの前にセグメントルーティングヘッダーを付

加する各セグメントを識別するセグメント ID（SID）は、フラットな 32ビットの符号なし整
数からなる

セグメントのサブクラスであるボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）セグメントは、BGP
転送命令を識別します。BGPセグメントには、プレフィックスセグメントと隣接セグメント
の 2つのグループがあります。プレフィックスセグメントは、利用可能なすべての等コスト
マルチパス（ECMP）パスを使用して、宛先への最短パスを通るようパケットを誘導します。

隣接セグメントは、パケットをネイバーへの特定のリンクに誘導します。
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セグメントルーティングアーキテクチャは、MPLSデータプレーンに直接適用される

セグメントルーティングアプリケーションモジュール

セグメントルーティングアプリケーション（SR-APP）モジュールは、セグメントルーティン
グ機能を構成するために使用されます。セグメントルーティングアプリケーション（SR-APP）
は、セグメントルーティングに関連するすべてのCLIを処理する独立した内部プロセスです。
SRGB範囲を予約し、それについてクライアントに通知する役割を担います。また、プレフィッ
クスから SIDへのマッピングの維持も担当します。SR-APPサポートは、BGP、IS-IS、および
OSPFプロトコルでも利用できます。

SR-APPモジュールは、以下の情報を保持します。

•セグメントルーティングの動作状態

•セグメントルーティングのグローバルブロック範囲

•プレフィックス SIDマッピング

詳細については、セグメントルーティングの設定（6ページ）を参照してください。

セグメントルーティングの注意事項と制限事項
セグメントルーティングに関する注意事項および制約事項は、次のとおりです。

• MPLSセグメントルーティングは、物理イーサネットインターフェイスおよびポートチャ
ネルバンドルで有効にできます。イーサネットサブインターフェイスまたは Switchedx
Virtual Interfaces (SVI)ではサポートされていません。

• BGPは、next-hop-selfが有効な場合にのみ、iBGPルートリフレクタクライアントにSRGB
ラベルを割り当てます（たとえば、プレフィックスは、RR上のローカル IP / IPv6アドレ
スの 1つであるネクストホップでアドバタイズされます）。RRで next-hop-selfを構成す
ると、影響を受けるルートのネクストホップが変更されます（ルートマップフィルタ処

理の対象）。

•スタティックMPLS、MPLSセグメントルーティング、およびMPLSストリッピングを同
時に有効にすることはできません。

•スタティックMPLS、MPLSセグメントルーティング、およびMPLSストリッピングは相
互に排他的であるため、マルチホップ BGPの唯一のセグメントルーティングアンダーレ
イはシングルホップ BGPです。 eBGPをオーバーレイとして実行する iBGPマルチホップ
トポロジはサポートされていません。

•特定のインターフェイスへの転送がその後に続くMPLSポップはサポートされていませ
ん。最後から 2番目のホップポップ（PHP）は、コントロールプレーンが IPv4黙示的
NULLラベルをインストールした場合でも、ラベル FIB (LFIB)の out-labelとして明示的
NULLラベルをインストールすれば回避できます。
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• BGPラベル付きユニキャストおよびBGPセグメントルーティングは、IPv6プレフィック
スではサポートされていません。

• BGPラベル付きユニキャストおよびBGPセグメントルーティングは、トンネルインター
フェイス（GREおよびVXLANを含む）またはvPCアクセスインターフェイスではサポー
トされていません。

• MTUパスディスカバリ（RFC 2923）は、MPLSラベルスイッチドパス（LSP）またはセ
グメントルーテッドパスではサポートされていません。

• BGP設定コマンドの neighbor-down fib-accelerateおよび suppress-fib-pendingは、MPLS
プレフィックスではサポートされていません。

•セグメントルーティンググローバルブロック（SRGB）を再構成すると、BGPプロセス
が自動的に再起動され、既存の URIBおよび ULIBエントリが更新されます。トラフィッ
クの損失は数秒間発生するため、本番環境で SRGBを再構成しないでください。

•セグメントルーティンググローバルブロック（SRGB）が範囲に設定されているが、ルー
トマップラベルインデックスデルタ値が構成された範囲外にある場合、割り当てられた

ラベルはダイナミックに生成されます。たとえば、ルートマップのラベルインデックス

が 9000に設定されているときに SRGBが 16000～ 23999の範囲に設定されている場合、
ラベルはダイナミックに割り当てられます。

•ネットワークの拡張性のため、トップオブラック（TOR）または境界リーフスイッチから
接続されているプレフィクスをアドバタイズするマルチホップ BGPとともに階層型ルー
ティング設計を使用することを推奨します。

• BGPセッションは、MPLS LSPまたはセグメントルーテッドパスではサポートされてい
ません。

•レイヤ 3転送整合性チェッカーは、MPLSルートではサポートされていません。

•セグメントルーティング構成を削除すると、関連するすべてのセグメントルーティング
構成が削除されます。

•セグメントルーティング上のレイヤ 3 VPNは、N3K-C3636C-Rおよび N3K-C36180YC-R
ラインカードを備えたCisco Nexus 3600プラットフォームスイッチでサポートされていま
す。

•ブート変数を設定してスイッチをリロードすることによって、CiscoNexusデバイスをCisco
NX-OSリリース 9.3(1)から以前の NX-OSリリースにダウングレードすると、セグメント
ルーティング mplsの以前のすべての構成が失われます。

• Cisco NX-OSリリース 9.3(1)から ISSDを実行する前に、セグメントルーティング設定を
無効にする必要があります。そうしないと、既存のセグメントルーティング構成が失われ

ます。
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セグメントルーティングの設定

セグメントルーティングの設定

始める前に

セグメントルーティングを設定する前に、以下の条件を満たしていることを確認してくださ

い。

• segment-routingコマンドを構成する前に、install feature-set mpls、feature-set mplsおよび
feature mpls segment-routingコマンドが存在している必要があります。

•グローバルブロックが構成されている場合、指定された範囲が使用されます。それ以外の
場合は、デフォルトの 16000～ 23999の範囲が使用されます。

• BGPは、set label-index<value>構成と新しいconnected-prefix-sid-map CLIの両方を使用す
るようになりました。競合が発生した場合は、SR-APPの構成が優先されます。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します

configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

MPLSセグメントルーティング機能を
有効にします。このコマンドの no形式

segment-routing

例：

ステップ 2

は、MPLSセグメントルーティング機
能を無効化します。

switch(config)# segment-routing
switch(config-sr)# mpls
switch(config-sr-mpls)#

接続されたプレフィックスセグメント

IDマッピングを設定します。
connected-prefix-sid-map

例：

ステップ 3

switch(config-sr-mpls)#
connected-prefix-sid-map
switch(config-sr-mpls)#

セグメントルーティングバインディン

グのグローバルブロック範囲を指定し

ます。

global-block <min> <max>

例：

switch(config-sr-mpls)# global-block
<min> <max>
switch(config-sr-mpls)#

ステップ 4
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目的コマンドまたはアクション

接続されたプレフィックスセグメント

IDマッピングを設定します。
connected-prefix-sid-map

例：

ステップ 5

switch(config-sr-mpls)#
connected-prefix-sid-map
switch(config-sr-mpls-conn-pfsid)#

IPv4アドレスファミリを設定します。address-family ipv4

例：

ステップ 6

switch(config-sr-mpls-conn-pfsid)#address-family
ipv4

オプションのキーワード indexまたは
absoluteは、入力されたラベル値を

<prefix>/<masklen> [index|absolute ]
<label>

例：

ステップ 7

SRGBへのインデックスとして解釈する
か、絶対値として解釈するかを示しま

す。
switch(config-sr-mpls)# 2.1.1.5/32
absolute 201101

例

showコマンドについては、次の設定例を参照してください。

switch# show segment-routing mpls
Segment-Routing Global info

Service Name: segment-routing

State: Enabled

Process Id: 29123

Configured SRGB: 17000 – 24999

SRGB Allocation status: Alloc-Successful

Current SRGB: 17000 – 24999

Cleanup Interval: 60

Retry Interval: 180

次の CLIは、SR-APPに登録されているクライアントを表示します。クライアントが
関心を登録した VRFがリストされます。

switch# show segment-routing mpls clients
Segment-Routing Mpls Client Info

Client: isis-1
PIB index: 1 UUID: 0x41000118 PID: 29463 MTS SAP: 412
TIBs registered:

VRF: default Table: base
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Client: bgp-1
PIB index: 2 UUID: 0x11b PID: 18546 MTS SAP: 62252
TIBs registered:

VRF: default Table: base

Total Clients: 2

show segment-routing mpls ipv4 connected-prefix-sid-mapCLIコマンドの例では、SRGB
は、プレフィックスSIDが構成されたSRGB内にあるかどうかを示します。Indxフィー
ルドは、構成されたラベルがグローバルブロックへのインデックスであることを示し

ます。Absフィールドは、構成されたラベルが絶対値であることを示します。

SRGBフィールドに Nが表示されている場合は、構成されたプレフィックス SIDが
SRGB範囲内になく、SR-APPクライアントに提供されていないことを意味します。
SRGB範囲に入るプレフィックス SIDのみが SR-APPクライアントに与えられます。

switch# show segment-routing mpls ipv4 connected-prefix-sid-map
Segment-Routing Prefix-SID Mappings

Prefix-SID mappings for VRF default Table base
Prefix SID Type Range SRGB
13.11.2.0/24 713 Indx 1 Y
30.7.7.7/32 730 Indx 1 Y
59.3.24.0/30 759 Indx 1 Y
150.101.1.0/24 801 Indx 1 Y
150.101.1.1/32 802 Indx 1 Y
150.101.2.0/24 803 Indx 1 Y
1.1.1.1/32 16013 Abs 1 Y

次の CLIは show running-config segment-routing出力を表示します。

switch# show running-config segment-routing ?

> Redirect it to a file
>> Redirect it to a file in append mode
all Show running config with defaults
| Pipe command output to filter

switch# show running-config segment-routing
switch# show running-config segment-routing

!Command: show running-config segment-routing
!Running configuration last done at: Thu Dec 12 19:39:52 2019
!Time: Thu Dec 12 20:06:07 2019

version 9.3(3) Bios:version 05.39
segment-routing

mpls
connected-prefix-sid-map

address-family ipv4
2.1.1.1/32 absolute 100100

switch#

インターフェイス上のMPLSのイネーブル化
MPLSはセグメントルーティングで使用するインターフェイスで有効にすることができます。
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始める前に

MPLS機能セットは、install feature-set mplsおよび feature-set mplsコマンドを使用してインス
トールし、有効にする必要があります。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

指定したインターフェイスのインター

フェイスコンフィギュレーションモー

ドを開始します。

interface type slot/port

例：

switch(config)# interface ethernet 2/2
switch(config-if)#

ステップ 2

指定されたインターフェイスでMPLS
を有効にします。このコマンドの no形

[no] mpls ip forwarding

例：

ステップ 3

式は、指定されたインターフェイスで

MPLSを無効にします。
switch(config-if)# mpls ip forwarding

実行設定を、スタートアップ設定にコ

ピーします。

（任意） copy running-config
startup-config

例：

ステップ 4

switch(config-if)# copy running-config
startup-config

セグメントルーティンググローバルブロックの設定

セグメントルーティンググローバルブロック（SRGB）の開始と終了MPLSラベルは設定で
きます。

始める前に

MPLS機能セットは、install feature-set mplsおよび feature-set mplsコマンドを使用してインス
トールし、有効にする必要があります。

MPLSセグメントルーティング機能を有効にする必要があります。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configure terminal

例：

ステップ 1
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目的コマンドまたはアクション

switch# configure terminal
switch(config)#

セグメントルーティングコンフィギュ

レーションモードを開始し、16000～
[no] segment-routing

例：

ステップ 2

23999のデフォルトのSRGBを有効にしswitch(config)# segment-routing
switch(config-sr)# mpls ます。このコマンドの no形式は、その

ラベルブロックの割り当てを解除しま

す。

設定されたダイナミックレンジがデフォ

ルトの SRGBを保持できない場合、エ
ラーメッセージが表示され、デフォル

トの SRGBは割り当てられません。必
要に応じて、次の手順で別の SRGBを
設定できます。

SRGBのMPLSラベル範囲を指定しま
す。このコマンドは、segment-routing

[no] global-block beginning-label
ending-label

例：

ステップ 3

コマンドで設定されたデフォルトの

SRGBラベル範囲を変更する場合に使用
します。

switch(config-sr-mpls)# global-block
16000 471804

開始MPLSラベルと終了MPLSラベル
の許容値は 16000～ 471804です。mpls
label rangeコマンドでは最小ラベルとし
て16が許可されますが、SRGBは16000
からしか開始できません。

global-blockコマンドの最小値
は 16000から始まります。以
前のリリースからアップグ

レードする場合は、アップグ

レードをトリガーする前に、

サポートされている範囲内に

収まるように SRGBを変更す
る必要があります。

（注）

SRGBの割り当てが成功した場合にの
み、SRGBを表示します。

（任意） show mpls label range

例：

ステップ 4

switch(config-sr-mpls)# show mpls label
range

設定されている SRGBを表示します。show segment-routingステップ 5
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目的コマンドまたはアクション

設定されている SRGBを表示します。show segment-routing mpls

例：

ステップ 6

switch(config-sr-mpls)# show
segment-routing mpls

実行設定を、スタートアップ設定にコ

ピーします。

（任意） copy running-config
startup-config

例：

ステップ 7

switch(config-sr-mpls)# copy
running-config startup-config

セグメントルーティングの構成例

このセクションの例は、2台のルータ間の一般的な BGPプレフィックス SID構成を示してい
ます。

この例は、10.10.10.10/32と 20.20.20.20/32のBGPスピーカー構成を、それぞれ 10と 20のラベ
ルインデックスでアドバタイズする方法を示しています。16000～ 23999のデフォルトのセグ
メントルーティンググローバルブロック（SRGB）範囲を使用します。
hostname s1
install feature-set mpls
feature-set mpls

feature telnet
feature bash-shell
feature scp-server
feature bgp
feature mpls segment-routing

segment-routing
mpls
vlan 1

segment-routing
mpls
connected-prefix-sid-map
address-family ipv4
2.1.1.1/32 absolute 100100

route-map label-index-10 permit 10
set label-index 10

route-map label-index-20 permit 10
set label-index 20

vrf context management
ip route 0.0.0.0/0 10.30.108.1

interface Ethernet1/1
no switchport
ip address 10.1.1.1/24
no shutdown

interface mgmt0
ip address dhcp
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vrf member management

interface loopback1
ip address 10.10.10.10/32

interface loopback2
ip address 20.20.20.20/32

line console
line vty

router bgp 1
address-family ipv4 unicast
network 10.10.10.10/32 route-map label-index-10
network 20.20.20.20/32 route-map label-index-20
allocate-label all

neighbor 10.1.1.2 remote-as 2
address-family ipv4 labeled-unicast

この例は、BGPスピーカーからの構成を受信する方法を示しています。
hostname s2
install feature-set mpls
feature-set mpls

feature telnet
feature bash-shell
feature scp-server
feature bgp
feature mpls segment-routing

segment-routing mpls
vlan 1

vrf context management
ip route 0.0.0.0/0 10.30.97.1
ip route 0.0.0.0/0 10.30.108.1

interface Ethernet1/1
no switchport
ip address 10.1.1.2/24
ipv6 address 10:1:1::2/64
no shutdown

interface mgmt0
ip address dhcp
vrf member management

interface loopback1
ip address 2.2.2.2/32

line console

line vty

router bgp 2
address-family ipv4 unicast
allocate-label all

neighbor 10.1.1.1 remote-as 1
address-family ipv4 labeled-unicast
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この例は、BGPスピーカーからの構成を表示する方法を示しています。この例の showコマン
ドは、16000～ 23999の SRGB範囲のラベル 16010にマッピングされているラベルインデック
ス 10のプレフィックス 10.10.10.10を表示します。
switch# show bgp ipv4 labeled-unicast 10.10.10.10/32

BGP routing table information for VRF default, address family IPv4 Label Unicast
BGP routing table entry for 10.10.10.10/32, version 7
Paths: (1 available, best #1)
Flags: (0x20c001a) on xmit-list, is in urib, is best urib route, is in HW, , has label
label af: version 8, (0x100002) on xmit-list
local label: 16010

Advertised path-id 1, Label AF advertised path-id 1
Path type: external, path is valid, is best path, no labeled nexthop, in rib
AS-Path: 1 , path sourced external to AS
10.1.1.1 (metric 0) from 10.1.1.1 (10.10.10.10)
Origin IGP, MED not set, localpref 100, weight 0
Received label 0
Prefix-SID Attribute: Length: 10
Label Index TLV: Length 7, Flags 0x0 Label Index 10

Path-id 1 not advertised to any peer
Label AF advertisement
Path-id 1 not advertised to any peer

この例は、BGPスピーカーで出力ピアエンジニアリングを構成する方法を示しています。
hostname epe-as-1
install feature-set mpls
feature-set mpls

feature telnet
feature bash-shell
feature scp-server
feature bgp
feature mpls segment-routing

segment-routing mpls
vlan 1

vrf context management
ip route 0.0.0.0/0 10.30.97.1
ip route 0.0.0.0/0 10.30.108.1

interface Ethernet1/1
no switchport
ip address 10.1.1.1/24
no shutdown

interface Ethernet1/2
no switchport
ip address 11.1.1.1/24
no shutdown

interface Ethernet1/3
no switchport
ip address 12.1.1.1/24
no shutdown

interface Ethernet1/4
no switchport
ip address 13.1.1.1/24
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no shutdown

interface Ethernet1/5
no switchport
ip address 14.1.1.1/24
no shutdown

次に、show ip route vrf 2コマンドの例を示します。
show ip route vrf 2
IP Route Table for VRF "2"
'*' denotes best ucast next-hop
'**' denotes best mcast next-hop
'[x/y]' denotes [preference/metric]
'%<string>' in via output denotes VRF <string>

41.11.2.0/24, ubest/mbest: 1/0
*via 1.1.1.9%default, [20/0], 13:26:48, bgp-2, external, tag 11 (mpls-vpn)

42.11.2.0/24, ubest/mbest: 1/0, attached
*via 42.11.2.1, Vlan2, [0/0], 13:40:52, direct

42.11.2.1/32, ubest/mbest: 1/0, attached
*via 42.11.2.1, Vlan2, [0/0], 13:40:52, local

次に、show forwarding route vrf 2コマンドの例を示します。

slot 1
=======

IPv4 routes for table 2/base

------------------+-----------------------------------------+----------------------+-----------------+-----------------
Prefix | Next-hop | Interface |
Labels | Partial Install
------------------+-----------------------------------------+----------------------+-----------------+-----------------
0.0.0.0/32 Drop Null0
127.0.0.0/8 Drop Null0
255.255.255.255/32 Receive sup-eth1
*41.11.2.0/24 27.1.31.4 Ethernet1/3
PUSH 30002 492529

27.1.32.4 Ethernet1/21
PUSH 30002 492529

27.1.33.4 port-channel23
PUSH 30002 492529

27.11.31.4 Ethernet1/3.11
PUSH 30002 492529

27.11.33.4 port-channel23.11
PUSH 30002 492529

37.1.53.4 Ethernet1/53/1
PUSH 29002 492529

37.1.54.4 Ethernet1/54/1
PUSH 29002 492529

37.2.53.4 Ethernet1/53/2
PUSH 29002 492529

37.2.54.4 Ethernet1/54/2
PUSH 29002 492529

80.211.11.1 Vlan801
PUSH 30002 492529
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次に、show bgp l2vpn evpn summaryコマンドの例を示します。

show bgp l2vpn evpn summary
BGP summary information for VRF default, address family L2VPN EVPN
BGP router identifier 2.2.2.3, local AS number 2
BGP table version is 17370542, L2VPN EVPN config peers 4, capable peers 1
1428 network entries and 1428 paths using 268464 bytes of memory
BGP attribute entries [476/76160], BGP AS path entries [1/6]
BGP community entries [0/0], BGP clusterlist entries [0/0]
476 received paths for inbound soft reconfiguration
476 identical, 0 modified, 0 filtered received paths using 0 bytes

Neighbor V AS MsgRcvd MsgSent TblVer InQ OutQ Up/Down State/PfxRcd
1.1.1.1 4 11 0 0 0 0 0 23:01:53 Shut (Admin)
1.1.1.9 4 11 4637 1836 17370542 0 0 23:01:40 476
1.1.1.10 4 11 0 0 0 0 0 23:01:53 Shut (Admin)
1.1.1.11 4 11 0 0 0 0 0 23:01:52 Shut (Admin)

次に、show bgp l2vpn evpnコマンドの例を示します。

show bgp l2vpn evpn 41.11.2.0
BGP routing table information for VRF default, address family L2VPN EVPN
Route Distinguisher: 14.1.4.1:115
BGP routing table entry for [5]:[0]:[0]:[24]:[41.11.2.0]:[0.0.0.0]/224, version 17369591
Paths: (1 available, best #1)
Flags: (0x000002) on xmit-list, is not in l2rib/evpn, is not in HW

Advertised path-id 1
Path type: external, path is valid, received and used, is best path

Imported to 2 destination(s)
AS-Path: 11 , path sourced external to AS
1.1.1.9 (metric 0) from 1.1.1.9 (14.1.4.1)
Origin incomplete, MED 0, localpref 100, weight 0
Received label 492529
Extcommunity: RT:2:20

Path-id 1 not advertised to any peer

Route Distinguisher: 2.2.2.3:113
BGP routing table entry for [5]:[0]:[0]:[24]:[41.11.2.0]:[0.0.0.0]/224, version 17369595
Paths: (1 available, best #1)
Flags: (0x000002) on xmit-list, is not in l2rib/evpn, is not in HW

Advertised path-id 1
Path type: external, path is valid, is best path

Imported from 14.1.4.1:115:[5]:[0]:[0]:[24]:[41.11.2.0]:[0.0.0.0]/224
AS-Path: 11 , path sourced external to AS
1.1.1.9 (metric 0) from 1.1.1.9 (14.1.4.1)
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セグメントルーティングと IS-ISプロトコル

IS-ISについて
IS-ISは、ISO（国際標準化機構）/IEC（国際電気標準化会議）10589および RFC 1995に基づ
く IGP（内部ゲートウェイプロトコル）です。Cisco NX-OSは、インターネットプロトコル
バージョン 4（IPv4）および IPv6をサポートします。IS-ISはネットワークトポロジの変化を
検出し、ネットワーク上の他のノードへのループフリールートを計算できる、ダイナミック

リンクステートルーティングプロトコルです。各ルータは、ネットワークの状態を記述する

リンクステートデータベースを維持し、設定された各リンクにパケットを送信してネイバーを

検出します。IS-ISはネットワークを介して各ネイバーにリンクステート情報をフラッディン
グします。ルータもすべての既存ネイバーを通じて、リンクステートデータベースのアドバタ

イズメントおよびアップデートを送信します。

IS-ISプロトコルでのセグメントルーティングは、次をサポートしています。

• IPv4

•レベル 1、レベル 2、およびマルチレベルのルーティング

•プレフィックス SID

•ドメインボーダーノード用の同じループバックインターフェイス上の複数の IS-ISイン
スタンス

•隣接関係用の隣接関係 SID

IS-ISプロトコルでのセグメントルーティングの設定
セグメントルーティングは IS-ISプロトコルで設定できます。

始める前に

次の条件が満たされると、IS-ISセグメントルーティングが完全に有効になります。

• mpls segment-routing機能が有効になっていること。

• IS-IS機能が有効になっていること。

•セグメントルーティングが、IS-ISの下で少なくとも 1つのアドレスファミリに対して有
効になっていること。
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手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configure terminalステップ 1

instance tagを設定して、新しい IS-ISイ
ンスタンスを作成します。

router isis instance-tagステップ 2

この IS-ISインスタンスに対応するNET
を設定します。

net network-entity-titleステップ 3

アドレスファミリ設定モードを開始し

ます。

address-family ipv4 unicastステップ 4

セグメントルーティングを IS-ISプロト
コルで設定します。

segment-routing mplsステップ 5

• IS-ISコマンドは、IPv4ア
ドレスファミリでのみサ

ポートされます。IPv6ア
ドレスファミリではサ

ポートされていません。

• SRプレフィックスの他の
プロトコルから ISISへの
再配布はサポートされて

いません。すべてのプレ

フィックス SIDインター
フェイスで ip router isis
コマンドを有効にする必

要があります。

（注）

セグメントルーティングと OSPFv2プロトコル

OSPFについて
Open Shortest Path First（OSPF）は、Internet Engineering Task Force（IETF）のOSPFワーキング
グループによって開発された内部ゲートウェイプロトコル（IGP）です。OSPFは特に IPネッ
トワーク向けに設計されており、IPサブネット化、および外部から取得したルーティング情報
のタギングをサポートしています。OSPFを使用するとパケット認証も可能になり、パケット
を送受信するときに IPマルチキャストが使用されます。
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OSPFプロトコルのセグメントルーティング設定は、プロセスレベルまたはエリアレベルで
適用できます。プロセスレベルでセグメントルーティングを設定すると、すべてのエリアで

有効になります。ただし、エリアレベルごとに有効または無効にすることもできます。

OSPFプロトコルでのセグメントルーティングは、次をサポートしています。

• OSPFv2のコントロールプレーン

•マルチエリア

•ループバックインターフェイス上のホストプレフィックスの IPv4プレフィックス SID

•隣接関係用の隣接関係 SID

隣接関係 SIDのアドバタイズメント
OSPFは、セグメントルーティング隣接関係 SIDのアドバタイズメントをサポートしていま
す。隣接関係セグメント識別子（Adj-SID）は、セグメントルーティングにおけるルータ隣接
関係を表します。

セグメントルーティング対応ルータは、隣接関係ごとにAdj-SIDを割り当てることができ、こ
の SIDを拡張不透明リンク LSAで伝送するように Adj-SIDサブ TLVが定義されます。

OSPFは、OSPF隣接関係が 2つの方法または完全な状態にある場合、各OSPFネイバーに隣接
関係 SIDを割り当てます。OSPFは、セグメントルーティングが有効になっている場合にのみ
隣接関係SIDを割り当てます。隣接関係SIDのラベルは、システムによって動的に割り当てら
れます。これにより、ローカルでしか有効でないため、設定ミスの可能性がなくなります。

接続されたプレフィックス SID
OSPFv2は、ループバックインターフェイスに関連付けられたアドレスのプレフィックス SID
のアドバタイズをサポートします。これを実現するために、OSPFは、不透明な拡張プレフィッ
クス LSAで拡張プレフィックスサブ TLVを使用します。OSPFがネイバーからこの LSAを受
信すると、SRラベルは、拡張プレフィックスサブTLVに存在する情報に基づいて、受信した
プレフィックスに対応する RIBに追加されます。

設定では、セグメントルーティングを OSPFで有効にする必要があり、OSPFで設定された
ループバックインターフェイスに対応して、セグメントルーティングモジュールでプレフィッ

クス-SIDマッピングが必要です。

SIDは、ループバックアドレスに対してのみ、またエリア内およびエリア間プレフィッ
クスタイプに対してのみアドバタイズされます。外部プレフィックスまたは NSSAプレ
フィックスの SID値はアドバタイズされません。

（注）
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エリア間のプレフィックス伝播

エリア境界を越えたセグメントルーティングサポートを提供するには、エリア間で SID値を
伝播するために OSPFが必要です。OSPFは、エリア間のプレフィックス到達可能性をアドバ
タイズするときに、プレフィックスのSIDがアドバタイズされているかどうかを確認します。
通常、SID値はルータから取得され、送信元エリアのプレフィックスへの最適なパスに寄与し
ます。この場合、OSPFはその SIDを使用してエリア間でアドバタイズを行います。SID値が
エリア内のベストパスに寄与するルータによってアドバタイズされない場合、OSPFは送信元
エリア内の他のルータからの SID値を使用します。

セグメントルーティングのグローバル範囲の変更

OSPFは、SID/ラベル範囲TLVのアドバタイズに関して、そのセグメントルーティング機能を
アドバタイズします。OSPFv2では、SID/ラベル範囲TLVはルータ情報LSAで伝えられます。

セグメントルーティングのグローバル範囲設定は、「segment-routingmpls」設定の下にありま
す。OSPFプロセスが来たら、segment-routingからグローバル範囲の値を取得し、その後の変
更はそれに伝播する必要があります。

OSPFセグメントルーティングが設定されている場合、OSPFは、OSPFセグメントルーティ
ングの動作状態を有効にする前に、セグメントルーティングモジュールとのインタラクショ

ンをリクエストする必要があります。SRGB範囲が作成されていない場合、OSPFは有効にな
りません。SRGB変更イベントが発生した場合、OSPFは、そのサブブロックエントリで対応
する変更を行います。

SIDエントリの競合処理
理想的な状況では、各プレフィックスに一意のSIDエントリが割り当てられている必要があり
ます。

SIDエントリと関連付けられているプレフィックスエントリの間に競合がある場合は、次のい
ずれかの方法を使用して競合を解決します。

• 1つのプレフィックスに複数の SID：同じプレフィックスが異なる SIDを持つ複数の送信
元によってアドバタイズされる場合、OSPFはそのプレフィックスのラベルのないパスを
インストールします。OSPFは、到達可能なルータからの SIDのみを考慮し、到達不能な
ルーターからの SIDは無視します。1つのプレフィックスに対して複数の SIDがアドバタ
イズされると、競合と見なされ、そのプレフィックスの接続領域にSIDはアドバタイズさ
れません。同様のロジックは、バックボーンエリアと非バックボーンエリアの間でエリ

ア間プレフィックスを伝搬するときにも使用されます。

• SIDの範囲外：SID範囲に収まらない SIDの場合、RIBの更新時にラベルは使用されませ
ん。
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インターフェイスでのMPLS転送
セグメントルーティングがインターフェイスを使用する前に、MPLS転送を有効にする必要が
あります。OSPFは、インターフェイスでのMPLS転送を有効にする役割を担います。

セグメントルーティングがOSPFトポロジに対して有効になっている場合、またはOSPFセグ
メントルーティングの動作状態が有効になっている場合、OSPFは、OSPFトポロジがアクティ
ブである任意のインターフェイスに対してMPLSを有効にします。同様に、OSPFトポロジの
セグメントルーティングが無効になっている場合、OSPFは、そのトポロジのすべてのイン
ターフェイスでMPLS転送を無効にします。

MPLS転送は、IPIP/GREトンネルを終端するインターフェイスではサポートされていません。

OSPFv2でのセグメントルーティングの設定
セグメントルーティングを OSPFv2プロトコルで設定します。

始める前に

OSPFv2でセグメントルーティングを設定する前に、次の条件が満たされていることを確認し
てください。

• OSPFv2機能が有効になっている。

•セグメントルーティング機能が有効になっている。

•セグメントルーティングが OSPFで有効になっている。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します

configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

OSPFモードを有効にします。[no]router ospf process

例：

ステップ 2

switch(config)# router ospf test

OSPFでのセグメントルーティング機能
を設定します。

segment-routing

例：

ステップ 3

switch(config-router)# segment-routing
mpls
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OSPFネットワークでのセグメントルーティングの設定：エリアレベ
ル

始める前に

OSPFネットワークでセグメントルーティングを設定する前に、ネットワーク上で OSPFを有
効にする必要があります。

手順

目的コマンドまたはアクション

OSPFモードを有効にします。router ospf process

例：

ステップ 1

switch(config)# router ospf test

特定の領域にセグメントルーティング

MPLSモードを設定します。
area <area id> segment-routing [mpls |
disable]

例：

ステップ 2

switch(config-router)# area 1
segment-routing mpls

指定されたエリアのセグメントルーティ

ング mplsモードを無効にします。
[no]area <area id> segment-routing [mpls
| disable]

例：

ステップ 3

switch(config-router)#area 1
segment-routing disable

OSPFの下で SRを設定するための出力
を示します。

show ip ospfプロセス segment-routing

例：

ステップ 4

switch(config-router)# show ip ospf
test segment-routing

OSPFのプレフィックス SIDの設定
ここでは、各インターフェイスでプレフィックスセグメント ID（SID）を設定する方法につい
て説明します。

始める前に

セグメントルーティングを対応するアドレスファミリでイネーブルにする必要があります。

Cisco Nexus 3600 NX-OSラベルスイッチング構成ガイド、リリース 10.3（x）
21

セグメントルーティングの設定

OSPFネットワークでのセグメントルーティングの設定：エリアレベル



手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します

configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal

OSPFを設定します。[no]router ospf process

例：

ステップ 2

switch(config)# router ospf test

OSPFでのセグメントルーティング機
能を設定します。

segment-routing

例：

ステップ 3

switch(config-router)# segment-routing
switch(config-sr)#mpls
switch(config-sr-mpls)#

OSPFが有効になっているインターフェ
イスを指定します。

interface loopback interface_number

例：

ステップ 4

switch(config-sr-mpls)# Interface
loopback 0

ospfインターフェイスで設定された IP
アドレスを指定します。

ip address 1.1.1.1/32

例：

ステップ 5

switch(config-sr-mpls)# ip address
1.1.1.1/32

エリア内のインターフェイスで有効に

なっている OSPFを指定します。
ip router ospf 1 area 0

例：

ステップ 6

switch(config-sr-mpls)# ip router ospf
1 area 0

SRモジュールの下でプレフィックス
SIDマッピングを設定します。

segment-routing

例：

ステップ 7

switch(config-router)#segment-routing
(config-sr)#mpls

セグメントルーティングモジュールの

下でプレフィックス SIDマッピングを
設定します。

connected-prefix-sid-map

例：

switch(config-sr-mpls)#
connected-prefix-sid-map
switch(config-sr-mpls-conn-pfxsid)#

ステップ 8

OSPFインターフェイスで設定されて
いる IPv4アドレスファミリを指定し
ます。

address-family ipv4

例：

switch(config-sr-mpls-conn-pfxsid)#
address-family ipv4
switch(config-sr-mpls-conn-pfxsid-af)#

ステップ 9
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目的コマンドまたはアクション

SID 100にアドレス 1.1.1.1/32を関連付
けます。

1.1.1.1/32 index 10

例：

ステップ 10

switch(config-sr-mpls-conn-af)#
1.1.1.1/32 index 10

セグメントルーティングモードを終了

し、コンフィギュレーション端末モー

ドに戻ります。

exit

例：

switch(config-sr-mpls-conn-af)# exit

ステップ 11

プレフィックス属性 N-flag-clearの設定
OSPFは、その不透明 LSAに拡張プレフィックス TLVを介してプレフィックス SIDをアドバ
タイズします。これはプレフィックスのフラグを伝送します。そのうちの1つはNフラグ（ノー
ド）で、プレフィックスに沿って送信されたトラフィックが、LSAを発信するルータ宛てであ
ることを示します。このフラグは通常、ルータのループバックのホストルートをマークしま

す。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します

configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

インターフェイスループバックを指定

します。

interface loopback3

例：

ステップ 2

switch(config)# interface loopback3

プレフィックスN-flagをクリアします。ip ospf prefix-attributes n-flag-clear

例：

ステップ 3

switch#(config-if)# ip ospf
prefix-attributes n-flag-clear

OSPFのプレフィックス SIDの設定例
この例は、OSPFのプレフィックス SIDの設定を示しています。
Router ospf 10

Segment-routing mpls
Interface loop 0

Ip address 1.1.1.1/32
Ip router ospf 10 area 0

Segment-routing
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Mpls
connected-prefix-sid-m

address-family ipv4
1.1.1.1/32 index 10

BGPを使用したプレフィックス SIDの構成
networkコマンドにマッチするルートのラベルインデックスを設定できます。これにより、set
label-indexコマンドを含むルートマップで構成されているローカルプレフィックスに対して
BGPプレフィックス SIDがアドバタイズされます。ただし、ローカルプレフィックスを指定
する networkコマンドでルートマップが指定されていることが必要です。（[[ネットワーク
（network）]コマンドの詳細については、Cisco Nexus 3600 Series NX-OS Unicast Routing
ConfigurationGuideの「ConfiguringBasicBGP」の章を参照してください。)（(Formore information
on the network command, see the "Configuring Basic BGP" chapter in the Cisco Nexus 3600 Series
NX-OS Unicast Routing Configuration Guide.)）]

ルートマップがnetworkコマンド以外のコンテキストで指定されている場合、ルートマッ
プラベルインデックスは無視されます。また、プレフィックスが allocate-label route-map
route-map-nameコマンドで設定されているかどうかに関係なく、ルートマップラベルイ
ンデックスを使用してプレフィックスにラベルが割り当てられます。

（注）

BGPプレフィックス SID
セグメントルーティングをサポートするためには、BGPが BGPプレフィックスのセグメント
ID（SID）をアドバタイズできなければなりません。BGPプレフィックス SIDは常にセグメン
トルーティング BGPドメイン内でグローバルであり、命令を識別し、BGPによって計算され
たECMP対応のベストパスを介して、パケットを関連するプレフィックスに転送します。BGP
プレフィックス SIDは、BGPプレフィックスセグメントを識別します。

BGPプレフィックス SIDの展開例
以下の簡単な例では、3つのルーターすべてが iBGPを実行し、ネットワーク層到達可能性情
報（NRLI）を互いにアドバタイズしています。また、ルーターは、ルーター 2.2.2.2と 3.3.3.3
の間に ECMPを提供するネクストホップとして、ループバックインターフェイスをアドバタ
イズしています。
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図 1 : BGPプレフィックス SIDの簡単な例

隣接 SID
隣接関係セグメント識別子（SID）は、特定のインターフェイスとそのインターフェイスから
の次のホップを指す、ローカルラベルです。隣接関係 SIDを有効にするために必要な特定の
設定はありません。アドレスファミリの BGPを介してセグメントルーティングが有効になる
と、BGPが実行されるすべてのインターフェイスに対して、アドレスファミリがそのインター
フェイスのすべてのネイバーに対して隣接 SIDを自動的に割り当てます。
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セグメントルーティングのための高可用性

インサービスソフトウェアアップグレード (ISSU)は、BGPグレースフルリスタートで最低
限サポートされます。すべての状態（セグメントルーティング状態を含む）は、BGPルータ
のピアから再学習する必要があります。グレースフルリスタート期間中、以前に学習したルー

トとラベルの状態は保持されます。

ラベルインデックスの構成

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

ルートマップを作成するか、または既

存のルートマップに対応するルート

route-map map-name

例：

ステップ 2

マップコンフィギュレーションモード

を開始します。
switch(config)# route-map SRmap
switch(config-route-map)#

networkコマンドにマッチするルートの
ラベルインデックスを設定します。範

[no] set label-index index

例：

ステップ 3

囲は 0～ 471788です。デフォルトでswitch(config-route-map)# set
label-index 10 は、ラベルインデックスはルートに追

加されません。

ルートマップ設定モードを終了します。exit

例：

ステップ 4

switch(config-route-map)# exit
switch(config)#

BGPを有効にして、ローカル BGPス
ピーカに AS番号を割り当てます。AS

router bgp autonomous-system-number

例：

ステップ 5

番号は16ビット整数または32ビット整switch(config)# router bgp 64496
switch(config-router)# 数にできます。上位16ビット10進数と

下位 16ビット 10進数による xx.xxとい
う形式です。

IPv4アドレスファミリに対応するグロー
バルアドレスファミリコンフィギュ

レーションモードを開始します。

必須: address-family ipv4 unicast

例：

switch(config-router)# address-family
ipv4 unicast
switch(config-router-af)#

ステップ 6

Cisco Nexus 3600 NX-OSラベルスイッチング構成ガイド、リリース 10.3（x）
26

セグメントルーティングの設定

セグメントルーティングのための高可用性



目的コマンドまたはアクション

ネットワークを、この自律システムに対

してローカルに設定し、BGPルーティ
ングテーブルに追加します。

network ip-prefix [route-map map-name]

例：

switch(config-router-af)# network
10.10.10.10/32 route-map SRmap

ステップ 7

ラベルインデックスなど、ルートマッ

プに関する情報を表示します。

（任意） show route-map [map-name]

例：

ステップ 8

switch(config-router-af)# show
route-map

実行設定を、スタートアップ設定にコ

ピーします。

（任意） copy running-config
startup-config

例：

ステップ 9

switch(config-router-af)# copy
running-config startup-config

MPLSラベル割り当ての構成
IPv4ユニキャストアドレスファミリのMPLSラベル割り当てを構成できます。

始める前に

MPLS機能セットは、install feature-set mplsおよび feature-set mplsコマンドを使用してインス
トールし、有効にする必要があります。

MPLSセグメントルーティング機能を有効にする必要があります。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します

configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

BGPを有効にして、ローカル BGPス
ピーカに AS番号を割り当てます。AS

[no] router bgp autonomous-system-number

例：

ステップ 2

番号は16ビット整数または32ビット整switch(config)# router bgp 64496
switch(config-router)# 数にできます。上位16ビット10進数と

下位 16ビット 10進数による xx.xxとい
う形式です。
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目的コマンドまたはアクション

BGPプロセスおよび関連する設定を削
除するには、このコマンドで noオプ
ションを使用します。

IPv4アドレスファミリに対応するグロー
バルアドレスファミリコンフィギュ

レーションモードを開始します。

必須: address-family ipv4 unicast

例：

switch(config-router)# address-family
ipv4 unicast
switch(config-router-af)#

ステップ 3

指定されたルートマップに一致するルー

ト、またはこのアドレスファミリでア

[no] allocate-label {all | route-map
route-map-name}

例：

ステップ 4

ドバタイズされるすべてのルートのロー

カルラベル割り当てを構成します。switch(config-router-af)#
allocate-label route-map map1

グローバルアドレスファミリコンフィ

ギュレーションモードを終了します。

必須: exit

例：

ステップ 5

switch(config-router-af)# exit
switch(config-router)#

リモートBGPピアの IPv4アドレスおよ
び AS番号を設定します。

neighbor ipv4-address remote-as
autonomous-system-number

例：

ステップ 6

switch(config-router)# neighbor
10.1.1.1 remote-as 64497
switch(config-router-neighbor)#

RFC 3107で指定されているように、ラ
ベル付き IPv4ユニキャストルートをア
ドバタイズします。

address-family ipv4 labeled-unicast

例：

switch(config-router-neighbor)#
address-family ipv4 labeled-unicast
switch(config-router-neighbor-af)#

ステップ 7

指定された IPv4プレフィックスのアド
バタイズされたラベルインデックスお

（任意） show bgp ipv4 labeled-unicast
prefix

例：

ステップ 8

よび選択されたローカルラベルを表示

します。
switch(config-router-neighbor-af)# show
bgp ipv4 labeled-unicast
10.10.10.10/32

実行設定を、スタートアップ設定にコ

ピーします。

（任意） copy running-config
startup-config

例：

ステップ 9

switch(config-router-neighbor-af)# copy
running-config startup-config
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BGPプレフィックス SIDの構成例
このセクションの例は、2台のルータ間の一般的な BGPプレフィックス SID構成を示してい
ます。

この例は、10.10.10.10/32と 20.20.20.20/32のBGPスピーカー構成を、それぞれ 10と 20のラベ
ルインデックスでアドバタイズする方法を示しています。16000～ 23999のデフォルトのセグ
メントルーティンググローバルブロック（SRGB）範囲を使用します。
hostname s1
install feature-set mpls
feature-set mpls

feature telnet
feature bash-shell
feature scp-server
feature bgp
feature mpls segment-routing

segment-routing mpls
vlan 1

route-map label-index-10 permit 10
set label-index 10

route-map label-index-20 permit 10
set label-index 20

vrf context management
ip route 0.0.0.0/0 10.30.108.1

interface Ethernet1/1
no switchport
ip address 10.1.1.1/24
no shutdown

interface mgmt0
ip address dhcp
vrf member management

interface loopback1
ip address 10.10.10.10/32

interface loopback2
ip address 20.20.20.20/32

line console
line vty

router bgp 1
address-family ipv4 unicast
network 10.10.10.10/32 route-map label-index-10
network 20.20.20.20/32 route-map label-index-20
allocate-label all

neighbor 10.1.1.2 remote-as 2
address-family ipv4 labeled-unicast

この例は、BGPスピーカーからの構成を受信する方法を示しています。
hostname s2
install feature-set mpls
feature-set mpls
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feature telnet
feature bash-shell
feature scp-server
feature bgp
feature mpls segment-routing

segment-routing mpls
vlan 1

vrf context management
ip route 0.0.0.0/0 10.30.97.1
ip route 0.0.0.0/0 10.30.108.1

interface Ethernet1/1
no switchport
ip address 10.1.1.2/24
ipv6 address 10:1:1::2/64
no shutdown

interface mgmt0
ip address dhcp
vrf member management

interface loopback1
ip address 2.2.2.2/32

line console

line vty

router bgp 2
address-family ipv4 unicast
allocate-label all

neighbor 10.1.1.1 remote-as 1
address-family ipv4 labeled-unicast

BGPリンクステートアドレスファミリの設定
対応する SIDをアドバタイズするコントローラを持つネイバーセッションに対し、 BGPリン
クステートアドレスファミリを設定することができます。この機能は、グローバルコンフィ

ギュレーションモードおよびネイバーアドレスファミリコンフィギュレーションモードで設

定できます。

始める前に

BGPを有効にする必要があります。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します

configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#
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目的コマンドまたはアクション

自律ルータ BGP番号を指定します。router bgp <bgp autonomous number>ステップ 2

アドレスファミリインターフェイスコ

ンフィギュレーションモードを開始し

ます。

[no] address-family link-state

例：

switch(config)# router bgp 64497
switch (config-router af)#
address-family link-state

ステップ 3

このコマンドは、ネイバーア

ドレスファミリコンフィギュ

レーションモードでも設定で

きます。

（注）

ネイバーの IPアドレスを設定します。neighbor <IP address>ステップ 4

アドレスファミリインターフェイスコ

ンフィギュレーションモードを開始し

ます。

[no] address-family link-state

例：

switch(config)#router bgp 1
switch(config-router)#address-family

ステップ 5

このコマンドは、ネイバーア

ドレスファミリコンフィギュ

レーションモードでも設定で

きます。

（注）
link-state
switch(config-router)#neighbor
20.20.20.20
switch(config-router)#address-family
link-state

セグメントルーティングの設定の確認
スタティックルーティングの設定を表示するには、次のいずれかの作業を行います。

目的コマンド

指定された IPv4プレフィックスのアドバタイ
ズされたラベルインデックスおよび選択され

たローカルラベルを表示します。

show bgp ipv4 labeled-unicast prefix

アドバタイズされたラベルインデックスを含

む BGPパス情報を表示します。
show bgp paths

構成されたラベルのSRGB範囲を表示します。show mpls label range

ラベルインデックスなど、ルートマップに関

する情報を表示します。

show route-map [map-name]

MPLSセグメントルーティング機能のステー
タスを表示します。

show running-config | inc 'feature
segment-routing'

OSPFv2ネイバー、および割り当てられた隣接
関係 SIDのリストを、対応するフラグととも
に表示します。

show ip ospf neighbors detail
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目的コマンド

隣接 SIDの LSAを表示します。show ip ospf database opaque-area

ローカルに割り当てられた隣接 SIDをすべて
表示します。

show ip ospf segment-routing adj-sid-database

セグメントルーティング機能のステータスを

表示します。

show running-config segment-routing

許可されたポリシーのみを表示します。show srte policy

SR-TEで使用可能なすべてのポリシーのリス
トを表示します。

show srte policy [all]

要求されたすべてのポリシーの詳細ビューを

表示します。

show srte policy [detail]

SR-TEポリシーを名前でフィルタリングし、
SR-TEでその名前で使用できるすべてのポリ
シーのリストを表示します。

このコマンドには、ポリシー名の

オートコンプリート機能がありま

す。この機能を使用するには、疑問

符を追加するか、TABキーを押しま
す。

（注）

show srte policy <name>

カラーとエンドポイントの SR-TEポリシーを
表示します。

このコマンドには、カラーとエンド

ポイントのオートコンプリート機能

があります。この機能を使用するに

は、疑問符を追加するか、TABキー
を押します。

（注）

show srte policy color <color> endpoint
<endpoint>

最初のホップのセットを表示します。show srte policy fh

SR-APPに登録されているクライアントを表示
します。

show segment-routing mpls clients

詳細情報を表示します。show segment-routing mpls details

IPv4アドレスファミリの BGP情報を表示し
ます。

show segment-routing ipv4

セグメントルーティングMPLS情報を表示し
ます

show segment-routing mpls
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目的コマンド

SRGBのMPLSラベル範囲を表示します。

このコマンドは、Cisco NX-OSリ
リース 9.3(1)でのみ使用できます。

（注）

show segment-routing ipv4 connected-prefix-sid

OSPFモードを表示します。show ip ospfプロセス

セグメントルーティングデータベースの詳細

を表示します。

show ip ospfプロセス segment-routing
sid-database

セグメントルーティンググローバルブロック

情報を表示します。

show ip ospfプロセス segment-routing global
block

その他の参考資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

[Cisco Nexus 3600シリーズユニキャストルー

ティング構成ガイド（Cisco Nexus 3600 Series

Unicast Routing Configuration Guide）]

BGP
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第 3 章

『Configuring MPLS Layer 3 VPNs』

この章では、Cisco Nexus 3600シリーズスイッチでマルチプロトコルラベルスイッチング
（MPLS）レイヤ 3仮想プライベートネットワーク（VPN）を構成する方法について説明しま
す。

• MPLSレイヤ 3 VPNsの概要（35ページ）
• MPLSレイヤ 3 VPNsの前提条件（39ページ）
• MPLSレイヤ 3 VPNsに関する注意事項と制限事項（39ページ）
• MPLSレイヤ 3 VPNsのデフォルト設定（40ページ）
•『Configuring MPLS Layer 3 VPNs』（41ページ）

MPLSレイヤ 3 VPNsの概要
MPLSレイヤ 3 VPNは、MPLSプロバイダーコアネットワークにより相互接続されている一
連のサイトから構成されます。各カスタマーサイトでは、1つ以上のカスタマーエッジ（CE）
ルータまたはレイヤ2スイッチが、1つ以上のプロバイダーエッジ（PE）ルータに接続されま
す。ここでは次の項目について説明します。

• MPLSレイヤ 3 VPNの定義

• MPLSレイヤ 3 VPNの動作方法

• MPLSレイヤ 3 VPNのコンポーネント

•ハブアンドスポークトポロジ

• MPLS VPNのための OSPF模造リンクのサポート

MPLSレイヤ 3 VPNの定義
MPLSレイヤ 3 VPNはピアモデルに基づいており、これにより、サービスプロバイダーおよ
びカスタマーは、レイヤ3のルーティング情報を交換できます。プロバイダーは、カスタマー
サイト間でデータをリレーします。このとき、カスタマーが直接何かを行う必要はありませ

ん。
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新しいサイトがMPLS VPNに追加された場合、更新する必要があるのは、カスタマーサイト
にサービスを提供するサービスプロバイダーのエッジルータだけです。

MPLSレイヤー 3 VPNには、以下のコンポーネントが含まれています。

•プロバイダー（P）ルータ：プロバイダーネットワークのコア内のルータ。Pルータは
MPLSスイッチングを実行しますが、ルーティングされるパケットに VPNラベル（PE
ルータによって割り当てられた、各ルート内のMPLSラベル）を付加しません。Pルー
ターは、Label Distribution Protocol（LDP）に基づいてパケットを転送します。

•プロバイダーエッジ（PE）ルータ：着信パケットが受信されるインターフェイスまたは
サブインターフェイスに基づいて、着信パケットに VPNラベルを付加するルータ。PE
ルータは、CEルータに直接接続します。

•カスタマーエッジ（CE）ルータ：ネットワーク上のPEルータに接続するプロバイダーの
ネットワーク上のエッジルータ。CEルータは、PEルータとインターフェイスする必要が
あります。

図 2 : MPLSレイヤ 3 VPNの基本用語

MPLSレイヤ 3 VPNの動作方法
MPLSレイヤ 3 VPN機能は、MPLSネットワークのエッジで有効になっています。PEルータ
は、次のタスクを実行します。

• CEルータとルーティングアップデートを交換する。

• CEルーティング情報を VPNルートに変換する。

•マルチプロトコルボーダーゲートウェイプロトコル（MP-BGP）を介して、他の PEルー
タとレイヤ 3 VPNルートを交換する。

MPLSレイヤ 3 VPNのコンポーネント
MPLSベースの VPNネットワークには、次の 3つの主要コンポーネントがあります。
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1. VPNルートターゲットコミュニティ：VPNルートターゲットコミュニティは、レイヤ
3 VPNコミュニティのすべてのメンバのリストです。VPNコミュニティメンバーごとに
VPNルートターゲットを設定する必要があります。

2. VPNコミュニティPEルータのマルチプロトコルBGPピアリング：マルチプロトコルBGP
は、VPNコミュニティのすべてのメンバにVRFの到達可能情報を伝播します。VPNコミュ
ニティ内のすべての PEルータにマルチプロトコルBGPピアリングを設定する必要があり
ます。

3. MPLS転送：MPLSは、VPNエンタープライズまたはサービスプロバイダーネットワー
ク上のすべての VPNコミュニティメンバ間のすべてのトラフィックを転送します。

1対 1の関係は、カスタマーサイトと VPNs間に必ずしも存在する必要はありません。1つの
サイトを複数のVPNsのメンバにできます。ただし、サイトは、1つのVRFとだけ関連付ける
ことができます。カスタマーサイトの VRFには、そのサイトがメンバとなっている VPNsか
らサイトへの、利用できるすべてのルートが含まれています。

ハブアンドスポークトポロジ

ハブアンドスポークトポロジは、スポークプロバイダーエッジ（PE）ルータでの加入者間
のローカル接続を禁止し、加入者がハブサイトに常に接続されるようにします。同じ PEルー
タに接続しているすべてのサイトは、ハブサイトを使用して、サイト間のトラフィックを転送

する必要があります。このトポロジより、スポークサイトでのルーティングは、常にアクセス

側インターフェイスからネットワーク側インターフェイスに対して、またはネットワーク側イ

ンターフェイスからアクセス側インターフェイスに対して実行されます。アクセス側インター

フェイスからアクセス側インターフェイスへのルーティングは発生しません。ハブアンドス

ポークトポロジにより、サイト間のアクセス制限を維持できます。

ハブアンドスポークトポロジを使用すると、PEルータが、トラフィックをハブサイトを介
して渡さずに、スポークをローカルに切り替えるという状況が回避されます。このトポロジに

より、加入者が互いに直接接続することがなくなります。ハブアンドスポークトポロジでは、

スポークごとに 1つの VRFは必要ありません。

図 3 :ハブアンドスポークトポロジ
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図に示すように、ハブアンドスポークトポロジは通常、2つの VRFで設定されたハブ PEで
設定されます。

•専用リンクが設定された VRF 2hubがハブのカスタマーエッジ（CE）に接続されます。

• VRF 2spokeは、ハブ CEに接続された別の専用リンクを使用します。

内部ゲートウェイプロトコル（IGP）または外部 BGP（eBGP）セッションは、通常、ハブ
PE-CEリンクを介してセットアップされます。VRF 2hubは、すべてのスポーク PEからエクス
ポートされたすべてのルートターゲットをインポートします。ハブ CEはスポークサイトか
らのすべてのルートを学習し、それらをハブ PEの VRF 2spokeに再アドバタイズして戻しま
す。VRF 2spokeは、これらすべてのルートをスポーク PEにエクスポートします。

ハブ PEとハブ CEの間の eBGPを使用する場合は、通常は禁止されているパスで自律システ
ム（AS）番号を複製できるようにする必要があります。ハブ PEの VRF 2spokeのネイバー、
およびすべてのスポーク PEの VPNアドレスファミリネイバーでこの重複 AS番号を許可す
るようにルータを設定できます。さらに、ハブPEのVRF2spokeでネイバーにルートを配布す
る場合は、ハブ CEでピア AS番号チェックを無効にする必要があります。

MPLS VPNのための OSPF模造リンクのサポート
マルチプロトコルラベルスイッチング（MPLS）VPN構成では、OpenShortestPathFirst（OSPF）
プロトコルを使用して、VPNバックボーン内のカスタマーエッジ（CE）デバイスをサービス
プロバイダーエッジ（PE）デバイスに接続できます。多くのカスタマーは、OSPFをサイト内
ルーティングプロトコルとして実行し、VPNサービスにサブスクライブし、MPLS VPNバッ
クボーンでOSPFを（移行時または常時）使用してサイト間でルーティング情報を交換するこ
とを望んでいます。

MPLS VPNの OSPF模造リンクサポートの利点は次のとおりです。

• MPLSVPNバックボーン全体でのクライアントサイトの接続：模造リンクによって、バッ
クドアリンクを共有する OSPFクライアントサイトが、MPLS VPNバックボーンを介し
て通信を行い、VPNサービスに参加するようになります。

• MPLSVPN設定での柔軟なルーティング：MPLSVPN設定で模造リンクに対して設定する
OSPFコストを使用して、OSPFクライアントサイトのトラフィックを、バックドアリン
ク経由にするか、または VPNバックボーン経由にするかを指定できます。

下の図に、OSPFを実行する各 VPNクライアントサイトを、MPLS VPNバックボーンで接続
する例を示します。
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OSPFを使用して PEデバイスと CEデバイスを接続するには、VPNサイトから学習したすべ
てのルーティング情報を、着信インターフェイスに関連付けられた VPNルーティングおよび
転送（VRF）インスタンスに格納します。VPNに接続された PEデバイス間では、ボーダー
ゲートウェイプロトコル（BGP）を使用して、VPNルートが交換されます。CEデバイスはこ
のVPN内の他のサイトへのルートを、自分が接続されたPEデバイスとのピアリングによって
学習します。MPLSVPNスーパーバックボーンは、OSPFを実行する各VPNサイトを内部接続
するための追加のルーティング階層レベルを提供します。

OSPFルートがMPLSVPNバックボーン全体に伝播されると、プレフィックスに関する追加情
報が、BGP拡張コミュニティ形式（ルートタイプ、ドメイン ID拡張コミュニティ）で BGP
アップデートに付加されます。このコミュニティ情報を使用して、受信した PEデバイスは、
BGPルートを OSPF PE-CEプロセスに再配布するときに生成するリンクステートアドバタイ
ズメント（LSA）のタイプを決定します。このようにして、同じVPNに属し、VPNバックボー
ン全体にアドバタイズされる内部OSPFルートが、リモートサイト上でエリア内ルートとして
認識されます。

MPLSレイヤ 3 VPNsの前提条件
MPLSレイヤ 3 VPNsには次の前提条件があります。

•ネットワークにMPLSおよびラベル配布プロトコル（LDP）を設定する必要があります。
PEルータを含む、コア内のすべてのルータは、MPLS転送をサポートできる必要があり
ます。

• MPLSの正しいライセンスおよびMPLSで使用する他の機能をインストールすることが必
要です。

MPLSレイヤ 3 VPNsに関する注意事項と制限事項
MPLSレイヤ 3 VPNs設定時の注意事項と制限事項は次のとおりです。
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• CiscoNexus 3600-RプラットフォームスイッチおよびN9K-X9636C-RX、N9K-X9636C-R、
N9K-X96136YC-R、および N9K-X9636Q-Rラインカードを搭載したおよび Cisco Nexus
9504および 9508プラットフォームスイッチで、MPLSレイヤ 3 VPN（LDP）を設定でき
ます。

•着信パケットのラベルに基づいて転送の決定が行われるインターフェイスでは、MPLS IP
転送を有効にする必要があります。VPNラベルがプレフィックスモードごとに割り当て
られている場合は、PEと CE間のリンクでMPLS IP転送を有効にする必要があります。

• MPLSの明示的NULLのパケットは、デフォルトのラインカードプロファイルでは正しく
解析されない場合があります。

• MPLSレイヤ 3 VPNは、次の CE-PEルーティングプロトコルをサポートします。

• BGP（IPv4および IPv6）•

•拡張内部ゲートウェイプロトコル（EIGRP）（IPv4）

• Open Shortest Path First（OSPFv2）

•ルーティング情報プロトコル（RIPv2）

インポートルートマップの setステートメントは無視されます。

•すべての iBGPおよび eBGPセッションの BGP最小ルートアドバタイズメントインター
バル（MRAI）値はゼロであり、設定できません。

• EIGRPに多数の BGPルートが再配布されるハイスケールなセットアップでは、EIGRPの
コンバージェンス時間が BGPのコンバージェンス時間よりも長くなるように EIGRPシグ
ナルタイマーの設定を変更する必要があります。このプロセスにより、EIGRPシグナル
のコンバージェンス前にすべての BGPルートを EIGRPに再配布することができます。

• PEと CEデバイス間のプロトコルとして OSPFを使用する場合、VPNバックボーン全体
にルートがアドバタイズされる際、OSPFメトリックは保持されます。このメトリックは、
リモート PEデバイスで適切なルートを選択するために使用されます。OSPFから BGPへ
の再配布、および、BGPからOSPFへの再配布において、メトリック値を変更しないでく
ださい。メトリック値を変更すると、ルーティングループが発生する可能性があります。

MPLSレイヤ 3 VPNsのデフォルト設定
表 2 :デフォルトのMPLSレイヤ 3 VPNパラメータ

デフォルトパラメータ

無効L3VPN機能

無効L3VPN SNMP通知
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デフォルトパラメータ

0allowas-in（ハブアンドスポークトポロジの場
合）

ディセーブルdisable-peer-as-check（ハブアンドスポークト
ポロジの場合）

『Configuring MPLS Layer 3 VPNs』

コアネットワークの設定

MPLSレイヤ 3 VPNカスタマーのニーズの評価

MPLSレイヤ 3 VPNのカスタマーに最善のサービスを提供できるように、コアネットワーク
トポロジを識別することができます。

•ネットワークのサイズを識別します。

•必要となるルータとポートの数を決定するために、次の内容を識別します。

•サポートする必要があるカスタマーの数

•カスタマーごとに必要となる VPNの数

•各 VPNに存在する、仮想ルーティングおよび転送インスタンスの数

•コアネットワークで必要なルーティングプロトコルを決定します。

• MPLS VPNハイアベイラビリティのサポートが必要であるかどうかを判断します。

MPLS VPNノンストップフォワーディングおよびグレース
フルリスタートは、選択ルータおよび Cisco NX-OSリリー
スでサポートされています。BGPおよび LDPのグレースフ
ルリスタートが有効であることを確認する必要があります。

（注）

•コアネットワークのルーティングプロトコルを設定します。

• MPLSレイヤ 3 VPNコアで BGP負荷共有および冗長パスが必要であるかどうかを決定し
ます。

コアにおけるMPLSの設定

コアのすべてのルータでMPLSをイネーブルにするには、ラベル配布プロトコルを設定する必
要があります。次のいずれかをラベル配布プロトコルとして使用できます。
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• MPLSラベル配布プロトコル（LDP）。

PEルータおよびルートリフレクタでのマルチプロトコル BGPの設定

PEルータおよびルートリフレクタでマルチプロトコル BGP接続を設定できます。

始める前に

BGPおよび LDPのすべてのルータでグレースフルリスタートがイネーブルになっていること
を確認します。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します

configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

BGP機能をイネーブルにします。feature bgp

例：

ステップ 2

switch(config)# feature bgp
switch(config)#

MPLS機能セットを有効化します。install feature-set mpls

例：

ステップ 3

switch(config)# install feature-set
mpls
switch(config)#

MPLSフィーチャセットをイネーブル
にします。

feature-set mpls

例：

ステップ 4

switch(config)# feature-set mpls
switch(config)#

MPLSレイヤ 3 VPN機能をイネーブル
にします。

feature-set mpls l3vpn

例：

ステップ 5

switch(config)# feature-set mpls l3vpn
switch(config)#

BGPルーティングプロセスを設定し、
ルータコンフィギュレーションモード

router bgp as - number

例：

ステップ 6

を開始します。as-number引数は、ルーswitch(config)# router bgp 1.1
タを他のBGPルータに対して識別し、
ルーティング情報にタグを設定する自

律システムの番号を示します。AS番号
は 16ビット整数または 32ビット整数

Cisco Nexus 3600 NX-OSラベルスイッチング構成ガイド、リリース 10.3（x）
42

『Configuring MPLS Layer 3 VPNs』

PEルータおよびルートリフレクタでのマルチプロトコル BGPの設定



目的コマンドまたはアクション

にできます。上位 16ビット 10進数と
下位 16ビット 10進数による xx.xxと
いう形式です。

（任意）BGPルータ IDを設定します。
この IPアドレスによって、この BGP

router-id ip-address

例：

ステップ 7

スピーカを特定します。このコマンドswitch(config-router)# router-id
192.0.2.255 によって、BGPネイバーセッションの

自動通知およびセッションリセットが

開始されます。。

エントリを iBGPネイバーテーブルに
追加します。ip-address引数には、ドッ

neighbor ip-addressremote-as as-number

例：

ステップ 8

ト付き 10進表記でネイバーの IPアド
レスを指定します。

switch(config-router)# neighbor
209.165.201.1 remote-as 1.1

switch(config-router-neighbor)#

アドレスファミリコンフィギュレー

ションモードを開始して、標準VPNv4
address-family { vpnv4 | vpnv6 } unicast

例：

ステップ 9

または VPNv6アドレスプレフィックswitch(config-router-neighbor)#
address-family vpnv4 unicast スを使用する、BGPなどのルーティン

グセッションを設定します。
switch(config-router-neighbor-af)#

コミュニティ属性がBGPネイバーに送
信されるように指定します。

send-community extended

例：

ステップ 10

switch(config-router-neighbor-af)#
send-community extended

（任意）BGPネイバーに関する情報を
表示します。

show bgp { vpnv4 | vpnv6 } unicast
neighbors

例：

ステップ 11

switch(config-router-neighbor-af)#
show bgp vpnv4 unicast neighbors

（任意）実行コンフィギュレーション

をスタートアップコンフィギュレー

ションにコピーします。

copy running-config startup-config

例：

switch(config-router-vrf)# copy
running-config startup-config

ステップ 12
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MPLS VPNカスタマーの接続

カスタマーの接続を可能にするための、PEルータでの VRFの定義

カスタマーの接続をイネーブルにするためPEルータにVRFを作成する必要があります。ルー
トターゲットを設定し、カスタマーのVPNサイトへの IPプレフィックスのインポート、およ
び BGPネットワークへの IPプレフィックスのエクスポートを制御します。必要に応じて、イ
ンポートまたはエクスポートルートマップを使用して、カスタマーVPNサイトにインポート
される、または VPNサイトからエクスポートされる IPプレフィックスを、より詳細に制御で
きます。ルートマップを使用して、ルートのルートターゲット拡張コミュニティ属性に基づ

いて、VRFでのインポートまたはエクスポートに適したルートをフィルタリングできます。た
とえば、ルートマップにより、インポートルートターゲットリスト上のコミュニティから、

選択したルートへのアクセスが拒否される場合があります。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します

configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

MPLS機能セットを有効化します。install feature-set mpls

例：

ステップ 2

switch(config)# install feature-set
mpls
switch(config)#

MPLSフィーチャセットをイネーブル
にします。

feature-set mpls

例：

ステップ 3

switch(config)# feature-set mpls
switch(config)#

MPLSレイヤ 3 VPN機能をイネーブル
にします。

feature-set mpls l3vpn

例：

ステップ 4

switch(config)# feature-set mpls l3vpn
switch(config)#

VRF名を割り当て、VRFコンフィギュ
レーションモードを開始することによ

vrf context vrf-name

例：

ステップ 5

り、VPNルーティングインスタンスをswitch(config)# vrf context vpn1

switch(config-vrf)#
定義します。vrf-name引数には最大 32
文字の英数字文字列を指定します。大

文字と小文字は区別されます。
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目的コマンドまたはアクション

ルート識別子を設定します。

route-distinguisher引数によって、8バイ
rd route-distinguisher

例：

ステップ 6

トの値が IPv4プレフィックスに追加さswitch(config-vrf)# rd 1.2:1

switch(config-vrf)#
れ、VPNIPv4プレフィックスが作成さ
れます。RDは、次のいずれかの形式
で入力できます。

• 16ビットまたは 32ビットのAS番
号:32ビットの番号。1.2:3など。

• 32ビットの IPアドレス:16ビット
の番号。192.0.2.1:1など。

IPv4アドレスファミリタイプを指定
し、アドレスファミリコンフィギュ

レーションモードを開始します。

address-family { ipv4 | ipv6 } unicast

例：

switch(config-vrf)# address-family
ipv4 unicast

ステップ 7

switch(config-vrf-af-ipv4)#

次のように VRF用にルートターゲッ
ト拡張コミュニティを指定します。

route-target { import | export }
route-target-ext-community }

例：

ステップ 8

• importキーワードを使用すると、
ターゲットVPN拡張コミュニティswitch(config-vrf-af-ipv4)#

route-target import 1.0:1
からルーティング情報がインポー

トされます。

• exportキーワードを使用すると、
ルーティング情報がターゲット

VPN拡張コミュニティにエクス
ポートされます。

• route-target-ext-community引数によ
り、ルートターゲット拡張コミュ

ニティ属性が、インポート、また

はエクスポートのルートターゲッ

ト拡張コミュニティのVRFリスト
に追加されます。

route-target-ext-community引数は、
次のいずれかの形式で入力できま

す。

• 16ビットまたは 32ビットの
AS番号:32ビットの番号。
1.2:3など。
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目的コマンドまたはアクション

• 32ビットの IPアドレス:16
ビットの番号。192.0.2.1:1な
ど。

（任意）VRFルートテーブルに格納で
きる最大ルート数を設定します。

maximum routes max-routes [ threshold
value ] [ reinstall ]

例：

ステップ 9

max-routesの範囲は 1～ 4294967295で
す。しきい値の値の範囲は 1～ 100で
す。

switch(config-vrf-af-ipv4)# maximum
routes 10000

（任意）デフォルト VRFからプレ
フィックスをインポートするための

import [ vrf default max-prefix ] map
route-map

例：

ステップ 10

VRFのインポートポリシーを次のよう
に設定します。switch(config-vrf-af-ipv4)# import

vrf default map vpn1-route-map
• max-prefixの範囲は 1～
2147483647です。デフォルトは
1000プレフィックスです。

• route-map引数は VRFのインポー
トルートマップとして使用される

ルートマップを最大 63文字の英
数字文字列（大文字と小文字を区

別）で指定します。

（任意）VRFの情報を表示します。
vrf-name引数には最大32文字の英数字

show vrf vrf-name

例：

ステップ 11

文字列を指定します。大文字と小文字

は区別されます。
switch(config-vrf-af-ipv4)# show vrf
vpn1

（任意）実行コンフィギュレーション

をスタートアップコンフィギュレー

ションにコピーします。

copy running-config startup-config

例：

switch(config-router-vrf)# copy
running-config startup-config

ステップ 12

各 VPNカスタマー用の PEルータでの VRFインスタンスの設定

PEルータのインターフェイスまたはサブインターフェイスに仮想ルーティングおよび転送
（VRF）インスタンスを関連付けることができます。
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手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

設定するインターフェイスを指定し、イ

ンターフェイスコンフィギュレーショ

interface type number

例：

ステップ 2

ンモードを開始する方法は次のとおり

です。
switch(config)# interface Ethernet 5/0

switch(config-if)#
• type引数で、設定するインターフェ
イスのタイプを指定します。

• number引数には、ポート、コネク
タ、またはインターフェイスカー

ド番号を指定します。

指定したインターフェイスまたはサブイ

ンターフェイスに VRFを関連付けま
vrf member vrf-name

例：

ステップ 3

す。vrf-name引数は、VRFに割り当て
る名前です。

switch(config-if)# vrf member vpn1

（任意）VRFに関連付けられるインター
フェイスの情報を表示します。vrf-name

show vrf vrf-name interface

例：

ステップ 4

引数には最大 32文字の英数字文字列をswitch(config-if)# show vrf vpn1
interface 指定します。大文字と小文字は区別され

ます。

（任意）実行コンフィギュレーションを

スタートアップコンフィギュレーショ

ンにコピーします。

copy running-config startup-config

例：

switch(config-router-vrf)# copy
running-config startup-config

ステップ 5

PEルータと CEルータ間でのルーティングプロトコルの設定

PEルータと CEルータ間でスタティックまたは直接接続されたルートの設定

スタティックルートを使用する PE-to-CEルーティングセッション用の PEルータを設定する
ことができます。
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手順

目的コマンドまたはアクション

グローバル設定モードを開始します。configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

VRF名を割り当て、VRFコンフィギュ
レーションモードを開始することによ

vrf context vrf-name

例：

ステップ 2

り、VPNルーティングインスタンスをswitch(config)# vrf context vpn1

switch(config-vrf)#
定義します。vrf-name引数には最大 32
文字の英数字文字列を指定します。大

文字と小文字は区別されます。

PEから CEへの各セッション用のスタ
ティックルートパラメータを定義しま

{ ip ipv6 } route prefix nexthop

例：

ステップ 3

す。prefixおよび nexthopは次のとおり
です。

switch(config-vrf)# ip route
192.0.2.1/28 ethernet 2/1

• IPv4：ドット付き 10進表記

• IPv6：16進形式

IPv4アドレスファミリタイプを指定
し、アドレスファミリコンフィギュ

レーションモードを開始します。

address-family { ipv4 | ipv6 } unicast

例：

switch(config-vrf)# address-family
ipv4 unicast

ステップ 4

switch(config-vrf-af)#

BGP機能をイネーブルにします。feature bgp as - number

例：

ステップ 5

switch(config-vrf-af)# feature bgp

switch(config)#

BGPルーティングプロセスを設定し、
ルータコンフィギュレーションモード

router bgp as - number

例：

ステップ 6

を開始します。as-number引数は、ルーswitch(config)# router bgp 1.1
タを他のBGPルータに対して識別し、
ルーティング情報にタグを設定する自

律システムの番号を示します。AS番号
は 16ビット整数または 32ビット整数
にできます。上位 16ビット 10進数と
下位 16ビット 10進数による xx.xxと
いう形式です。
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目的コマンドまたはアクション

BGPプロセスをVRFに関連付けます。vrf vrf-name

例：

ステップ 7

vrf-name引数には最大32文字の英数字
文字列を指定します。大文字と小文字

は区別されます。

switch(config-router)# vrf vpn1

switch(config--router-vrf)#

IPv4アドレスファミリタイプを指定
し、アドレスファミリコンフィギュ

レーションモードを開始します。

address-family { ipv4 | ipv6 } unicast

例：

switch(config-vrf)# address-family
ipv4 unicast

ステップ 8

switch(config-vrf-af)#

スタティックルートを BGPに再配布
します。

redistribute static route-map map-name

例：

ステップ 9

マップ-名には最大 63文字の英数字を
使用できます。大文字と小文字は区別

されます。

switch(config-router-vrf-af)#
redistribute static route-map
StaticMap

直接接続されたルートをBGPに再配布
します。

redistribute direct route-map map-name

例：

ステップ 10

マップ-名には最大 63文字の英数字を
使用できます。大文字と小文字は区別

されます。

switch(config-router-vrf-af)#
redistribute direct route-map
StaticMap

（任意）ルートに関する情報を表示し

ます。

show { ipv4 | ipv6 } route vrf vrf-name

例：

ステップ 11

vrf-name引数には最大32文字の英数字
文字列を指定します。大文字と小文字

は区別されます。

switch(config-router-vrf-af)# show ip
ipv4 route vrf vpn1

（任意）実行コンフィギュレーション

をスタートアップコンフィギュレー

ションにコピーします。

copy running-config startup-config

例：

switch(config-router-vrf)# copy
running-config startup-config

ステップ 12

BGPを PEルータと CEルータ間のルーティングプロトコルに設定

eBGPを使用して PE-to-CEルーティングセッション用の PEルータを設定できます。

Cisco Nexus 3600 NX-OSラベルスイッチング構成ガイド、リリース 10.3（x）
49

『Configuring MPLS Layer 3 VPNs』

BGPを PEルータと CEルータ間のルーティングプロトコルに設定



手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します

configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

BGP機能をイネーブルにします。feature bgp

例：

ステップ 2

switch(config)# feature bgp

switch(config)#

BGPルーティングプロセスを設定し、
ルータコンフィギュレーションモード

を開始します。

router bgp as - number

例：

switch(config)# router bgp 1.1

switch(config-router)#

ステップ 3

as-number引数は、ルータを他の BGP
ルータに対して識別し、転送するルー

ティング情報にタグを設定する自律シス

テムの番号を示します。AS番号は 16
ビット整数または 32ビット整数にでき
ます。上位 16ビット 10進数と下位 16
ビット 10進数による xx.xxという形式
です。

BGPプロセスを VRFに関連付けます。vrf vrf-name

例：

ステップ 4

vrf-name引数には最大 32文字の英数字
文字列を指定します。大文字と小文字は

区別されます。

switch(config-router)# vrf vpn1

switch(config--router-vrf)#

エントリを iBGPネイバーテーブルに追
加します。ip-address引数には、ドット

neighbor ip-addressremote-as as-number

例：

ステップ 5

付き 10進表記でネイバーの IPアドレスswitch(config-router)# neighbor
209.165.201.1 remote-as 1.1 を指定します。as-number引数には、ネ

switch(config-router-neighbor)#
イバーが属している自律システムを指定

します。

アドレスファミリコンフィギュレー

ションモードを開始して、標準 IPv4ま
address-family { ipv4 | ipv6 } unicast

例：

ステップ 6

たは IPv6アドレスプレフィックスを使switch(config-vrf)# address-family ipv4
unicast 用する、BGPなどのルーティングセッ

ションを設定します。
switch(config-vrf-af)#
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目的コマンドまたはアクション

（任意）BGPネイバーに関する情報を
表示します。vrf-name引数には最大 32

show bgp { vpnv4 | vpnv6 } unicast
neighbors vrf vrf-name

例：

ステップ 7

文字の英数字文字列を指定します。大文

字と小文字は区別されます。switch(config-router-neighbor-af)# show
bgp vpnv4 unicast neighbors

（任意）実行コンフィギュレーションを

スタートアップコンフィギュレーショ

ンにコピーします。

copy running-config startup-config

例：

switch(config-router-vrf)# copy
running-config startup-config

ステップ 8

PEルータと CEルータ間での RIPv2の設定

RIPを使用して PE-to-CEルーティングセッション用の PEルータを設定できます。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します

configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

RIP機能を有効にします。feature rip

例：

ステップ 2

switch(config)# feature rip

switch(config)#

RIPをイネーブルにし、ルータコンフィ
ギュレーションモードを開始します。

router rip instance-tag

例：

ステップ 3

instance-tagには最大 20文字の英数字文
字列を指定します。大文字と小文字は区

別されます。

switch(config)# router rip Test1

RIPプロセスを VRFに関連付けます。vrf vrf-name

例：

ステップ 4

vrf-name引数には最大 32文字の英数字
文字列を指定します。大文字と小文字は

区別されます。

switch(config-router)# vrf vpn1

switch(config--router-vrf)#

アドレスファミリタイプを指定し、ア

ドレスファミリコンフィギュレーショ

ンモードを開始します。

address-family ipv4 unicast

例：

switch(config-router-vrf)#
address-family ipv4 unicast

ステップ 5
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目的コマンドまたはアクション

switch(config-router-vrf-af)#

ルートを 1つのルーティングドメイン
から他のルーティングドメインに再配

布します。

redistribute { bgp as | direct | { egrip | ospf
| rip } instance-tag | static } route-map
map-name vrf-name

例：

ステップ 6

as番号は 16ビット整数または 32ビッ
ト整数にできます。上位16ビット10進switch(config-router-vrf-af)# show ip

rip vrf vpn1
数と下位 16ビット 10進数による xx.xx
という形式です。instance-tagには最大
20文字の英数字文字列を指定します。
大文字と小文字は区別されます。

（任意）RIPに関する情報を表示しま
す。

show ip rip vrf vrf-name

例：

ステップ 7

vrf-name引数には最大 32文字の英数字
文字列を指定します。大文字と小文字は

区別されます。

switch(config-router-vrf-af)# show ip
rip vrf vpn1

（任意）実行コンフィギュレーションを

スタートアップコンフィギュレーショ

ンにコピーします。

copy running-config startup-config

例：

switch(config-router-vrf)# copy
running-config startup-config

ステップ 8

PEルータと CEルータ間での OSPFの設定

OSPFv2を使用して PE-to-CEルーティングセッション用の PEルータを設定できます。MPLS
ネットワークの一部ではないOSPFバックドアリンクがある場合は、オプションでOSPF模造
リンクを作成できます。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します

configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

OSPF機能をイネーブルにします。feature ospf

例：

ステップ 2

switch(config)# feature ospf

switch(config)#
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目的コマンドまたはアクション

OSPFをイネーブルにし、ルータコン
フィギュレーションモードを開始しま

す。

router ospf instance-tag

例：

switch(config)# router ospf Test1

ステップ 3

instance-tagには最大 20文字の英数字文
字列を指定します。大文字と小文字は

区別されます。

ルータVRF設定モードを開始します。vrf vrf-name

例：

ステップ 4

vrf-name引数には最大32文字の英数字
文字列を指定します。大文字と小文字

は区別されます。

switch(config-router)# vrf vpn1

switch(config--router-vrf)#

（任意）PEインターフェイス上の模造
リンクを、指定した OSPFエリア内に

area area-id sham-link source-address
destination-address

例：

ステップ 5

設定します。エンドポイントとして各

ループバックインターフェイスを IP
アドレスで指定します。

switch(config-router-vrf)# area 1
sham-link 10.2.1.1 10.2.1.2

PEの両エンドポイントで模造リンクを
設定する必要があります。

ステップ 6

アドレスファミリタイプを指定し、ア

ドレスファミリコンフィギュレーショ

ンモードを開始します。

address-family { ipv4 | ipv6 } unicast

例：

switch(config-router)# address-family
ipv4 unicast

ステップ 7

switch(config-router-vrf-af)#

BGPを EIGRPに再配布します。redistribute { bgp as | direct | { egrip |
ospf | rip } instance-tag | static }
route-map map-name

ステップ 8

BGPネットワークの自律システム番号
は、このステップで設定されます。BGP

例： を CEサイトの EIGRPに再配布して、
switch(config-router-vrf-af)#
redistribute bgp 1.0 route-map BGPMap

EIGRP情報を伝送するBGPルートを受
け入れるようにする必要があります。

また、BGPネットワークにメトリック
を指定する必要があります。

マップ-名には最大 63文字の英数字を
使用できます。大文字と小文字は区別

されます。
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目的コマンドまたはアクション

（任意）自律システム番号を、カスタ

マーサイトのこのアドレスファミリに

指定します。

autonomous-system as-number

例：

switch(config-router-vrf-af)#

autonomous-system 1.3

ステップ 9

as-number引数は、ルータを他の BGP
ルータに対して識別し、転送するルー

ティング情報にタグを設定する自律シ

ステムの番号を示します。AS番号は
16ビット整数または 32ビット整数に
できます。上位 16ビット 10進数と下
位 16ビット 10進数による xx.xxとい
う形式です。

ステップ 10

（任意）この VRFの EIGRPに関する
情報を表示します。

show ip egrip vrf vrf-name

例：

ステップ 11

vrf-nameには最大32文字の英数字文字
列を指定します。大文字と-小文字は区
別されます。

switch(config-router-vrf-af)# show
ipv4 eigrp vrf vpn1

（任意）実行コンフィギュレーション

をスタートアップコンフィギュレー

ションにコピーします。

copy running-config startup-config

例：

switch(config-router-vrf)# copy
running-config startup-config

ステップ 12

PEルータと CEルータ間での EIGRPの設定

PEルータと CEルータ間で Enhanced Interior Gateway Routing Protocol（EIGRP）を使用して
MPLS対応BGPコアネットワーク経由で EIGRPカスタマーネットワークがトランスペアレン
トに接続されるように PEルータを設定できます。これにより、EIGRPルートが BGPネット
ワークの VPNを経由して内部 BGP（iBGP）ルートとして再配布されます。

始める前に

ネットワークコアで BGPを設定する必要があります。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します

configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#
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目的コマンドまたはアクション

EGRIP機能を有効にします。feature egrip

例：

ステップ 2

switch(config)# feature egrip

switch(config)#

EIGRPインスタンスを設定し、ルータ
コンフィギュレーションモードを開始

します。

router egrip instance-tag

例：

switch(config)# router egrip Test1

ステップ 3

instance-tagには最大 20文字の英数字文
字列を指定します。大文字と小文字は区

別されます。

ルータ VRF設定モードを開始します。vrf vrf-name

例：

ステップ 4

vrf-name引数には最大 32文字の英数字
文字列を指定します。大文字と小文字は

区別されます。

switch(config-router)# vrf vpn1

switch(config--router-vrf)#

（任意）標準 IPv4アドレスプレフィッ
クスを使用するルーティングセッショ

address-family ipv4 unicast

例：

ステップ 5

ンを設定するために、アドレスファミswitch(config-router-vrf)#
address-family ipv4 unicast リコンフィギュレーションモードを開

始します。
switch(config-router-vrf-af)#

ルートを 1つのルーティングドメイン
から他のルーティングドメインに再配

布します。

redistribute { bgp as-numberroute-map
map-name

例：

ステップ 6

as番号は 16ビット整数または 32ビッ
ト整数にできます。上位16ビット10進

switch(config-router-vrf-af)# show ip
rip vrf vpn1

数と下位 16ビット 10進数による xx.xx
という形式です。instance-tagには最大
20文字の英数字文字列を指定します。
大文字と小文字は区別されます。

（任意）OSPFに関する情報を表示しま
す。

show ip ospf instance-tag vrf vrf-name

例：

ステップ 7

switch(config-router-vrf-af)# show ip
rip vrf vpn1

（任意）実行コンフィギュレーションを

スタートアップコンフィギュレーショ

ンにコピーします。

copy running-config startup-config

例：

switch(config-router-vrf)# copy
running-config startup-config

ステップ 8
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MPLS VPNでの BGPの PE-CE再配布の設定

PE-CEプロトコルが BGPではない場合は、MPLSレイヤ 3 VPNサービスを提供するすべての
PEルータで、PE-CEルーティングプロトコルが配布されるようにBGPを設定する必要があり
ます。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します

configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

BGP機能をイネーブルにします。feature bgp

例：

ステップ 2

switch(config)# feature bgp

switch(config)#

BGPルーティングプロセスを設定し、
ルータコンフィギュレーションモード

router bgp instance-tag

例：

ステップ 3

を開始します。as-number引数は、ルーswitch(config)# router bgp 1.1

switch(config-router)#
タを他のBGPルータに対して識別し、
転送するルーティング情報にタグを設

定する自律システムの番号を示しま

す。AS番号は 16ビット整数または 32
ビット整数にできます。上位16ビット
10進数と下位 16ビット 10進数による
xx.xxという形式です。

（任意）BGPルータ IDを設定します。
この IPアドレスによって、この BGP

router id ip-address

例：

ステップ 4

スピーカを特定します。このコマンドswitch(config-router)# router-id
192.0.2.255 1 によって、BGPネイバーセッションの

switch(config-router)#
自動通知およびセッションリセットが

開始されます。

BGPネイバーテーブルまたはマルチプ
ロトコル BGPネイバーテーブルにエ

router id ip-address remote-as as-number

例：

ステップ 5

ントリを追加します。ip-address引数にswitch(config-router)# neighbor
209.165.201.1 remote-as 1.2 は、ドット付き10進表記でネイバーの

switch(config-router-neighbor)#
IPアドレスを指定します。as-number
引数には、ネイバーが属している自律

システムを指定します。
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目的コマンドまたはアクション

BGPセッションの送信元アドレスを指
定します。

update-source loopback [ 0 | 1 ]

例：

ステップ 6

switch(config-router-neighbor)#
update-source loopback 0#

アドレスファミリコンフィギュレー

ションモードを開始して、標準VPNv4
address-family { ipv4 | ipv6 } unicast

例：

ステップ 7

または VPNv6アドレスプレフィックswitch(config-router-neighbor)#
address-family vpnv4 スを使用する、BGPなどのルーティン

switch(config-router-neighbor-af)#
グセッションを設定します。unicast
キーワード（任意）では、VPNv4また
は VPNv6ユニキャストアドレスプレ
フィックスを指定します。

コミュニティ属性がBGPネイバーに送
信されるように指定します。

send-community extended

例：

ステップ 8

switch(config-router-neighbor-af)#
send-community extended

ルータVRF設定モードを開始します。vrf vrf-name

例：

ステップ 9

vrf-name引数には最大32文字の英数字
文字列を指定します。大文字と小文字

は区別されます。

switch(config-router-neighbor-af)#
vrf vpn1

switch(config-router-vrf)#

標準 IPv4または VPNv6アドレスプレ
フィックスを使用するルーティング

address-family { ipv4 | ipv6 } unicast

例：

ステップ 10

セッションを設定するために、アドレswitch(config-router-vrf)#
address-family ipv4 unicast スファミリコンフィギュレーション

モードを開始します。
switch(config-router-vrf-af)#

ルートを 1つのルーティングドメイン
から他のルーティングドメインに再配

redistribute { direct | { egrip | ospfv3 |
ospfv3 |rip } instance-tag | static }
route-map map-name

ステップ 11

布します。as番号は16ビット整数また
例： は 32ビット整数にできます。上位 16

ビット 10進数と下位 16ビット 10進数switch(config-router-af-vrf)#
redistribute eigrp Test2 route-map
EigrpMap

による xx.xxという形式です。
instance-tagには最大 20文字の英数字文
字列を指定します。大文字と小文字は

区別されます。map-nameには最大 63
文字の英数字文字列を指定します。大

文字と小文字は区別されます。
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目的コマンドまたはアクション

（任意）BGPに関する情報を表示しま
す。vrf-name引数には最大32文字の英

show bgp { ipv4 | ipv6 } unicast vrf
vrf-name

例：

ステップ 12

数字文字列を指定します。大文字と小

文字は区別されます。switch(config-router--vrf-af)# show
bgp ipv4 unicast vrf vpn1vpn1

（任意）実行コンフィギュレーション

をスタートアップコンフィギュレー

ションにコピーします。

copy running-config startup-config

例：

switch(config-router-vrf)# copy
running-config startup-config

ステップ 13

ハブアンドスポークトポロジの設定

ハブ PEルータにおける VRFの設定

ハブ PEルータ上でハブアンドスポーク VRFを設定できます。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します

configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

MPLS機能セットを有効化します。install feature-set mpls

例：

ステップ 2

switch(config)# install feature-set
mpls
switch(config)#

MPLSフィーチャセットをイネーブル
にします。

feature-set mpls

例：

ステップ 3

switch(config)# feature-set mpls
switch(config)#

MPLSレイヤ 3 VPN機能をイネーブル
にします。

feature-set mpls l3vpn

例：

ステップ 4

switch(config)# feature-set mpls l3vpn
switch(config)#

VRF名を割り当て、VRFコンフィギュ
レーションモードを開始することによ

vrf context vrf-hub

例：

ステップ 5

り、PEハブの VPNルーティングイン
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目的コマンドまたはアクション

switch(config)# vrf context 2hub

switch(config-vrf)#

スタンスを定義します。vrf-hub引数に
は最大32文字の英数字文字列を指定し
ます。大文字と小文字は区別されま

す。

ルート識別子を設定します。

route-distinguisher引数によって、8バイ
rd route-distinguisher

例：

ステップ 6

トの値が IPv4プレフィックスに追加さswitch(config-vrf)# rd 1.2:1

switch(config-vrf)#
れ、VPNIPv4プレフィックスが作成さ
れます。RDは、次のいずれかの形式
で入力できます。

• 16ビットまたは 32ビットのAS番
号:32ビットの番号。1.2:3など。

• 32ビットの IPアドレス:16ビット
の番号。192.0.2.1:1など。

IPv4アドレスファミリタイプを指定
し、アドレスファミリコンフィギュ

レーションモードを開始します。

address-family { ipv4 | ipv6 } unicast

例：

switch(config-vrf)# address-family
ipv4 unicast

ステップ 7

switch(config-vrf-af-ipv4)#

次のように VRF用にルートターゲッ
ト拡張コミュニティを指定します。

route-target { import | export }
route-target-ext-community }

例：

ステップ 8

• importキーワードを使用すると、
ルーティング情報がターゲットswitch(config-vrf-af-ipv4)#

route-target import 1.0:1
VPN拡張コミュニティからイン
ポートされます。

• exportキーワードを使用すると、
ルーティング情報がターゲット

VPN拡張コミュニティにエクス
ポートされます。

• route-target-ext-community引数によ
り、ルートターゲット拡張コミュ

ニティ属性が、インポート、また

はエクスポートのルートターゲッ

ト拡張コミュニティのVRFリスト
に追加されます。

route-target-ext-community引数は、
次のいずれかの形式で入力できま

す。
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目的コマンドまたはアクション

• 16ビットまたは 32ビットの
AS番号:32ビットの番号。
1.2:3など。

• 32ビットの IPアドレス:16
ビットの番号。192.0.2.1:1な
ど。

VRF名を割り当て、VRFコンフィギュ
レーションモードを開始することによ

vrf context vrf-spoke

例：

ステップ 9

り、PEスポークの VPNルーティングswitch(config-vrf-af-ipv4)# vrf
context 2spokes インスタンスを定義します。vrf-spoke

switch(config-vrf)#
引数には最大32文字の英数字文字列を
指定します。大文字と小文字は区別さ

れます。

IPv4アドレスファミリタイプを指定
し、アドレスファミリコンフィギュ

レーションモードを開始します。

address-family { ipv4 | ipv6 } unicast

例：

switch(config-vrf)# address-family
ipv4 unicast

ステップ 10

switch(config-vrf-af-ipv4)#

次のように VRF用にルートターゲッ
ト拡張コミュニティを指定します。

route-target { import | export }
route-target-ext-community }

例：

ステップ 11

• VRF用にルートターゲット拡張コ
ミュニティを作成します。importswitch(config-vrf-af-ipv4)#

route-target export 1:100
キーワードを使用すると、ルー

ティング情報がターゲットVPN拡
張コミュニティからインポートさ

れます。exportキーワードを使用
すると、ルーティング情報がター

ゲットVPN拡張コミュニティにエ
クスポートされます。

route-target-ext-community引数によ
り、ルートターゲット拡張コミュ

ニティ属性が、インポート、また

はエクスポートのルートターゲッ

ト拡張コミュニティのVRFリスト
に追加されます。

route-target-ext-community引数は、
次のいずれかの形式で入力できま

す。
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目的コマンドまたはアクション

• 16ビットまたは 32ビットの
AS番号:32ビットの番号。
1.2:3など。

• 32ビットの IPアドレス:16
ビットの番号。192.0.2.1:1な
ど。

（オプション）VRFの実行コンフィ
ギュレーションを表示します。

show running-config vrf vrf-name

例：

ステップ 12

vrf-name引数には最大32文字の英数字
文字列を指定します。大文字と小文字

は区別されます。

switch(config-vrf-af-ipv4)# show
running-config vrf 2spokes

。

（任意）実行コンフィギュレーション

をスタートアップコンフィギュレー

ションにコピーします。

copy running-config startup-config

例：

switch(config-router-vrf)# copy
running-config startup-config

ステップ 13

ハブ PEルータにおける eBGPの設定

eBGPを使用して PE-to-CEハブルーティングセッションを設定できます。

すべてのCEサイトが同じBGPAS番号を使用している場合は、次のタスクを実行する必
要があります。

• PE（ハブ）で BGP as-overrideコマンドを構成するか、受信 CEルータで allowas-in
コマンドを構成します。

•あるASNから学習したBGPルートを同じASNに戻してアドバタイズするには、ルー
プバックを防止するために、PEルータで disable-peer-as-checkコマンドを設定しま
す。

（注）

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します

configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#
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目的コマンドまたはアクション

MPLSフィーチャセットをイネーブル
にします。

feature-set mpls

例：

ステップ 2

switch(config)# feature-set mpls

MPLSレイヤ 3 VPN機能をイネーブル
にします。

feature mpls l3vpn

例：

ステップ 3

switch(config)# feature mpls l3vpn

BGP機能をイネーブルにします。feature bgp

例：

ステップ 4

switch(config)# feature bgp
switch(config)#

BGPルーティングプロセスを設定し、
ルータコンフィギュレーションモード

を開始します。

router bgp as - number

例：

switch(config)# router bgp 1.1
switch(config-router)#

ステップ 5

as-number引数は、ルータを他の BGP
ルータに対して識別し、転送するルー

ティング情報にタグを設定する自律シ

ステムの番号を示します。AS番号は
16ビット整数または 32ビット整数に
できます。上位 16ビット 10進数と下
位 16ビット 10進数による xx.xxとい
う形式です。

エントリを iBGPネイバーテーブルに
追加します。

neighbor ip-addressremote-as as-number

例：

ステップ 6

• ip-address引数には、ドット付き10
進表記でネイバーの IPアドレスを
指定します。

switch(config-router)# neighbor
209.165.201.1 remote-as 1.2
switch(config-router-neighbor)#

• as-number引数には、ネイバーが属
している自律システムを指定しま

す。

IPアドレスファミリタイプを指定し、
アドレスファミリコンフィギュレー

ションモードを開始します。

address-family { ipv4 | ipv6 } unicast

例：

switch(config-router-vrf-neighbor)#
address-family ipv4 unicast
switch(config-router-neighbor-af)#

ステップ 7

（任意）BGPを設定し、拡張コミュニ
ティリストをアドバタイズします。

send-community extended

例：

ステップ 8
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目的コマンドまたはアクション

switch(config-router-neighbor-af)#
send-community extended

VRF設定モードを開始します。vrf-hub
引数には最大32文字の英数字文字列を

vrf vrf-hub

例：

ステップ 9

指定します。大文字と小文字は区別さ

れます。
switch(config-router-neighbor-af)#
vrf 2hub
switch(config-router-vrf)#

BGPまたはマルチプロトコル BGPネ
イバーテーブルに、この VRFのため
のエントリを追加します。

neighbor ip-addressremote-as as-number

例：

switch(config-router-vrf)# neighbor
33.0.0.33 1 remote-as 150
switch(config-router-vrf-neighbor)#

ステップ 10

• ip-address引数には、ドット付き10
進表記でネイバーの IPアドレスを
指定します。

• as-number引数には、ネイバーが属
している自律システムを指定しま

す。

IPアドレスファミリタイプを指定し、
アドレスファミリコンフィギュレー

ションモードを開始します。

address-family { ipv4 | ipv6 } unicast

例：

switch(config-router-vrf-neighbor)#
address-family ipv4 unicast
switch(config-router--vrf-neighbor-af)#

ステップ 11

（オプション）更新を送信するときに

AS番号を上書きします。すべてのBGP
as-override

例：

ステップ 12

サイトが同じ AS番号を使用している
場合、次のコマンドのいずれか：

switch(config-router-vrf-neighbor-af)#
as-override

• PE（ハブ）でBGP as-overrideコマ
ンドを設定します

または

•受信CEルータで allowas-inコマン
ドを設定します。

VRF設定モードを開始します。
vrf-spoke引数には最大 32文字の英数字

vrf vrf-spoke

例：

ステップ 13

文字列を指定します。大文字と小文字

は区別されます。
switch(config-router-vrf-neighbor-af)#
vrf 2spokes
switch(config-router-vrf)#
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目的コマンドまたはアクション

BGPまたはマルチプロトコル BGPネ
イバーテーブルに、この VRFのため
のエントリを追加します。

neighbor ip-addressremote-as as-number

例：

switch(config-router-vrf)# neighbor
33.0.0.33 1 remote-as 150
switch(config-router-vrf-neighbor)#

ステップ 14

• ip-address引数には、ドット付き10
進表記でネイバーの IPアドレスを
指定します。

• as-number引数には、ネイバーが属
している自律システムを指定しま

す。

IPアドレスファミリタイプを指定し、
アドレスファミリコンフィギュレー

ションモードを開始します。

address-family { ipv4 | ipv6 } unicast

例：

switch(config-router-vrf-neighbor)#
address-family ipv4 unicast
switch(config-router--vrf-neighbor-af)#

ステップ 15

(オプション) ASパスでの AS番号の重
複を許可します。

allowas-in [ number ]

例：

ステップ 16

VPNアドレスファミリコンフィギュ
レーションモード（PEスポーク）お

switch(config-router-vrf-neighbor-af)#
allowas-in 3

よびネイバーモード（PEハブ）で、
このパラメータを設定します。

（任意）BGPの実行コンフィギュレー
ションを表示します。

show running-config bgp vrf-name

例：

ステップ 17

switch(config-router-vrf-neighbor-af)#
show running-config bgp

（任意）実行コンフィギュレーション

をスタートアップコンフィギュレー

ションにコピーします。

copy running-config startup-config

例：

switch(config-router-vrf)# copy
running-config startup-config

ステップ 18

ハブ CEルータにおける eBGPの設定

eBGPを使用して PE-to-CEハブルーティングセッションを設定できます。

すべてのCEサイトが同じBGPAS番号を使用している場合は、次のタスクを実行する必
要があります。

（注）

• PE（ハブ）で as-overrideコマンドを設定するか、受信 CEルータで allowas-inコマンドを
設定します。
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• CEルータで disable-peer-as-checkコマンドを設定します。

•あるASNから学習したBGPルートを同じASNに戻しアドバタイズするには、ループバッ
クを防止するために、PEルータで disable-peer-as-checkコマンドを設定します。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します

configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

MPLSフィーチャセットをイネーブル
にします。

feature-set mpls

例：

ステップ 2

switch(config)# feature-set mpls

MPLSレイヤ 3 VPN機能をイネーブル
にします。

feature mpls l3vpn

例：

ステップ 3

switch(config)# feature mpls l3vpn

BGP機能をイネーブルにします。feature bgp

例：

ステップ 4

switch(config)# feature bgp
switch(config)#

BGPルーティングプロセスを設定し、
ルータコンフィギュレーションモード

を開始します。

router bgp as - number

例：

switch(config)# router bgp 1.1
switch(config-router)#

ステップ 5

as-number引数は、ルータを他の BGP
ルータに対して識別し、転送するルー

ティング情報にタグを設定する自律シ

ステムの番号を示します。AS番号は
16ビット整数または 32ビット整数に
できます。上位 16ビット 10進数と下
位 16ビット 10進数による xx.xxとい
う形式です。

エントリを iBGPネイバーテーブルに
追加します。

neighbor ip-addressremote-as as-number

例：

ステップ 6

• ip-address引数には、ドット付き10
進表記でネイバーの IPアドレスを
指定します。

switch(config-router)# neighbor
209.165.201.1 remote-as 1.2
switch(config-router-neighbor)#
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目的コマンドまたはアクション

• as-number引数には、ネイバーが属
している自律システムを指定しま

す。

IPアドレスファミリタイプを指定し、
アドレスファミリコンフィギュレー

ションモードを開始します。

address-family { ipv4 | ipv6 } unicast

例：

switch(config-router-vrf-neighbor)#
address-family ipv4 unicast
switch(config-router-neighbor-af)#

ステップ 7

（任意）BGPを設定し、拡張コミュニ
ティリストをアドバタイズします。

send-community extended

例：

ステップ 8

switch(config-router-neighbor-af)#
send-community extended

VRF設定モードを開始します。vrf-hub
引数には最大32文字の英数字文字列を

vrf vrf-hub

例：

ステップ 9

指定します。大文字と小文字は区別さ

れます。
switch(config-router-neighbor-af)#
vrf 2hub
switch(config-router-vrf)#

BGPまたはマルチプロトコル BGPネ
イバーテーブルに、この VRFのため
のエントリを追加します。

neighbor ip-addressremote-as as-number

例：

switch(config-router-vrf)# neighbor
33.0.0.33 1 remote-as 150
switch(config-router-vrf-neighbor)#

ステップ 10

• ip-address引数には、ドット付き10
進表記でネイバーの IPアドレスを
指定します。

• as-number引数には、ネイバーが属
している自律システムを指定しま

す。

IPアドレスファミリタイプを指定し、
アドレスファミリコンフィギュレー

ションモードを開始します。

address-family { ipv4 | ipv6 } unicast

例：

switch(config-router-vrf-neighbor)#
address-family ipv4 unicast
switch(config-router--vrf-neighbor-af)#

ステップ 11

（オプション）更新を送信するときに

AS番号を上書きします。すべてのBGP
as-override

例：

ステップ 12

サイトが同じ AS番号を使用している
場合、次のコマンドのいずれか：

switch(config-router-vrf-neighbor-af)#
as-override

• PE（ハブ）でBGP as-overrideコマ
ンドを設定します
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目的コマンドまたはアクション

または

•受信CEルータで allowas-inコマン
ドを設定します。

VRF設定モードを開始します。
vrf-spoke引数には最大 32文字の英数字

vrf vrf-spoke

例：

ステップ 13

文字列を指定します。大文字と小文字

は区別されます。
switch(config-router-vrf-neighbor-af)#
vrf 2spokes
switch(config-router-vrf)#

BGPまたはマルチプロトコル BGPネ
イバーテーブルに、この VRFのため
のエントリを追加します。

neighbor ip-addressremote-as as-number

例：

switch(config-router-vrf)# neighbor
33.0.0.33 1 remote-as 150
switch(config-router-vrf-neighbor)#

ステップ 14

• ip-address引数には、ドット付き10
進表記でネイバーの IPアドレスを
指定します。

• as-number引数には、ネイバーが属
している自律システムを指定しま

す。

IPアドレスファミリタイプを指定し、
アドレスファミリコンフィギュレー

ションモードを開始します。

address-family { ipv4 | ipv6 } unicast

例：

switch(config-router-vrf-neighbor)#
address-family ipv4 unicast
switch(config-router--vrf-neighbor-af)#

ステップ 15

(オプション) ASパスでの AS番号の重
複を許可します。

allowas-in [ number ]

例：

ステップ 16

VPNアドレスファミリコンフィギュ
レーションモード（PEスポーク）お

switch(config-router-vrf-neighbor-af)#
allowas-in 3

よびネイバーモード（PEハブ）で、
このパラメータを設定します。

（任意）BGPの実行コンフィギュレー
ションを表示します。

show running-config bgp vrf-name

例：

ステップ 17

switch(config-router-vrf-neighbor-af)#
show running-config bgp

（任意）実行コンフィギュレーション

をスタートアップコンフィギュレー

ションにコピーします。

copy running-config startup-config

例：

switch(config-router-vrf)# copy
running-config startup-config

ステップ 18
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スポーク PEルータにおける VRFの設定

スポーク PEルータ上でハブアンドスポーク VRFsを設定できます。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します

configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

MPLS機能セットを有効化します。install feature-set mpls

例：

ステップ 2

switch(config)# install feature-set
mpls
switch(config)#

MPLSフィーチャセットをイネーブル
にします。

feature-set mpls

例：

ステップ 3

switch(config)# feature-set mpls
switch(config)#

MPLSレイヤ 3 VPN機能をイネーブル
にします。

feature-set mpls l3vpn

例：

ステップ 4

switch(config)# feature-set mpls l3vpn
switch(config)#

VRF名を割り当て、VRFコンフィギュ
レーションモードを開始することによ

vrf context vrf-spoke

例：

ステップ 5

り、PEスポークの VPNルーティングswitch(config)# vrf context spoke

switch(config-vrf)#
インスタンスを定義します。vrf-spoke
引数には最大32文字の英数字文字列を
指定します。大文字と小文字は区別さ

れます。

ルート識別子を設定します。

route-distinguisher引数によって、8バイ
rd route-distinguisher

例：

ステップ 6

トの値が IPv4プレフィックスに追加さswitch(config-vrf)# rd 1.101

switch(config-vrf)#
れ、VPNIPv4プレフィックスが作成さ
れます。RDは、次のいずれかの形式
で入力できます。

• 16ビットまたは 32ビットのAS番
号:32ビットの番号。1.2:3など。

• 32ビットの IPアドレス:16ビット
の番号。192.0.2.1:1など。
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目的コマンドまたはアクション

IPv4アドレスファミリタイプを指定
し、アドレスファミリコンフィギュ

レーションモードを開始します。

address-family { ipv4 | ipv6 } unicast

例：

switch(config-vrf)# address-family
ipv4 unicast

ステップ 7

switch(config-vrf-af-ipv4)#

次のように VRF用にルートターゲッ
ト拡張コミュニティを指定します。

route-target { import | export }
route-target-ext-community }

例：

ステップ 8

• importキーワードを使用すると、
ルーティング情報がターゲットswitch(config-vrf-af-ipv4)#

route-target import 1.0:1
VPN拡張コミュニティからイン
ポートされます。

• exportキーワードを使用すると、
ルーティング情報がターゲット

VPN拡張コミュニティにエクス
ポートされます。

• route-target-ext-community引数によ
り、ルートターゲット拡張コミュ

ニティ属性が、インポート、また

はエクスポートのルートターゲッ

ト拡張コミュニティのVRFリスト
に追加されます。

route-target-ext-community引数は、
次のいずれかの形式で入力できま

す。

• 16ビットまたは 32ビットの
AS番号:32ビットの番号。
1.2:3など。

• 32ビットの IPアドレス:16
ビットの番号。192.0.2.1:1な
ど。

（オプション）VRFの実行コンフィ
ギュレーションを表示します。

show running-config vrf vrf-name

例：

ステップ 9

vrf-name引数には最大32文字の英数字
文字列を指定します。大文字と小文字

は区別されます。

switch(config-vrf-af-ipv4)# show
running-config vrf 2spokes

。
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目的コマンドまたはアクション

（任意）実行コンフィギュレーション

をスタートアップコンフィギュレー

ションにコピーします。

copy running-config startup-config

例：

switch(config-router-vrf)# copy
running-config startup-config

ステップ 10

スポーク PEルータにおける eBGPの設定

eBGPを使用して PEスポークルーティングセッションを設定できます。

すべてのCEサイトが同じBGPAS番号を使用している場合は、次のタスクを実行する必
要があります。

•受信スポークルータで allowas-inコマンドを構成します。

（注）

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します

configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

MPLSフィーチャセットをイネーブル
にします。

feature-set mpls

例：

ステップ 2

switch(config)# feature-set mpls

MPLSレイヤ 3 VPN機能をイネーブル
にします。

feature mpls l3vpn

例：

ステップ 3

switch(config)# feature mpls l3vpn

BGP機能をイネーブルにします。feature bgp

例：

ステップ 4

switch(config)# feature bgp

switch(config)#

BGPルーティングプロセスを設定し、
ルータコンフィギュレーションモード

を開始します。

router bgp as - number

例：

switch(config)# router bgp 100

switch(config-router)#

ステップ 5

as-number引数は、ルータを他の BGP
ルータに対して識別し、転送するルー

ティング情報にタグを設定する自律シ
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目的コマンドまたはアクション

ステムの番号を示します。AS番号は
16ビット整数または 32ビット整数に
できます。上位 16ビット 10進数と下
位 16ビット 10進数による xx.xxとい
う形式です。

エントリを iBGPネイバーテーブルに
追加します。

neighbor ip-addressremote-as as-number

例：

ステップ 6

• ip-address引数には、ドット付き10
進表記でネイバーの IPアドレスを
指定します。

switch(config-router)# neighbor
63.63.0.63 remote-as 100

switch(config-router-neighbor)#

• as-number引数には、ネイバーが属
している自律システムを指定しま

す。

IPv4または IPv6アドレスファミリタ
イプを指定し、アドレスファミリコン

address-family { ipv4 | ipv6 } unicast

例：

ステップ 7

フィギュレーションモードを開始しま

す。
switch(config-router-vrf-neighbor)#
address-family ipv4 unicast

switch(config-router-neighbor-af)#

（任意）指定した回数だけ、PE ASN
が設定された ASパスを許可します。

allowas-in number

例：

ステップ 8

•値の範囲は 1～ 10です。switch(config-router-vrf-neighbor-af)#
allowas-in 3

•すべての BGPサイトが同じ AS番
号を使用している場合、次のコマ

ンドのいずれか：

PE（ハブ）でBGP as-override
コマンドを設定するか、受信

CEルータで allowas-inコマン
ドを設定します。

（注）

as-number引数は、ルータを他の BGP
ルータに対して識別し、転送するルー

ティング情報にタグを設定する自律シ

ステムの番号を示します。AS番号は
16ビット整数または 32ビット整数に
できます。上位 16ビット 10進数と下
位 16ビット 10進数による xx.xxとい
う形式です。
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目的コマンドまたはアクション

（任意）BGPを設定し、拡張コミュニ
ティリストをアドバタイズします。

send-community extended

例：

ステップ 9

switch(config-router-neighbor)#
send-community extended

（任意）BGPの実行コンフィギュレー
ションを表示します。

show running-config bgp

例：

ステップ 10

switch(config-router-vrf-neighbor-af)#
show running-config bgp

（任意）実行コンフィギュレーション

をスタートアップコンフィギュレー

ションにコピーします。

copy running-config startup-config

例：

switch(config-router-vrf)# copy
running-config startup-config

ステップ 11

ハードウェアプロファイルコマンドを使用したMPLSの設定
リリース 7.0（3）F3（3）以降、CiscoNexus 3600は複数のハードウェアプロファイルをサポー
トします。スイッチでハードウェアプロファイルコンフィギュレーションコマンドを使用し

て、MPLSおよび/または VXLANを設定できます。ハードウェアプロファイルコンフィギュ
レーションコマンドは、スイッチで使用可能な適切なコンフィギュレーションファイルを呼

び出します。VXLANはデフォルトで有効になっています。

始める前に

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します

configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

BGP機能をイネーブルにします。feature bgp

例：

ステップ 2

switch(config)# feature bgp
switch(config)#

すべてのスイッチモジュールでMPLS
を有効にします。。

hardware profile [ vxlan | mpls] module
all

例：

ステップ 3

switch(config)# hardware profile mpls
module all
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目的コマンドまたはアクション

すべてのモジュールまたは特定のモ

ジュールのハードウェアプロファイル

を表示します。

show hardware profile module [ all |
number]

例：

ステップ 4

switch(config)# show hardware profile
module all
switch(config)#

スイッチのソフトウェア情報を表示しま

す。

show module internal sw info | [ i | mpls]

例：

ステップ 5

switch(config)# show module internal
sw info

実行設定を表示します。show running configuration | [ i | mpls]

例：

ステップ 6

switch(config)# show module internal
sw info
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第 4 章

MPLSレイヤ 3 VPNラベル割り当ての設定

この章では、Cisco Nexus 3600シリーズスイッチでマルチプロトコルラベルスイッチング
（MPLS）レイヤ 3仮想プライベートネットワーク（L3VPN）のラベル割り当てを設定する方
法について説明します。

• MPLS L3VPNラベル割り当ての概要（75ページ）
• MPLS L3VPNラベル割り当ての前提条件（78ページ）
• MPLS L3VPNラベル割り当てに関する注意事項と制限事項（78ページ）
• MPLS L3VPNラベル割り当てのデフォルト設定（79ページ）
• MPLS L3VPNラベル割り当ての設定（79ページ）
•アドバタイズと撤回のルール（84ページ）
•ローカルラベル割り当ての有効化（88ページ）
• MPLS L3VPNラベル割り当ての設定の確認（90ページ）
• MPLS L3VPNラベル割り当ての設定例（91ページ）

MPLS L3VPNラベル割り当ての概要
MPLSプロバイダーエッジ（PE）ルータには、ローカルルートとリモートルートの両方が格
納されており、各ルートに対するラベルエントリも含まれています。デフォルトでは、Cisco
NX-OSはプレフィックス単位のラベル割り当てを使用します。プレフィックスごとに 1つの
ラベルが割り当てられます。分散プラットフォームでは、プレフィックス単位のラベルにより

メモリが消費されます。多数のVPNルーティングおよび転送（VRF）インスタンスおよびルー
トが存在する場合、プレフィックス単位のラベルにより消費されるメモリ量が問題となりま

す。

VRF全体でローカルルートに単一のVPNラベルがアドバタイズされるように、VRF単位のラ
ベル割り当てをイネーブルにすることができます。ルータは、VRFデコードおよび IPベース
のルックアップに新しいVPNラベルを使用して、PEまたはカスタマーエッジ（CE）インター
フェイスのパケットの転送先を学習します。

ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）レイヤ 3 VPNルートごとに異なるラベル割り当て
モードをイネーブルにすることが可能です。これにより、異なる要件を満たし、拡張性とパ

フォーマンスの間のトレードオフを実現することができます。ラベルはすべてグローバルラベ
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ルスペース内で割り当てられます。CiscoNX-OSは、次のラベル割り当てモードをサポートし
ています。

•プレフィックス単位：各 VPNプレフィックスに 1つのラベルが割り当てられます。ラベ
ル転送テーブルに基づき、リモート PEから着信する VPNパケットは接続された CEに直
接転送できます。CEにはプレフィックスがアドバタイズされます。しかし、このモード
では多くのラベルが使用されます。このモードが利用可能なのは、PEからCEに送信され
る VPNパケットがラベルスイッチングされる場合のみです。これがデフォルトのラベル
割り当てモードになります。

• VRF単位：VRFのローカル VPNルートすべてに単一のラベルが割り当てられます。この
モードでは、VPNラベルが出力 PEで削除されると、VRFの転送テーブルで IPv4ルック
アップまたは IPv6ルックアップが必要になります。このモードは、ラベルスペースと
BGPアドバタイズメントに関して最も効率的であり、ルックアップによってパフォーマン
スが低下することはありません。Cisco NX-OSでは、IPv4プレフィックスおよび IPv6プ
レフィックスの両方で同じ VRF単位のラベルを使用します。

EIBGPロードバランシングでは、VRF単位のラベルモード
を使用する VRFはサポートされません。

（注）

•集約ラベル：BGPは、集約プレフィックスのローカルラベルを割り当てたり、アドバタ
イズしたりできます。転送時には、VRF単位の場合と同じように IPv4ルックアップまた
は IPv6ルックアップが必要になります。単一の VRF単位のラベルは、ルックアップが必
要なすべてのプレフィックスに割り当てられ、使用されます。

• VRF接続されたルート：直接接続されたルートが再配布およびエクスポートされるとき
に、各ルートに集約ラベルが割り当られます。コアから送信されるパケットは非カプセル

化され、VRFの IPv4テーブルまたは IPv6テーブルで、ローカルルータへのパケットか、
別のルータまたは直接接続されたホストへのパケットかを判断するためにルックアップが

行われます。単一の VRF単位のラベルは、これらすべてのルートに割り当てられます。

•ラベルの抑制：ローカルラベルがこれ以上プレフィックスに関連付けられないときは、他
の PEに送信されるアップデートの時間を確保するために、ローカルラベルがすぐに解放
されない場合があります。ラベルごとに 10分の抑制タイマーが作動します。この間、ラ
ベルをプレフィックスに対して再利用することができます。タイマーが切れると、BGPは
ラベルを解放します。

IPv6ラベルの割り当て
IPv6プレフィックスは、割り当てられたラベルとともに、ラベル付きユニキャストアドレス
ファミリがイネーブルになっている iBGPピアにアドバタイズされます。着信した eBGPネク
ストホップはこのピアに伝播されず、代わりにローカル IPv4セッションのアドレスが IPv4射
影 IPv6ネクストホップとして送信されます。リモートピアは、コアネットワーク内の 1つま
たは複数の IPv4 MPLS LSPを介してこのネクストホップを解決します。
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ルートリフレクタを使用して、PE間のラベル付き 6PEプレフィックスをアドバタイズできま
す。このとき、ルートリフレクタとこれらすべてのピアの間で、ラベル付きユニキャストア

ドレスファミリをイネーブルにする必要があります。ルートリフレクタは転送パスにある必

要はなく、受信したネクストホップをそのまま iBGPピアおよびルートリフレクタクライア
ントに伝播します。

6PEは、6VPEと同様に、プレフィックス単位および VRF単位のラベル割り当てモード
の両方をサポートします。

（注）

VRF単位のラベル割り当てモード
VRF単位のラベル割り当てを設定する場合、次の条件が適用されます。

• VRFは、すべてのローカルルートに対して 1つのラベルを使用します。

• VRF単位のラベル割り当てをイネーブルにした場合、すべての既存の VRF単位の集約ラ
ベルが使用されます。VRF単位の集約ラベルが存在しない場合は、ソフトウェアによって
新規の VRF単位のラベルが作成されます。

VRF単位のラベルの割り当てをディセーブルにした場合、デフォルトのプレフィックス単
位のラベリング設定に戻るため、CEがデータを失うことはありません。

• VRF単位ラベルのフォワーディングエントリは、VRF、BGP、またはアドレスファミリ
設定が削除された場合にのみ、削除されます。

ラベル付きユニキャストパスとラベルなしユニキャストパスについ

て

後続アドレスファミリ識別子（SAFI）は、BGPルートの指標です。例1はラベルなしルート、
4はラベル付きルートです。

• IPv4のラベルなしユニキャスト（U）は SAFI 1です。

• IPv4のラベル付きユニキャスト（LU）は SAFI 4です。

• IPv6のラベルなしユニキャスト（U）は、AFI 2および SAFI 1です。

• IPv6のラベル付きユニキャスト（LU）は、AFI 2および SAFI 4です。

Cisco NX-OSリリース 9.2(2)は、1つの BGPセッションで、IPv4と IPv6のラベルなしおよび
ラベル付きユニキャストの両方をサポートします。この動作は、同じセッションで SAFI-1と
SAFI-4の一方または両方が有効になっているかどうかに関係なく同じです。

この動作は、すべての eBGP、iBGP、および再配布パスと、eBGPおよび iBGPネイバーに適用
されます。
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MPLS L3VPNラベル割り当ての前提条件
L3VPNラベル割り当てには、次の前提条件があります。

•ネットワークにMPLS、および LDPを設定する必要があります。PEルータを含む、コア
内のすべてのルータは、MPLS転送をサポートできる必要があります。

• MPLSの正しいライセンスおよびMPLSで使用する他の機能をインストールすることが必
要です。

• VRF単位のラベル割り当てモードを設定する前に、外部/内部ボーダーゲートウェイプロ
トコル（BGP）マルチパス機能がイネーブルになっている場合は、ディセーブルにしま
す。

• VRFラベル単位での 6VPEを設定する前に、IPv6アドレスファミリをその VRFで設定す
る必要があります。

MPLSL3VPNラベル割り当てに関する注意事項と制限事項
L3VPNラベル割り当て設定時の注意事項と制限事項は次のとおりです。

•レイヤ 3 VPNラベル割り当ては、Cisco Nexus 3600プラットフォームスイッチでもサポー
トされています。

• VRF単位のラベル割り当てをイネーブルにすると、BGP再コンバージェンスが発生しま
す。これにより、MPLSVPNコアから発信されるトラフィックでのデータ損失につながる
場合があります。

スケジュールされたMPLSメンテナンスの時間帯に VRF単
位のラベル割り当てをイネーブルにすることにより、ネット

ワークの中断を最小限に抑えることができます。また、可能

であれば、現在アクティブなルータでこの機能をイネーブル

にすることは避けてください。

（注）

•集約ラベルと VRFごとのラベルは、仮想デバイスコンテキスト（VDC）全体でグローバ
ルであり、独立した専用のラベル範囲を持っています。

•プレフィックス単位のラベル割り当てのための集約プレフィックスは、特定の VRFで同
じラベルを共有します。
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MPLS L3VPNラベル割り当てのデフォルト設定
表 3 :デフォルトの L3VPNラベル割り当てパラメータ

デフォルトパラメータ

無効L3VPN機能

プレフィックス単位ラベル割り当てモード

MPLS L3VPNラベル割り当ての設定

VRF単位での L3VPNラベル割り当てモードの設定
レイヤ 3 VPNの VRF単位での L3VPNラベル割り当てモードを設定できます。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します

configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

BGP機能をイネーブルにします。feature bgp

例：

ステップ 2

switch(config)# feature bgp
switch(config)#

MPLSフィーチャセットをイネーブル
にします。

feature-set mpls

例：

ステップ 3

switch(config)# feature-set mpls
switch(config)#

MPLSレイヤ 3 VPN機能をイネーブル
にします。

feature-set mpls l3vpn

例：

ステップ 4

switch(config)# feature-set mpls l3vpn
switch(config)#

BGPルーティングプロセスを設定し、
ルータコンフィギュレーションモード

router bgp as - number

例：

ステップ 5

を開始します。as-number引数は、ルーswitch(config)# router bgp 1.1
タを他のBGPルータに対して識別し、
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目的コマンドまたはアクション

ルーティング情報にタグを設定する自

律システムの番号を示します。AS番号
は 16ビット整数または 32ビット整数
にできます。上位 16ビット 10進数と
下位 16ビット 10進数による xx.xxと
いう形式です。

ルータVRF設定モードを開始します。
vrf-nameには最大32文字の英数字文字

vrf vrf-name

例：

ステップ 6

列を指定します。大文字と-小文字は区
別されます。

switch(config-router)# vrf vpn1

IPアドレスファミリタイプを指定し、
アドレスファミリコンフィギュレー

ションモードを開始します。

address-family { ipv4 | ipv6 } unicast |
multicast }

例：

ステップ 7

switch(config-router-vrf)#
address-family ipv6 unicast

VRF単位でラベルを割り当てます。label-allocation-mode per-vrf

例：

ステップ 8

switch(config-router-vrf-af)#
label-allocation-mode per-vrf

（任意）この VRFの BGPでのレイヤ
3 VPNの設定に関する情報を表示しま

show bgp l3vpn detail vrf vrf-name

例：

ステップ 9

す。vrf-nameには最大32文字の英数字switch(config-router-vrf-af)# show
bgp l3vpn detail vrf vpn1 文字列を指定します。大文字と-小文字

は区別されます。

（任意）実行コンフィギュレーション

をスタートアップコンフィギュレー

ションにコピーします。

copy running-config startup-config

例：

switch(config-router-vrf)# copy
running-config startup-config

ステップ 10

デフォルト VRFでの IPv6プレフィックスへのラベル割り当て
IPv4MPLS上で IPv6を実行している場合、デフォルトVRFで IPv6プレフィックスにラベルを
割り当てることができます。

デフォルトでは、デフォルト VRFで IPv6プレフィックスにラベルは割り当てられませ
ん。

（注）
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手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します

configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

BGP機能をイネーブルにします。feature bgp

例：

ステップ 2

switch(config)# feature bgp
switch(config)#

MPLSフィーチャセットをイネーブル
にします。

feature-set mpls

例：

ステップ 3

switch(config)# feature-set mpls
switch(config)#

MPLSレイヤ 3 VPN機能をイネーブル
にします。

feature-set mpls l3vpn

例：

ステップ 4

switch(config)# feature-set mpls l3vpn
switch(config)#

BGPルーティングプロセスを設定し、
ルータコンフィギュレーションモード

router bgp as - number

例：

ステップ 5

を開始します。as-number引数は、ルーswitch(config)# router bgp 1.1
タを他の BGPルータに対して識別し、
ルーティング情報にタグを設定する自律

システムの番号を示します。AS番号は
16ビット整数または 32ビット整数にで
きます。上位 16ビット 10進数と下位
16ビット 10進数による xx.xxという形
式です。

IPアドレスファミリタイプを指定し、
アドレスファミリコンフィギュレー

ションモードを開始します。

address-family { ipv4 | ipv6 } unicast |
multicast }

例：

ステップ 6

switch(config-router-vrf)#
address-family ipv6 unicast

デフォルトVRFで IPv6プレフィックス
にラベルを割り当てます。

allocate-label { all | route-map route-map
}

例：

ステップ 7

• allキーワードを使用すると、すべ
ての IPv6プレフィックスにラベル
が割り当てられます。

switch(config-router-af)#
allocate-label all
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目的コマンドまたはアクション

• route-mapキーワードを使用する
と、特定のルートマップで、マッ

チする IPv6プレフィックスにラベ
ルが割り当てられます。route-map
には最大 63文字の英数字文字列を
指定します。大文字と小文字は区別

されます。

（任意）BGPの設定に関する情報を表
示します。

show running-config bgp

例：

ステップ 8

switch(config-router-af)# show
running-config bgp

（任意）実行コンフィギュレーションを

スタートアップコンフィギュレーショ

ンにコピーします。

copy running-config startup-config

例：

switch(config-router-vrf)# copy
running-config startup-config

ステップ 9

iBGPネイバーへの IPv4 MPLSコアネットワーク（6PE）を介した IPv6
内のMPLSラベル送信の有効化

6PEは、ラベル付きユニキャストアドレスファミリがイネーブルになっている iBGPピアへの
割り当てラベルを持つ iPv4ベースMPLSネットワーク上のグローバル VRF内で、IPv6プレ
フィックスをアドバタイズします。6PEでは、コアに面したインターフェイスで LDPが有効
になっていて、IPv4ベースのMPLSネットワーク経由で IPv6トラフィックが転送され、BGP
の下で「address-family ipv6 labeled-unicast」により PE間で IPv6プレフィックスのラベルを交
換される必要があります。

address-family ipv6 labeled-unicastコマンドは iBGPネイバーでのみサポートされます。
このコマンドを address-family ipv6 unicastコマンドとともに使用することはできません。

（注）

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します

configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#
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目的コマンドまたはアクション

BGP機能をイネーブルにします。feature bgp

例：

ステップ 2

switch(config)# feature bgp
switch(config)#

MPLSフィーチャセットをイネーブル
にします。

feature-set mpls

例：

ステップ 3

switch(config)# feature-set mpls
switch(config)#

MPLSレイヤ 3 VPN機能をイネーブル
にします。

feature-set mpls l3vpn

例：

ステップ 4

switch(config)# feature-set mpls l3vpn
switch(config)#

BGPルーティングプロセスを設定し、
ルータコンフィギュレーションモード

router bgp as - number

例：

ステップ 5

を開始します。as-number引数は、ルーswitch(config)# router bgp 1.1
タを他の BGPルータに対して識別し、
ルーティング情報にタグを設定する自律

システムの番号を示します。AS番号は
16ビット整数または 32ビット整数にで
きます。上位 16ビット 10進数と下位
16ビット 10進数による xx.xxという形
式です。

BGPネイバーテーブルまたはマルチプ
ロトコル BGPネイバーテーブルにエン

neighbor ip-address

例：

ステップ 6

トリを追加します。ip-address引数には、switch(config-router)# neighbor
209.165.201.1 ドット付き 10進表記でネイバーの IPア

ドレスを指定します。
switch(config-router-neighbor)#

IPv6ラベル付きユニキャストアドレス
プレフィックスを指定します。このコマ

address-family ipv6 labeled-unicast

例：

ステップ 7

ンドは、iBGPネイバーによってのみ受
け入れられます。

switch(config-router-neighbor)#
address-family ipv6 labeled-unicast

switch(config-router-neighbor-af)#

（任意）BGPの設定に関する情報を表
示します。

show running-config bgp

例：

ステップ 8

switch(config-router-af)# show
running-config bgp
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目的コマンドまたはアクション

（任意）実行コンフィギュレーションを

スタートアップコンフィギュレーショ

ンにコピーします。

copy running-config startup-config

例：

switch(config-router-vrf)# copy
running-config startup-config

ステップ 9

例

次のタスク

•

アドバタイズと撤回のルール
次の表は、さまざまなシナリオでのアドバタイズと撤回の動作を示しています。
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表 4 :アドバタイズと撤回のルール

コメントアドバタイ

ズまたは撤

回？

Update-group
SAFI

NHSまたは
NHU

ローカルラ

ベルが存在

しますか?

Bestpath/

Addpathの
タイプ

大文字/小文
字

現在のデ

フォルトの

動作は、ア

ドバタイズ

です。理想

的なデフォ

ルトの動作

は、下位互

換性を維持

するために

撤回である

必要があり

ます。ネイ

バーに SAFI
1と SAFI 4
の両方が設

定されてい

る場合、
advertise
local-labeled-route
CLIコマン
ドは、ピア

への SAFI 4
パスのみを

アドバタイ

ズする決定

論的な方法

を提供しま

す。この機

能は、ラベ

ル付きパス

の優先順位

を強制する

方法を提供

します。

デフォルト

でアトバタ

イズ。

SAFI-1NHSはいラベルのな

いパス。た

とえば、RX
ラベルがな

い。

1
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コメントアドバタイ

ズまたは撤

回？

Update-group
SAFI

NHSまたは
NHU

ローカルラ

ベルが存在

しますか?

Bestpath/

Addpathの
タイプ

大文字/小文
字

IPv4/IPv6再
配布ルート

と 6PE:常に
暗黙の

NHS。

アドバタイ

ズ

SAFI-42

アドバタイ

ズ

SAFI-1NHU3

IPv4/IPv6再
配布ルート

と 6PE:NHU
は無視され

ます。常に

暗黙の

NHS。現
在、NXOS
BGPは暗黙
の nullでア
ドバタイズ

していま

す。

出金SAFI-44

アドバタイ

ズ

SAFI-1NHSいいえ5

出金SAFI-46

アドバタイ

ズ

SAFI-1NHU7

出金SAFI-48
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コメントアドバタイ

ズまたは撤

回？

Update-group
SAFI

NHSまたは
NHU

ローカルラ

ベルが存在

しますか?

Bestpath/

Addpathの
タイプ

大文字/小文
字

現在のデ

フォルトの

動作は、ア

ドバタイズ

です。理想

的なデフォ

ルトの動作

は、下位互

換性を維持

するために

撤回である

必要があり

ます。

デフォルト

でアトバタ

イズ。

NbrKnobで
撤回。

SAFI-1NHSはいラベル付き

のパス。た

とえば、RX
ラベルがあ

る。

9

アドバタイ

ズ

SAFI-410

next-hop-self
値を持つ
IBGP-IBGP
リフレクト

ルートにつ

いては、現

在、期待ど

おりに撤回

していま

す。
next-hop-unchanged
値を持つ
IBGP-EBGP
ルートの場

合、NXOS
BGPは現
在、ラベル

なしでアド

バタイズし

ています。

出金SAFI-1NHU11

アドバタイ

ズ

SAFI-412

Cisco Nexus 3600 NX-OSラベルスイッチング構成ガイド、リリース 10.3（x）
87

MPLSレイヤ 3 VPNラベル割り当ての設定

アドバタイズと撤回のルール



コメントアドバタイ

ズまたは撤

回？

Update-group
SAFI

NHSまたは
NHU

ローカルラ

ベルが存在

しますか?

Bestpath/

Addpathの
タイプ

大文字/小文
字

アドバタイ

ズ

SAFI-1NHSいいえ13

出金SAFI-414

IBGP-IBGP
リフレクト

ルートにつ

いては、撤

回します。
IBGP-EBGP
ルートにつ

いては、ア

ドバタイズ

していま

す。

出金SAFI-1NHU15

IBGP-IBGP
リフレクト

ルートにつ

いては、撤

回します。
IBGP-EBGP
ルートにつ

いては、ア

ドバタイズ

していま

す。

アドバタイ

ズ

SAFI-4

ローカルラベル割り当ての有効化

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します

configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#
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目的コマンドまたはアクション

BGP機能をイネーブルにします。feature bgp

例：

ステップ 2

switch(config)# feature bgp
switch(config)#

MPLSフィーチャセットをイネーブル
にします。

feature-set mpls

例：

ステップ 3

switch(config)# feature-set mpls
switch(config)#

BGPルーティングプロセスを設定し、
ルータコンフィギュレーションモード

router bgp as - number

例：

ステップ 4

を開始します。as-number引数は、ルーswitch(config)# router bgp 1.1
タを他のBGPルータに対して識別し、
ルーティング情報にタグを設定する自

律システムの番号を示します。AS番号
は 16ビット整数または 32ビット整数
にできます。上位 16ビット 10進数と
下位 16ビット 10進数による xx.xxと
いう形式です。

IPアドレスファミリタイプを指定し、
アドレスファミリコンフィギュレー

ションモードを開始します。

address-family { ipv4 | ipv6 } unicast |
multicast }

例：

ステップ 5

switch(config-router-vrf)#
address-family ipv4 unicast

デフォルト VRFで IPv6プレフィック
スにラベルを割り当てます。

allocate-label { all | route-map route-map
}

例：

ステップ 6

• allキーワードを使用すると、すべ
ての IPv6プレフィックスにラベル
が割り当てられます。

switch(config-router-af)#
allocate-label all

• route-mapキーワードを使用する
と、特定のルートマップで、マッ

チする IPv6プレフィックスにラベ
ルが割り当てられます。route-map
には最大63文字の英数字文字列を
指定します。大文字と小文字は区

別されます。

BGPネイバーテーブルまたはマルチプ
ロトコル BGPネイバーテーブルにエ

neighbor ip-address

例：

ステップ 7

ントリを追加します。ip-address引数に
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目的コマンドまたはアクション

switch(config-router)# neighbor
209.165.201.1

は、ドット付き10進表記でネイバーの
IPアドレスを指定します。

switch(config-router-neighbor)#

IPv4または IPv6ユニキャスト SAFI
（SAFI-1）を介して、BGPネイバー

[no] advertise local-labeled-route

例：

ステップ 8

に、ローカルラベルを持つ IPv4またswitch(config-router-neighbor)#
advertise local-labeled-route は IPv6ルートをアドバタイズするかど

うかを示します。デフォルトは有効に

なっているため、BGPネイバーにアド
バタイズできます。

IPアドレスファミリタイプを指定し、
アドレスファミリコンフィギュレー

ションモードを開始します。

address-family { ipv4 | ipv6 } unicast |
multicast }

例：

ステップ 9

switch(config-router-vrf)#
address-family ipv6 unicast

IPv4または IPv6ユニキャスト SAFI
（SAFI-1）を介して、BGPネイバー

[no] advertise local-labeled-route

例：

ステップ 10

に、ローカルラベルを持つ IPv4またswitch(config-router-neighbor)#
advertise local-labeled-route は IPv6ルートをアドバタイズするかど

うかを示します。デフォルトは有効に

なっているため、BGPネイバーにアド
バタイズできます。

route-map label_routemap permit 10ステップ 11

例：

switch(config-router-vrf)# route-map
label_routemap permit 10

（任意）BGPの設定に関する情報を表
示します。

show running-config bgp

例：

ステップ 12

switch(config-router-af)# show
running-config bgp

（任意）実行コンフィギュレーション

をスタートアップコンフィギュレー

ションにコピーします。

copy running-config startup-config

例：

switch(config-router-vrf)# copy
running-config startup-config

ステップ 13

MPLS L3VPNラベル割り当ての設定の確認
L3VPNラベル割り当ての設定を表示するには、次のいずれかの作業を行います。
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表 5 : MPLS L3VPNラベル割り当ての設定の確認

目的コマンド

VRFでの BGPのレイヤ 3 VPN情報を表示し
ます。

show bgp l3vpn [ detail ] [vrf v rf-name ]

BGPのラベル情報を表示します。show bgp vpnv4 unicast labels [vrf v rf-name ]

ルートのラベル情報を表示します。show ip route [vrf v rf-name ]

MPLS L3VPNラベル割り当ての設定例
次に、IPv4 MPLSネットワークの VRF単位のラベル割り当てを設定する例を示します。
PE1
-----
vrf context vpn1
rd 100:1
address-family ipv4 unicast
route-target export 200:1
router bgp 100
neighbor 10.1.1.2 remote-as 100
address-family vpnv4 unicast
send-community extended
update-source loopback10
vrf vpn1
address-family ipv4 unicast
label-allocation-mode per-vrf
neighbor 36.0.0.2 remote-as 300
address-family ipv4 unicast
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第 5 章

MPLSレイヤ 3 VPNロードバランシングの
設定

この章では、Cisco NX-OSデバイスでマルチプロトコルラベルスイッチング（MPLS）レイヤ
3バーチャルプライベートネットワーク（VPN）のロードバランシングを設定する方法につ
いて説明します。

• MPLSレイヤ 3 VPNロードバランシングに関する情報（93ページ）
• MPLSレイヤ 3 VPNロードバランシングの前提条件（99ページ）
• MPLSレイヤ 3 VPNロードバランシングに関する注意事項と制限事項（99ページ）
• MPLSレイヤ 3 VPNロードバランシングのデフォルト設定（100ページ）
• MPLSレイヤ 3 VPNロードバランシングの設定（100ページ）
• MPLSレイヤ 3 VPNロードバランシングの設定例（103ページ）

MPLSレイヤ 3 VPNロードバランシングに関する情報
ロードバランシングは、個々のルーターに過度の負荷がかからないようにトラフィックを分散

します。IMPLSレイヤ 3ネットワークでは、ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）を使
用することにより、ロードバランシングを実現します。ルーティングテーブルに複数の iBGP
パスがインストールされている場合、ルートリフレクタは 1つのパス（ネクストホップ）だ
けをアドバタイズします。ルータがルートリフレクタの背後にある場合、マルチホームサイ

トに接続されているすべてのルートは、別のルート識別子が仮想ルーティングおよび転送イン

スタンス（VRF）ごとに設定されていない限り、アドバタイズされません。（ルートリフレク
タは学習したルートをネイバーに渡すことで、すべての iBGPピアをフルメッシュにしなくて
もすむようにします）。

iBGPロードバランシング
ローカルポリシーが設定されていない BGP対応ルーターが、同じ宛先の内部 BGP (iBGP)か
ら複数のネットワーク層到達可能性情報 (NLRI)を受信すると、ルーターは 1つの iBGPパスを
最適パスとして選択し、その IPルーティングテーブルに最適パスをインストールします。

Cisco Nexus 3600 NX-OSラベルスイッチング構成ガイド、リリース 10.3（x）
93



iBGPロードバランシングにより、BGP対応ルータは、宛先への最適パスとして複数の iBGP
パスを選択し、IPルーティングテーブルに複数の最適パスをインストールできます。

eBGPロードバランシング
ルータは、1つのプレフィックスに対し、ネイバー自律システムから 2つの同一 eBGPパスを
学習した場合、ルート IDが小さいパスを最良パスとして選択します。この最良パスが IPルー
ティングテーブルにインストールされます。eBGPロードバランシングをイネーブルにする
と、ネイバー自律システムから複数の eBGPパスを学習したときに、最良パスを 1つ選択する
のではなく、複数のパスを IPルーティングテーブルにインストールします。

パケットスイッチング中には、スイッチングモードに応じて、複数のパス間でパケット単位

または宛先単位のロードバランシングが実行されます。

Layer 3 VPNロードバランシング
eBGPおよび iBGPの両方に対するレイヤ 3 VPNロードバランシング機能を使用すると、マル
チホーム自律システムおよびプロバイダーエッジ（PE）ルータで、外部 eBGP（eBGP）およ
び iBGPマルチパスの両方にわたってトラフィックを配信するように設定できます。

レイヤ 3 VPNロードバランシングは、PEルーターとVPNで IPv4と IPv6をサポートします。

BGPは、許可される最大数のマルチパスまでインストールします。BGPは、最良パスアルゴ
リズムを使用して、最良パスとして 1つのパスを選択し、その最良パスをルーティング情報
ベース（RIB）に挿入し、最良パスを BGPピアにアドバタイズします。ルータは他のパスを
RIBに挿入できますが、1つのパスだけを最適なパスとして選択します。

レイヤ 3 VPNは、パケットごと、または送信元または宛先のペアごとにロードバランシング
を行います。ロードバランシングを有効にするには、eBGPパスと iBGPパスの両方をインポー
トする VPNルーティングおよび転送インスタンス（VRF）を含むレイヤ 3 VPNでルータを構
成します。VRFごとに個別にパスの数を設定できます。

次の図は、BGPを使用するMPLSプロバイダーネットワークを示しています。この図では、
2つのリモートネットワークが PE1と PE2に接続されており、どちらも VPNユニキャスト
iBGPピアリング用に設定されています。ネットワーク 2は、PE1および PE2に接続されてい
るマルチホームネットワークです。またネットワーク 2は、ネットワーク 1とのエクストラ
ネット VPNサービスが設定されています。ネットワーク 1とネットワーク 2は両方とも、PE
ルータを使用した eBGPピアリングが設定されています。
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図 4 : BGPを使用したプロバイダーMPLSネットワーク

PE1を設定して、iBGPパスと eBGPパスの両方をマルチパスとして選択し、これらのパスを
ネットワーク1のVPNルーティングおよび転送インスタンス（VRF）にインポートして、ロー
ドバランシングを実行できます。

トラフィックは次のように分散されます。

•ネットワーク 2から PE1および PE2に送信される IPトラフィックは、IPトラフィックと
して eBGPパスを経由して送信されます。

• PE1から PE2に送信される IPトラフィックは、MPLSトラフィックとして iBGPパスを介
して送信されます。

• eBGPパスを介して送信されるトラフィックは、IPトラフィックとして送信されます。

ネットワーク2からアドバタイズされているすべてのプレフィックスは、ルート識別子（RD）
21と RD22を経由し、PE1によって受信されます。

• RD21を経由するアドバタイズメントは IPパケットに伝送されます。

• RD22を経由するアドバタイズメントはMPLSパケットに伝送されます。

ルータは両方のパスを VRF1のマルチパスとして選択でき、これらのパスを VRF1 RIBにイン
ストールできます。

ルートリフレクタを使用したレイヤ 3 VPNロードバランシング

ルートリフレクタは、PEルータでのセッション数を減らし、レイヤ 3 VPNネットワークの拡
張性を向上させます。ルートリフレクタは、PEルータとピアリングするために、受信したす
べての VPNルートを保持します。異なる PEでは、異なるルートターゲットタグ付き VPNv4
およびVPNv6ルートが必要になる場合があります。ルートリフレクタはまた、VRF設定が変
更されたときに特定のルートターゲットのリフレッシュを PEに送信する必要がある場合があ
ります。すべてのルートを保存すると、ルートリフレクタのスケーラビリティ要件が増大しま

す。ルートリフレクタはルートターゲットコミュニティの定義済みのセットを持つルートだ

けを保持するように設定できます。

さまざまなVPNセットにサービスを提供するようにルートリフレクタを設定し、PEで設定さ
れた VRFにサービスを提供するすべてのルートリフレクタとピアリングするように PEを設
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定できます。PEが、まだルートを保持していないルートターゲットを使用して、新しい VRF
を設定すると、このPEはルートリフレクタに対してルート更新要求を発行し、関連するVPN
ルートを取得します。

下の図に、3つの PEルータと 1つのルートリフレクタを含むトポロジを示します。これらす
べてには、iBGPピアリングが設定されています。PE 2と PE 3はそれぞれ、PE 1への等プリ
ファレンス eBGPパスをアドバタイズします。デフォルトでは、ルートリフレクタは 1つのパ
スだけを選択し、PE 1にアドバタイズします。

ルートリフレクタは転送パスに存在する必要はありませんが、マルチホームのVPNサイ
トに固有のルート識別子（RD）を設定する必要があります。

（注）

図 5 :ルートリフレクタを配置したトポロジ

PE1への等価プリファレンスパスのすべてがルートリフレクタを経由してアドバタイズされ
るためには、異なる RDを使用して各 VRFを設定する必要があります。ルートリフレクタに
よって受信されたプレフィックスは別々に認識され、PE 1にアドバタイズされます。

レイヤ 2ロードバランシングの併用

レイヤ 2 VPNで必要とされるロードバランシング方式は、レイヤ 3 VPNで使用される方式と
は異なります。レイヤ 3VPNおよびレイヤ 2VPNの転送は、2つの異なるタイプの隣接関係を
使用して個別に実行されます。レイヤ 2 VPNで別のロードバランシング方式を使用しても、
転送は影響を受けません。

レイヤ 2 VPNの場合、入力 PEではロードバランシングがサポートされません。（注）

BGP VPNv4マルチパス
BGP VPNv4マルチパス機能は、自律システムボーダールーター（ASBR）からマルチプロト
コルラベルスイッチング（MPLS）クラウドネットワーク内のプロバイダーエッジ（PE）デ
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バイスに向かって流れるトラフィックの等コストマルチパス（ECMP）を実現するのに役立ち
ます。プレフィックスとMPLSラベルの数が少なくなります。この機能は、eBGPパスと iBGP
パスの両方にマルチパスの最大数を設定します。この機能は、MPLSトポロジの PEデバイス
およびルートリフレクタで設定できます。

デュアルホームのカスタマーエッジ (CE)デバイスが 2つの PEデバイスに接続されており、
ASBR-2から CEデバイスへのトラフィックフローで両方の PEデバイスを利用する必要があ
るシナリオを考えてみます。

現在、次の図に示すように、各PEの仮想ルーティングおよび転送（VRF）機能は、個別のルー
ト識別子（RD）を使用して構成されています。CEデバイスは、BGPIPv4プレフィックスを生
成します。PEデバイスは 2つの個別の RDで構成され、CEデバイスによって送信される BGP
IPv4プレフィックスに対して 2つの異なる VPN-IPv4プレフィックスを生成します。ASBR-1
は両方の VPN-IPv4プレフィックスを受信し、ルーティングテーブルに追加します。ASBR-1
は、Inter-ASオプション Bラベル、Inlabel L1および Inlabel L2を両方の VPNルートに割り当
て、両方のVPNルートをASBR-2にアドバタイズします。両方の PEデバイスを使用してトラ
フィックフローを維持するには、ASBR-1で 2つの Inter-ASオプション Bラベルと 2つのプレ
フィックスを利用する必要があります。これにより、サポートできるスケールは制限されま

す。

図 6 :個別のルート識別子を使用して構成された各 PEでの仮想ルーティングおよび転送（VRF）

図 22-4に示すように、BGP VPNマルチパス機能を使用すると、両方の PEデバイスの VRFが
同じRDを使用できるようになります。このようなシナリオでは、ASBR-1は両方のPEデバイ
スから同じプレフィックスを受信します。ASBR-1は、受信したプレフィックスに1つの Inter-AS
オプション Bラベル、Inlabel L1のみを割り当て、VPNルートを ASBR-2にアドバタイズしま
す。この場合、両方の PEデバイスを使用するトラフィックフローが ASBR-1の 1つのプレ
フィックスとラベルだけで確立されるため、スケール性が強化されます。
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図 7 :両方の PEデバイスで VRFが同じ RDを使用できるようにする

BGPコストコミュニティ
BGPコストコミュニティは非推移的な拡張コミュニティ属性で、iBGPおよびコンフェデレー
ションピアには渡されますが、eBGPピアには渡されません。（コンフェデレーションは、同
じ自律システム番号を使用して外部ネットワークと通信する、iBGPピアからなるグループで
す）。BGPコストコミュニティ属性には、コストコミュニティ IDとコスト値が含まれます。
BGPコストコミュニティ属性を設定することにより、ローカルの自律システムまたはコンフェ
デレーションにおける BGPベストパス選択プロセスをカスタマイズできます。コミュニティ
IDとコスト値を使用して、ルートマップにコストコミュニティ属性を設定します。BGPは、
コミュニティ IDが最小のパスを優先します。コミュニティ IDが同一の場合には、BGPコス
トコミュニティ属性のコスト値が最小のパスを優先します。

同一の宛先に向かう複数のパスが使用可能な場合、BGPはベストパス選択プロセスを使用し
て、どのパスがベストであるかを決定します。複数の等コストパスが使用可能な場合、ユー

ザーは、特定のパスが優先されるよう設定することができます。

iBGPのアドミニストレーティブディスタンスは、ほとんどの内部ゲートウェイプロトコル
（IGP）のディスタンスよりも悪いため、ユニキャストルーティング情報ベース（RIB）は、
プロトコルまたはルートの通常のディスタンスまたはメトリック比較を使用する前に、同じ

BGPコストコミュニティ比較アルゴリズムを適用する場合があります。。iBGPを介して学習
された VPNルートは、ローカルで学習された IGPルートよりも優先されます。

コスト拡張コミュニティリンク属性は、拡張コミュニティ交換が有効な場合、iBGPピアに伝
播します。

BGPコストコミュニティによるベストパス選択プロセスへの影響

BGPベストパス選択プロセスは、挿入ポイント（POI）においてコストコミュニティ属性の
影響を受けます。POIは内部ゲートウェイプロトコル（IGP）メトリック比較に準拠します。
同一の宛先に向かう複数のパスを受信したとき、BGPはベストパス選択プロセスを使用して、
いずれのパスがベストパスであるかを決定します。ベストパスは BGPにより自動的に決定さ
れ、ルーティングテーブルにインストールされます。複数の等コストパスが使用可能な場合、

POIで個別のパスにプリファレンスを割り当てることができます。ローカルのベストパス選択
で POIが有効でない場合は、コストコミュニティ属性は暗黙的に無視されます。
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コストコミュニティ属性を使用して、同一の POIに対し複数のパスを設定できます。最も低
いコストコミュニティ IDを持つパスが最優先で検討されます。特定の POIに対するすべての
コストコミュニティパスは、最も低いコストコミュニティ IDを持つパスから考慮されて行
きます。コストコミュニティを持たないパス（POIでコミュニティ IDが評価されるもの）に
は、デフォルトのコミュニティコスト値が割り当てられます。

POIでコストコミュニティ属性を適用することで、ローカルの自律システムまたはコンフェデ
レーションにおける任意の部分にあるピアを起点とするか、このピアで学習したパスに、値を

割り当てることができるようになります。ルータは、コストコミュニティを、最適パス選択プ

ロセス中の「タイブレーカー」として使用できます。同一の自律システムまたはコンフェデ

レーション内部の個別の等コストパスに対し、コストコミュニティのインスタンスを複数設

定できます。たとえば、複数の等コスト出口ポイントを持つネットワーク内の特定の出口パス

に低コストのコミュニティ値を適用することができます。BGP最良パス選択プロセスでは、そ
の特定の出口パスを優先します。

コストコミュニティおよび EIGRP PE-CEとバックドアリンク

バックドアリンクが最初に学習された場合、BGPは拡張内部ゲートウェイプロトコル（EIGRP）
レイヤ3VPNトポロジのバックドアリンクを優先します。バックドアリンクまたはルートは、
遠隔地とメインサイト間のレイヤ 3 VPNの外で設定される接続です。

BGPコストコミュニティの「準最適パス」挿入ポイント（POI）は、VPNおよびバックドア
リンクが混在する EIGRPレイヤ 3 VPNネットワークトポロジをサポートします。この POIは
BGPに再配布される EIGRPルートに自動的に適用されます。準最適パス POIは、EIGRPの
ルートタイプおよびメトリックを伝送します。この POIは、BGPがその他のあらゆる比較ス
テップの前にこの POIを考慮するように設定することで、ベストパス計算プロセスに影響を
及ぼします。

MPLSレイヤ 3 VPNロードバランシングの前提条件
MPLSレイヤ 3 VPNロードバランシングには、次の前提条件があります。

• MPLSと L3VPN機能をイネーブルにする必要があります。

• MPLSの正しいライセンスをインストールする必要があります。

MPLSレイヤ 3 VPNロードバランシングに関する注意事
項と制限事項

MPLSレイヤ 3 VPNロードバランシング設定時の注意事項と制限事項は次のとおりです。

• MPLSレイヤ 3 VPNロードバランシングは、Cisco Nexus 3600プラットフォームスイッチ
でサポートされています。
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•ルータがルートリフレクタの背後にあり、マルチホームサイトに接続されている場合、
VRFごとに異なるRDを持つ別個のVRFが設定されない限り、アドバタイズされません。

•複数の iBGPパスがある BGPプレフィックス用の各 IPルーティングテーブルエントリ
は、追加メモリを使用します。ルータの使用可能なメモリ量が小さい場合や、ルータがフ

ルインターネットルーティングテーブルを伝送している場合は、この機能の使用はお勧

めしません。

•バックドアリンクが存在し、EIGRPが PE-CEルーティングプロトコルである場合は、
BGPコストコミュニティを無視しないでください。

• N3K-C3636C-RおよびN3K-C36180YC-Rラインカードを備えた Cisco Nexus 3600プラット
フォームスイッチでは、最大 16Kの VPNプレフィックスがサポートされます。

• 4K VRFがサポートされます。

MPLSレイヤ 3 VPNロードバランシングのデフォルト設
定

次の表に、MPLSレイヤ3VPNロードバランシングパラメータのデフォルト設定を示します。

表 6 :デフォルトのMPLSレイヤ 3 VPNロードバランシングパラメータ

デフォルトパラメータ

無効レイヤ 3 VPN機能

128BGPコストコミュニティ ID

2147483647BGPコストコミュニティコスト

1最大マルチパス

ディセーブルBGP VPNv4マルチパス

MPLSレイヤ 3 VPNロードバランシングの設定

eBGPおよび iBGPの BGPロードバランシングの設定
eBGPネットワークまたは iBGPネットワークのレイヤ 3 VPNロードバランシングを設定でき
ます。
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手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します

configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

MPLSフィーチャセットをイネーブル
にします。

feature-set mpls

例：

ステップ 2

switch(config)# feature-set mpls

MPLSレイヤ 3 VPN機能をイネーブル
にします。

feature mpls l3vpn

例：

ステップ 3

switch(config)# feature mpls l3vpn

BGP機能をイネーブルにします。feature bgp

例：

ステップ 4

switch(config)# feature bgp

switch(config)#

BGPルーティングプロセスを設定し、
ルータコンフィギュレーションモード

を開始します。

router bgp as - number

例：

switch(config)# router bgp 1.1

switch(config-router)#

ステップ 5

as-number引数は、ルータを他の BGP
ルータに対して識別し、転送するルー

ティング情報にタグを設定する自律シ

ステムの番号を示します。AS番号は
16ビット整数または 32ビット整数に
できます。上位 16ビット 10進数と下
位 16ビット 10進数による xx.xxとい
う形式です。

（オプション）BGPベストパス計算の
コストコミュニティを無視します。

bestpath cost-community ignore
remote-as as-number

例：

ステップ 6

switch(config-router)# bestpath
cost-community ignore#

IPルーティングセッションを設定する
ために、アドレスファミリコンフィ

ギュレーションモードに入ります。

address-family { ipv4 | ipv6 } unicast

例：

switch(config-router)# address-family
ipv4 unicast

ステップ 7

switch(config-router-af)#
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目的コマンドまたはアクション

許可されるマルチパスの最大数を設定

します。ibgpキーワードを使用して、
maximum-paths [ bgp ] number-of-paths

例：

ステップ 8

iBGPロードバランシングを設定しま
す。指定できる範囲は 1～ 16です。

switch(config-router-af)#
maximum-paths 4

（任意）BGPの実行コンフィギュレー
ションを表示します。

show running-config bgp

例：

ステップ 9

switch(config-router-vrf-neighbor-af)#
show running-config bgp

（任意）実行コンフィギュレーション

をスタートアップコンフィギュレー

ションにコピーします。

copy running-config startup-config

例：

switch(config-router-vrf)# copy
running-config startup-config

ステップ 10

BGPv4マルチパスの設定

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します

configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

BGP機能をイネーブルにします。feature bgp

例：

ステップ 2

switch(config)# feature bgp

ルータに割り当てる自律システム（AS）
番号を入力し、ルータ BGPコンフィ
ギュレーションモードを開始します。

router bgp as - number

例：

switch(config)# router bgp 2

switch(config-router)#

ステップ 3

アドレスファミリコンフィギュレー

ションモードを開始して、標準 VPNv4
address-family vpnv4 unicast

例：

ステップ 4

アドレスプレフィックスを使用する、switch(config-router)# address-family
vpnv4 unicast BGPなどのルーティングセッションを

設定します。
switch(config-router-af)#

eBGPパスと iBGPパスの両方のための
BGP VPNv4マルチパスの最大数を指定

maximum-paths eibgp parallel-paths

例：

ステップ 5
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目的コマンドまたはアクション

します。指定できる範囲は 1～ 32で
す。

switch(config-router-af)# maximum-paths
eibgp 3

MPLSレイヤ 3 VPNロードバランシングの設定例

例：MPLSレイヤ 3 VPNロードバランシング
次に、iBGPロードバランシングを設定する例を示します。
configure terminal
feature-set mpls
feature mpls l3vpn
feature bgp
router bgp 1.1
bestpath cost-community ignore
address-family ipv6 unicast
maximum-paths ibgp 4

例：BGP VPNv4マルチパス
次の例は、最大 3つの BGP VPNv4マルチパスを設定する方法を示しています。
configure terminal
router bgp 100
address-family vpnv4 unicast
maximum-paths eibgp 3

例：MPLSレイヤ 3 VPNコストコミュニティ
次の例は、BGPコストコミュニティを設定する方法を示しています。
configure terminal
feature-set mpls
feature mpls l3vpn
feature bgp
route-map CostMap permit
set extcommunity cost 1 100
router bgp 1.1
router-id 192.0.2.255
neighbor 192.0.2.1 remote-as 1.1
address-family vpnv4 unicast
send-community extended
route-map CostMap in
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第 6 章

MPLS QoSの設定

この章では、マルチプロトコルラベルスイッチング（MPLS）レイヤ3仮想プライベートネッ
トワーク（VPN）のサービス品質を設定する方法について説明します。

• MPLS Quality of Service（QoS）について（105ページ）
• MPLSスイッチングに関する注意事項と制限事項（107ページ）
• MPLS QoSの設定（108ページ）
•トラフィックキューイングについて（117ページ）
• MPLS QoSの確認（117ページ）

MPLS Quality of Service（QoS）について
MPLS QoSを使用すると、差別化したサービスタイプをMPLSネットワーク上で提供できま
す。差別化したサービスタイプを使用して、各パケットで指定されたサービスを提供すること

で、さまざまな要件を満たすことができます。QoSでは、ネットワークトラフィックの分類、
トラフィックフローのポリシングとプライオリティ設定、および輻輳回避が可能です。

このセクションは、次のトピックで構成されています。

• MPLS QoS用語（105ページ）

• MPLS QoSの機能（106ページ）

MPLS QoS用語
ここでは、MPLS QoS用語を定義します。

•分類とはマーキングするトラフィックを選択するプロセスです。分類では、選択基準との
マッチングにより、トラフィックを複数の優先レベルまたはサービスクラスに分割しま

す。トラフィック分類は、クラスベースの QoSプロビジョニングのプライマリコンポー
ネントです。スイッチは、受信したMPLSパケット（ポリシーのインストール後）の最上
位ラベルの EXPビットに基づき、分類を行います。

• Diffservコードポイント（DSCP）
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• IPヘッダーの ToSバイトの最初の 6ビット。

• IPパケットだけに存在します。

• IPv4または IPv6パケットに存在できます。

• IPv6ヘッダーの 8ビットトラフィッククラスオクテットの最初の 6ビットです。

• E-LSP：ラベルスイッチドパス（LSP）の 1つであり、ノードはここでMPLSヘッダーの
実験（EXP）ビットから排他的にMPLSパケットの QoS処理を判断します。QoS処理が
EXP（クラスおよびドロップ優先順位の両方）から判断されるため、いくつかのクラスの
トラフィックを 1つの LSPに多重化することができます（同じラベルを使用）。EXP
フィールドは 3ビットフィールドであるため 1つの LSPは最大 8つのトラフィックのク
ラスをサポートすることができます。

• EXPビット：ノードがパケットに与える QoS処理（Per Hop Behavior）を定義します。こ
れは、IPネットワークの DiffServコードポイント（DSCP）に相当します。DSCPは、ク
ラスとドロップ優先順位を定義します。EXPビットは、一般に IP DSCPでエンコードさ
れた情報をすべて伝送するのに用いられます。ただし、ドロップ優先順位をエンコードす

るために EXPビットが排他的に用いられる場合もあります。

•マーキング：パケットのレイヤ 3 DSCP値を設定するプロセスです。マーキングはまた、
MPLSEXPフィールドで異なった値を選択してパケットにマーキングし、輻輳時にパケッ
トが必要なプライオリティを持つようにするプロセスでもあります。

• MPLS実験フィールド：MPLS実験（EXP）フィールド値を設定すると、自己のネットワー
クで伝送される IPパケット内で IP precedenceフィールドの値が変更されることを望まな
いという、オペレータの要件を満たすことができます。MPLSEXPフィールドで異なった
値を選択することにより、輻輳時にパケットが必要なプライオリティを持つようパケット

をマーキングすることができます。デフォルトでは、インポジション中に、DSCPの最上
位 3ビットがMPLS EXPフィールドにコピーされます。MPLS QoSポリシーでMPLS EXP
ビットをマークできます。

MPLS QoSの機能
QoSにより、ネットワークは選択されたネットワークトラフィックに提供するサービスを向
上させることができます。ここでは、次のMPLSQoS機能について説明します。これらはMPLS
ネットワークでサポートされます。

MPLS実験フィールド

MPLSEXP（実験）フィールド値を設定すると、サービスプロバイダーが自己のネットワーク
で伝送された IPパケット内で変更された IP precedenceフィールドの値を望まない場合に、サー
ビスプロバイダーの要件を満たすことができます。

MPLSEXPフィールドで異なった値を選択することにより、輻輳時にパケットが必要なプライ
オリティを持つようパケットをマーキングすることができます。
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デフォルトでは、インポジション中に、IP precedence値がMPLSEXPフィールドにコピーされ
ます。MPLS QoSポリシーでMPLS EXPビットをマークできます。

信頼

受信レイヤ 3 MPLSパケットに対し、PFCは、通常、受信最上位ラベルの EXP値を信頼しま
す。MPLSパケットは、次のいずれの影響も受けません。

•インターフェイスの信頼状態

•ポートの CoS値

• policy-map trustコマンド

受信レイヤ 2 MPLSパケットの場合、PFCは、CoSおよび出力キュー処理の目的で、受信最上
位ラベルの EXP値を信頼するか、ポートまたはポリシーの信頼をMPLSパケットに適用でき
ます。

分類

分類とはマーキングするトラフィックを選択するプロセスです。分類は、トラフィックを複数

の優先順位レベル、つまり、サービスクラスに分割することによりこのプロセスを実施しま

す。トラフィック分類は、クラスベースの QoSプロビジョニングのプライマリコンポーネン
トです。

ポリシングおよびマーキング

ポリシングを行うと、設定レートを超えたトラフィックは廃棄されるか、またはより高いド

ロップ優先順位にマークダウンされます。マーキングは、パケットフローを識別して、これら

を区別する手法です。パケットマーキングを利用すれば、ネットワークを複数の優先プライオ

リティレベルまたはサービスクラスに分割することができます。

実装可能なMPLS QoSポリシングおよびマーキング機能は、受信したトラフィックタイプ、
およびトラフィックに適用される転送処理によって決まります。

MPLSスイッチングに関する注意事項と制限事項
MPLS Quality of Service（QoS）設定時の注意事項と制限事項は次のとおりです。

• QoSポリシーを設定する場合、topmost（set mpls実験的インポジション CLIのキーワー
ド）はサポートされません。

• MPLS QoSは、インポジション用にMAX 4ラベルスタックをサポートします。

• MPLS QoSは、ポリシングに基づく備考をサポートしていません。

• L3 EVPN出力ノード -ポリシングは、システムレベルの mpls-in-policyではサポートされ
ていません。
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• MPLS EXPに基づく出力 QoS分類はサポートされていません。

• EXPラベルは、新しくプッシュまたはスワップされたラベルに対してのみ設定されます。
内部ラベルの EXPは変更されません。

•ラベルエッジルータ（LER）では、EXPでのポリシーのマッチングはサポートされてい
ません。内部 DSCPを使用してパケットをマッチングさせることはできます。

•インターフェイスポリシーを使用して、出力ラベルエッジルータ（LER）上のMPLS L3
EVPNパケットを分類することはできません。トラフィックの分類には、システムレベル
のMPLS-Defaultポリシーが使用されます。

•明示的輻輳通知（ECN）マーキングは、ラベルスイッチングルータトランジットノード
ではサポートされていません。

• Cisco NX-OSリリース 9.3(1)のMPLSハンドオフでは、デフォルトの QoSサービステン
プレートのみがサポートされています。MPLSに EXPラベルを設定することはできませ
ん。

MPLS QoSの設定

この機能の Cisco NX-OSコマンドは、Cisco IOSのコマンドとは異なる場合があるので注
意してください。

（注）

MPLS入力ラベルスイッチドルータの設定
MPLS入力ラベルスイッチドルータを設定するには、次の手順を実行します。

MPLS入力 LSRの分類

Differentiated Services Code Point（DSCP）の値にマッチさせるには、QoSポリシーマップクラ
スコンフィギュレーションモードでmatch dscpコマンドを使用します。設定をディセーブル
にするには、コマンドの no形式を使用します。

デフォルトのエントリは、入力 QoSポリシーが設定されていない場合に DSCPでマッチ
し、EXPをマークするようにプログラムされています (encapでの均一モードの動作)。

（注）

始める前に

• MPLS設定を有効にする必要があります。
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•正しい VDCを使用していることを確認します（または switch to vdcコマンドを使用しま
す）。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します

configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

クラスマップを定義し、クラスマップ

コンフィギュレーションモードを開始

します。

[no] class-map type qos class-map-name

例：

switch(config)# class-map type qos
Class1
switch(config-cmap-qos)#

ステップ 2

DSCP値のリストです。次のように、
MPLSヘッダーのDSCPラベルにパケッ

[no] match [not] dscp dscp-list

例：

ステップ 3

トがマッチする（またはしない）必要が

あることを指定します。
switch(config)#
switch(config-cmap-qos)# match dscp
2-4

• dscp-list：リストには値と範囲を含
めることができます。値の範囲は0
～ 63です。

MPLS入力ポリシングおよびマーキングの設定

ポリシーマップの値を構成し、すべてのインポーズラベルエントリで EXP値を設定するに
は、QoSポリシーマップクラスコンフィギュレーションモードで set mpls experimental
impositionコマンドを使用します。設定をディセーブルにするには、コマンドの no形式を使
用します。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します

configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

ポリシーマップを定義し、ポリシーマッ

プコンフィギュレーションモードを開

始します。

[no] policy-map type qos
policy-map-name

例：

ステップ 2
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目的コマンドまたはアクション

switch(config)# policy-map type qos
pmap1
switch(config-pmap-qos)#

クラスマップに名前を付けます。class class-name

例：

ステップ 3

switch(config-pmap-qos)# class Class1

MPLSの実験（EXP）値です。範囲は 0
～ 7です。

set mpls experimental imposition
exp_imposition_name

例：

ステップ 4

switch(config)#
switch(config-pmap-qos)# set mpls
experimental imposition 2

qos-group番号を識別します。set qos-group group-number

例：

ステップ 5

switch(config-cmap-qos)# set qos-group
1

ポリシーマップクラスポリシングコン

フィギュレーションモードで、分類す

police cir burst-in-msec bc
conform-burst-in-msec conform-action
conform-action violate-action
violate-action

ステップ 6

るトラフィック用のポリサーを定義しま

す。

例：

switch(config-pmap-qos)# police cir
100 mbps bc 200 ms conform transmit
violate drop

指定した入力インターフェイス、出力イ

ンターフェイス、仮想回線（VC）、ま
interface type slot/port

例：

ステップ 7

たはインターフェイスやVCのサービス
switch(config)# interface ethernet 2/2
switch(config-if)# ポリシーとして使用されるVCのための

インターフェイスコンフィギュレーショ

ンモードに入ります。

ポリシーマップを入力インターフェイ

ス、仮想回線（VC）、出力インターフェ
service-policy type qos input
policy-map-name

例：

ステップ 8

イス、またはインターフェイスまたは

VCのサービスポリシーとして使用され
る VCにアタッチします。

switch(config-if)# service-policy type
qos input pmap1
switch(config-if)#

MPLSトランジットラベルスイッチングルータの設定
MPLSトランジットラベルスイッチングルータを設定するには、次の手順を実行します。

Cisco Nexus 3600 NX-OSラベルスイッチング構成ガイド、リリース 10.3（x）
110

MPLS QoSの設定

MPLSトランジットラベルスイッチングルータの設定



MPLS Transit LSR分類

MPLS EXPフィールドの値をすべてのインポーズされたラベルエントリにマッピングするに
は、QoSポリシーマップクラスコンフィギュレーションモードで set mpls experimental topmost
コマンドを使用します。設定をディセーブルにするには、コマンドの no形式を使用します。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します

configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

クラスマップを定義し、クラスマップ

コンフィギュレーションモードを開始

します。

[no] class-map type qos class-map-name

例：

switch(config)# class-map type qos
Class1
switch(config-cmap-qos)#

ステップ 2

MPLS実験（EXP）値のリスト。次のよ
うに、MPLSヘッダーの最も外側の（最

[no] match [not] mpls experimental
topmost exp-list

例：

ステップ 3

上位の）MPLSラベルにある3ビットの
EXPフィールドに、パケットがマッチswitch(config)#

switch(config-cmap-qos)# match mpls
experimental topmost 2, 4-7

する（またはしない）必要があることを

指定します。

• exp-list：リストには値と範囲を含
めることができます。指定できる範

囲は 0～ 7です。

MPLSトランジットポリシングおよびマーキングの設定

ポリシーマップ値を構成し、インポーズされたすべてのラベルエントリに EXP値を設定する
には、インターフェイス構成モードで service-policy type qos input pmap1コマンドを使用しま
す。設定をディセーブルにするには、コマンドの no形式を使用します。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します

configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#
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目的コマンドまたはアクション

ポリシーマップを定義し、ポリシーマッ

プコンフィギュレーションモードを開

始します。

[no] policy-map type qos
policy-map-name

例：

ステップ 2

switch(config)# policy-map type qos
Class1
switch(config-pmap-qos)#

クラスマップに名前を付けます。class class-name

例：

ステップ 3

switch(config-pmap-qos)# class Class1

MPLSの実験（EXP）値です。範囲は 0
～ 7です。

set mpls experimental imposition
exp_imposition_name

例：

ステップ 4

switch(config)#
switch(config-pmap-qos)# set mpls
experimental imposition 2

qos-group番号を識別します。set qos-group group-number

例：

ステップ 5

switch(config-pmap-qos)# set qos-group
1

ポリシーマップクラスポリシングコン

フィギュレーションモードで、分類す

police cir burst-in-msec bc
conform-burst-in-msec conform-action
conform-action violate-action
violate-action

ステップ 6

るトラフィック用のポリサーを定義しま

す。

例： •違反アクション：トランジットLSR
でサポートされているキーワードは

dropだけです

switch(config-pmap-qos)# police cir
100 mbps bc 200 ms conform transmit
violate drop

指定した入力インターフェイス、出力イ

ンターフェイス、仮想回線（VC）、ま
interface type slot/port

例：

ステップ 7

たはインターフェイスやVCのサービス
switch(config)# interface ethernet 2/2
switch(config-if)# ポリシーとして使用されるVCのための

インターフェイスコンフィギュレーショ

ンモードに入ります。

ポリシーマップを入力インターフェイ

ス、仮想回線（VC）、出力インターフェ
service-policy type qos input
policy-map-name

例：

ステップ 8

イス、またはインターフェイスまたは

VCのサービスポリシーとして使用され
る VCにアタッチします。

switch(config-if)# service-policy type
qos input pmap1
switch(config-if)#
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MPLS出力ラベルスイッチングルータの設定
MPLS出力ラベルスイッチドルータを設定するには、次の手順を実行します。

MPLS出力 LSRの分類

出力キューへの着信 SR MPLSトラフィックを分類するには、Differentiated Services Code Point
（DSCP）フィールドの一致を使用します。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します

configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

クラスマップを定義し、クラスマップ

コンフィギュレーションモードを開始

します。

[no] class-map type qos class-map-name

例：

switch(config)# class-map type qos
Class1
switch(config-cmap-qos)#

ステップ 2

DSCP値のリストです。次のように、
MPLSヘッダーのDSCPラベルにパケッ

[no] match [not] dscp dscp-list

例：

ステップ 3

トがマッチする（またはしない）必要が

あることを指定します。
switch(config)#
switch(config-cmap-qos)# match dscp
2-4

• dscp-list：リストには値と範囲を含
めることができます。値の範囲は0
～ 63です。

MPLS出力 LSR分類 -デフォルトポリシーテンプレート

EVPNトンネルの出力キューへの着信トラフィックを分類するには、システムレベルでデフォ
ルトのdefault-mpls-in-policyコマンドを使用します。設定をディセーブルにするには、コマン
ドの no形式を使用します。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します

configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#
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目的コマンドまたはアクション

システム QoSコンフィギュレーション
モードを開始します。

[no] system qos

例：

ステップ 2

switch(config)# system qos
switch(config-sys-qos)#

着信 SR L3 EVPNMPLSトラフィックで
照合するには、システムレベルで

「default-mpls-in-policy」を指定します。

[no] service-policy type qos input
default-mpls-in-policy

例：

ステップ 3

switch(config-sys-qos)# service-policy
type qos input default-mpls-in-policy

次に、service-policy type qos input default-mpls-in-policyコマンドで設定されたポリシーテン
プレートのデフォルトのMPLSを示します。
policy-map type qos default-mpls-in-policy

class c-dflt-mpls-qosgrp1
set qos-group 1

class c-dflt-mpls-qosgrp2
set qos-group 2

class c-dflt-mpls-qosgrp3
set qos-group 3

class c-dflt-mpls-qosgrp4
set qos-group 4

class c-dflt-mpls-qosgrp5
set qos-group 5

class c-dflt-mpls-qosgrp6
set qos-group 6

class c-dflt-mpls-qosgrp7
set qos-group 7

class class-default
set qos-group 0

class-map type qos match-any c-dflt-mpls-qosgrp1
Description: This is an ingress default qos class-map that classify traffic with prec
1
match precedence 1

class-map type qos match-any c-dflt-mpls-qosgrp2
Description: This is an ingress default qos class-map that classify traffic with prec
2
match precedence 2

class-map type qos match-any c-dflt-mpls-qosgrp3
Description: This is an ingress default qos class-map that classify traffic with prec
3
match precedence 3

class-map type qos match-any c-dflt-mpls-qosgrp4
Description: This is an ingress default qos class-map that classify traffic with prec
4
match precedence 4

class-map type qos match-any c-dflt-mpls-qosgrp5
Description: This is an ingress default qos class-map that classify traffic with prec
5
match precedence 5
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class-map type qos match-any c-dflt-mpls-qosgrp6
Description: This is an ingress default qos class-map that classify traffic with prec
6
match precedence 6

class-map type qos match-any c-dflt-mpls-qosgrp7
Description: This is an ingress default qos class-map that classify traffic with prec
7
match precedence 7

カスタムMPLS-in-Policyマッピング

提供されたテンプレートのローカルコピーを編集することにより、着信トラフィックのキュー

マッピングをオーバーライドできます。システムマッチングは常に優先順位に基づいており、

「mpls-in-policy」文字列がポリシー名の一部であることが必要です。QoSによるマーキングが
サポートされています。セットは、qos-group、vlan-cos、またはその両方です。

class-map type qos match-all prec-1
match precedence 1

class-map type qos match-all prec-2
match precedence 2

policy-map type qos test-mpls-in-policy
class prec-1
set qos-group 3

class prec-2
set qos-group 4

system qos
service-policy type qos input test-mpls-in-policy

優先順位に基づく分類のみがサポートされ、マーキングはシステムレベルのmpls-in-policy
ではサポートされません。

（注）

MPLS出力 LSRの設定：ポリシングおよびマーキング

ポリサー設定でポリシーマップを設定して適用するには、インターフェイスコンフィギュレー

ションモードで service-policy type qos input pmap1コマンドを使用します。設定をディセーブ
ルにするには、コマンドの no形式を使用します。

ポリシングは SR L3 EVPN MPLSトラフィックではサポートされていません。（注）

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します

configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#
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目的コマンドまたはアクション

クラスマップを定義し、クラスマップ

コンフィギュレーションモードを開始

します。

[no] policy-map type qos
class-map-name

例：

ステップ 2

switch(config)# policy-map type qos
Class1
switch(config-pmap-qos)#

クラスマップに名前を付けます。policy policy-name

例：

ステップ 3

switch(config-pmap-qos)# class Class1

dscp値を識別します。set dscp dscp-value

例：

ステップ 4

switch(config-pmap-qos)# set dscp 4

qos-group番号を識別します。set qos-group group-number

例：

ステップ 5

switch(config-pmap-qos)# set qos-group
1

ポリシーマップクラスポリシングコン

フィギュレーションモードで、分類す

[no] police cir burst-in-msec bc
conform-burst-in-msec conform-action
conform-action violate-action
violate-action

ステップ 6

るトラフィック用のポリサーを定義しま

す。

例：

switch(config-pmap-qos)# police cir
100 mbps bc 200 ms conform transmit
violate drop

指定したインターフェイスのインター

フェイスコンフィギュレーションモー

ドを開始します。

interface type slot/port

例：

switch(config)# interface ethernet 2/2
switch(config-if)#

ステップ 7

ポリシーマップを入力インターフェイ

ス、仮想回線（VC）、出力インターフェ
[no] service-policy type qos input
policy-map-name

例：

ステップ 8

イス、またはインターフェイスまたは

VCのサービスポリシーとして使用され
る VCにアタッチします。

switch(config-if)# service-policy type
qos input pmap1
switch(config-if)#
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トラフィックキューイングについて
トラフィックのキューイングとは、パケットの順序を設定して、データの入力と出力の両方に

適用することです。デバイスモジュールでは複数のキューをサポートできます。これらのキュー

を使用することで、さまざまなトラフィッククラスでのパケットのシーケンスを制御できま

す。また、重み付けランダム早期検出（WRED）およびテールドロップしきい値を設定するこ
ともできます。デバイスでは、設定したしきい値を超えた場合にだけパケットがドロップされ

ます。

QoSトラフィックキューイングの設定
出力キューを設定するには、ポリシーマップコンフィギュレーションモードで set qos-group
コマンドを使用します。設定をディセーブルにするには、コマンドの no形式を使用します。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します

configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

クラスマップを定義し、クラスマップ

コンフィギュレーションモードを開始

します。

[no] policy-map type qos
class-map-name

例：

ステップ 2

switch(config)# class-map type qos
Class1
switch(config-cmap-qos)#

クラスマップに名前を付けます。class class-name

例：

ステップ 3

switch(config-cmap-qos)# class Class1

ポリシーマップの名前付き QoSグルー
プのキューイングパラメータを適用し

ます。範囲は 0～ 7です。

set qos-group qos_group_number

例：

switch(config-pmap-c-qos)# set
qos-group

ステップ 4

MPLS QoSの確認
MPLS QoS設定を表示するには、次の作業を実行します。
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説明コマンド

MAXラベルエントリとUsedラベルエントリ
に関する情報を表示します。

show hardware internal forwarding table utilization

インターフェイスクラスマッピングの統計情

報を表示します。

show class-map

すべてのインターフェイスのすべてのクラス

に一致したパケットを示す累積統計を表示し

ます（EVPNトンネルの場合のみ）。詳細に
ついては、この表に続く出力例を参照してく

ださい。

show policy-map system type qos input

指定方向の対象インターフェイスにある各ク

ラスに一致するパケットを表示する統計情報

を表示します。

show policy-map type qos interface interface

インターフェイス上で設定されたサービスポ

リシーマップを表示します。

show policy-map type qos <pmap name>

インターフェイスのキューイング情報を表示

します。

show queuing interface

次の例は、すべてのインターフェイスのすべてのクラスに一致したパケットを示す累積統計を

表示します（EVPNトンネルの場合のみ）。
switch# show policy-map system type qos input

Service-policy (qos) input: default-mpls-in-policy

Class-map (qos): c-dflt-mpls-qosgrp1 (match-any)

Slot 3
2775483 packets

Aggregate forwarded :
2775483 packets

Match: precedence 1
set qos-group 1

Class-map (qos): c-dflt-mpls-qosgrp2 (match-any)

Slot 3
2775549 packets

Aggregate forwarded :
2775549 packets

Match: precedence 2
set qos-group 2

Class-map (qos): c-dflt-mpls-qosgrp3 (match-any)

Slot 2
2777189 packets

Aggregate forwarded :
2777189 packets
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Match: precedence 3
set qos-group 3

Class-map (qos): c-dflt-mpls-qosgrp4 (match-any)

Slot 3
2775688 packets

Aggregate forwarded :
2775688 packets

Match: precedence 4
set qos-group 4

Class-map (qos): c-dflt-mpls-qosgrp5 (match-any)

Slot 3
2775756 packets

Aggregate forwarded :
2775756 packets

Match: precedence 5
set qos-group 5

Class-map (qos): c-dflt-mpls-qosgrp6 (match-any)

Slot 3
2775824 packets

Aggregate forwarded :
2775824 packets

Match: precedence 6
set qos-group 6

Class-map (qos): c-dflt-mpls-qosgrp7 (match-any)

Slot 3
2775892 packets

Aggregate forwarded :
2775892 packets

Match: precedence 7
set qos-group 7

Class-map (qos): class-default (match-any)

Slot 3
2775962 packets

Aggregate forwarded :
2775962 packets

set qos-group 0
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第 7 章

MVPNの設定

この章には、マルチキャスト仮想プライベートネットワーク（MVPN）の構成方法に関する情
報が含まれています。

• MVPNについて（121ページ）
• BGPアドバタイズメント方式 - MVPNサポート（125ページ）
•前提条件（125ページ）
• MVPNに関する注意事項と制限事項（126ページ）
• MVPNのデフォルト設定（127ページ）
• MVPNの設定（127ページ）
• MVPNの構成例（136ページ）

MVPNについて
マルチキャスト仮想プライベートネットワーク（MVPN）機能を使用すると、レイヤー3VPN
を介したマルチキャスト接続をサポートできます。IPマルチキャストは、ビデオ、音声、およ
びデータを VPNネットワークコアにストリーミングするために使用します。

従来、ポイントツーポイントトンネルはエンタープライズまたはサービスプロバイダーネッ

トワークに接続する唯一の方法でした。このようなトンネルネットワークは、スケーラビリ

ティの問題が発生しますが、IPマルチキャストトラフィックを仮想プライベートネットワー
ク（VPN）に通過させる唯一の方法でした。レイヤ 3 VPNはユニキャストトラフィック接続
のみをサポートするため、レイヤ 3 VPNを展開することによって、オペレーターは、レイヤ 3
VPNのカスタマーにユニキャスト接続とマルチキャスト接続の両方を提供できます。

MVPNを使用すると、MPLS環境でマルチキャストトラフィックを設定し、サポートできま
す。MVPNは、仮想ルーティングおよび転送（VRF）インスタンスごとにマルチキャストパ
ケットのルーティングと転送をサポートし、また、エンタープライズまたはサービスプロバイ

ダーのバックボーン全体にわたって VPNマルチキャストパケットを転送するためのメカニズ
ムも提供します。IPマルチキャストは、ビデオ、音声、およびデータを VPNネットワークコ
アにストリーミングするために使用します。
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VPNは、インターネットサービスプロバイダー（ISP）のような共有インフラストラクチャに
ネットワークの接続性を提供します。この機能により、低い所有コストでプライベートネット

ワークと同じポリシーとパフォーマンスを提供します。

MVPNにより、企業はネットワークバックボーン全体でプライベートネットワークをトラン
スペアレントに相互接続することができます。MVPNsを使用して企業ネットワークを相互接
続しても、企業ネットワークの管理方法や、企業の全体的な接続性は変更されません。

MPLS MVPNのルーティング、転送、マルチキャストドメイン
MVPNsは、VPNルーティングおよび転送テーブルにマルチキャストルーティング情報を導入
します。プロバイダーエッジ（PE）ルータがカスタマーエッジ（CE）ルータからマルチキャ
ストデータまたはコントロールパケットを受信する場合は、ルータが VPNルーティング/転
送（MVRF）の情報に基づいてデータまたはコントロールパケットを転送します。

マルチキャストトラフィックを相互に送信できるMVRFのセットは、マルチキャストドメイ
ンの構成要素です。たとえば、特定タイプのマルチキャストトラフィックをすべてのグローバ

ルな従業員に送信するカスタマーのマルチキャストドメインは、そのエンタープライズと関連

するすべての CEルータから構成されます。

マルチキャスト分散ツリー

MVPNは、各マルチキャストドメインにスタティックデフォルトマルチキャスト配信ツリー
（MDT）を確立します。デフォルトMDTは、PEルータが使用するパスを定義し、マルチキャ
ストドメインにある他のすべての PEルータに、マルチキャストデータとコントロールメッ
セージを送信します。

また、MVPNは、高帯域幅伝送用のMDTのダイナミックな作成もサポートします。データ
MDTは、VPN内のフルモーションビデオなどの高帯域幅の送信元向けであり、VPNコアの最
適なトラフィック転送を確保することを目的としています。

次の例のサービスプロバイダには、San Jose、New York、Dallasにオフィスがあるマルチキャ
ストカスタマーがいます。San Joseでは、一方向のマルチキャストプレゼンテーションが行わ
れています。サービスプロバイダーネットワークでは、このカスタマーと関連する 3つすべ
てのサイト、および別のエンタープライズカスタマーのHoustonサイトがサポートされます。
エンタープライズカスタマーのデフォルトMDTは、プロバイダのルータ P1、P2、P3、およ
びその関連 PEルータから構成されています。PE4は別のカスタマーに関連付けられているた
め、デフォルトMDTの一部ではありません。次の図からは、San Jose外では誰もマルチキャ
ストに加入していないため、データがデフォルトMDTに沿って転送されていないことがわか
ります。
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図 8 :デフォルトマルチキャスト配信ツリーの概要

New Yorkの従業員がマルチキャストセッションに加入します。New Yorkのサイトに関連付け
られている PEルータは、カスタマーのマルチキャストドメインのデフォルトMDTを介して
転送される加入要求を送信します。PE1は、マルチキャストセッションの送信元に関連付けら
れているPEルータであり、この要求を受信します。次の図は、PEルータが、マルチキャスト
送信元（CE1a）と関連付けられた CEルータに要求を転送することを示しています。
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図 9 :データMDTの初期化

CEルータ（CE1a）が関連する PEルータ（PE1）へマルチキャストデータの送信を開始する
と、PEルータ（PE1）は、デフォルトMDTに沿ってマルチキャストデータを送信します。
PE1はデータMDTを作成し、データMDTに関する情報を含むデフォルトMDTを使用して、
すべてのルータにメッセージを送信し、3秒後、データMDTを使用して、その特定のストリー
ムのマルチキャストデータを送信し始めます。この送信元に関係する受信先は PE2だけにあ
るので、PE2だけがデータMDTに加入し、データMDTでトラフィックを受信します。（デー
タMDTが設定されず、デフォルトMDTのみが設定されている場合、すべてのカスタマーサ
イトが不要なトラフィックを受信することになります）。PEルータは、デフォルトMDTを介
して他の PEルータと PIM関係を維持するとともに、直接接続された Pルータとの PIM関係
をも維持します。

マルチキャストトンネルインターフェイス

マルチキャストドメインごとに作成される VPNルーティング/転送（MVRF）では、ルータ
は、すべてのMVRFトラフィックが発信されるトンネルインターフェイスを作成する必要が
あります。マルチキャストトンネルインターフェイスは、MVRFがマルチキャストドメイン
にアクセスするために使用するインターフェイスです。インターフェイスは、MVRFとグロー
バルMVRFを接続するコンジットです。MVRFごとに 1つのトンネルインターフェイスが作
成されます。

MPLS MVPNの利点
MVPNsの利点は、次のとおりです。

•複数の場所に情報を動的に送信するスケーラブルなメソッドを提供します。
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•高速な情報伝送を提供します。

•共有インフラストラクチャを介して接続性を提供します。

BGPアドバタイズメント方式 - MVPNサポート
PIM-SM環境ではなく PIMSource SpecificMulticast（PIM-SSM）環境でデフォルトMDTを設定
する場合は、受信側 PEは送信元 PEとデフォルトMDTに関する情報を必要とします。この情
報は、送信元 PEに（S,G）joinを送信し、送信元 PEからの配信ツリーを構築するために使用
されます。ランデブーポイント（RP）は必要ありません。送信元のプロバイダーエッジ（PE）
アドレスとデフォルトMDTのアドレスは、ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）を使用
して送信されます。

BGP MDT SAFI
BGP MDT SAFIは、MVPNsに使用される BGPアドバタイズメントメソッドです。現在のリ
リースでは、IPv4のみがサポートされています。MDT SAFIの設定は次のとおりです。

• AFI = 1

• SAFI = 66

Cisco NX-OSでは、BGP MDT SAFIのアップデートを使用して送信元 PEアドレスとMDTア
ドレスがPIMに渡されます。ルート記述子（RD）はRD type 0に変更されており、BGPはPIM
に情報を渡す前に、MDTアップデートのための最良パスを決定します。

address-family ipv4 mdtコマンドを使用して、BGPネイバーのMDT SAFIアドレスファミリを
設定する必要があります。また、ローカル BGPの設定でMDT SAFIをサポートしていないネ
イバーをイネーブルにする必要があります。MDTSAFIが導入される前、VPNv4ユニキャスト
設定からの追加の BGP設定は、MVPNsをサポートするために必要ではありませんでした。

前提条件
MVPNの設定には、次の前提条件があります。

•ネットワークにMPLSおよびラベル配布プロトコル（LDP）を設定する必要があります。
PEルータを含む、コア内のすべてのルータは、MPLS転送をサポートできる必要があり
ます。PE送信元アドレスにラベル付きパスが存在しない場合、VPNv4ルートは BGPに
よってインストールされません。

• MPLSの正しいライセンスおよびMPLSで使用する他の機能をインストールすることが必
要です。
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MVPNに関する注意事項と制限事項
MVPNの設定に関する注意事項と制約事項は次のとおりです。

• MVPNは、Cisco NX-OSリリース 9.3(3)以降でサポートされます。

• Cisco NX-OSリリース 9.3（3）では、MVPNは Cisco Nexus 3600（N3K-C36180YC-R、
N3K-C3636C-R）プラットフォームスイッチでのみサポートされます。

•双方向フォワーディング検出（BFD）は、マルチキャストトンネルインターフェイス
（MTI）ではサポートされていません。

•デフォルトでは、BGPアップデートのソースは、MVPNトンネルのソースとして使用さ
れます。ただし、mdt sourceを使用して BGPアップデートのソースを上書きし、マルチ
キャストトンネルに異なる送信元を提供することができます。

• MVPNは、最大 16のMDT送信元インターフェイスをサポートします。

• MVPN操作に参加するすべてのルータでMDT SAFIを設定する必要があります。

•コネクタ属性を伝送するVPNv4内部 BGP（iBGP）セッションには、拡張コミュニティが
必要です。

• MDTのMTU設定はサポートされていません。MVPN経由で送信できる最大カスタマー
マルチキャストパケットサイズは、コアインターフェイスのMTUによって制限されま
す。例：

• MTU 1500 –カスタマー IPパケットサイズ = 1476

• MTU 9216 –カスタマー IPパケットサイズ = 9192

•一部のMVPNマルチキャスト制御パケットは、copp-system-p-class-l2-defaultCoPPポリシー
に分類されます。違反数が増加した場合は、CoPPポリシーを変更して、このクラスのポ
リサーレートを増やすことをお勧めします。

• MDT双方向有効化はサポートされていません。

• vPCはMVPNではサポートされていません。

•トランジット PEルータにレシーバがなく、RPである CEに接続されている場合、データ
MDTエントリはキャッシュされません。データMDTエントリは、ローカルレシーバが
この PEルータに接続されている場合にのみキャッシュされます。ただし、エントリが事
前にダウンロードされないため、切り替えに遅延が発生します。

•日付MDTの場合、「即時切り替え」モードのみがサポートされます。しきい値ベースの
スイッチングはサポートされていません。

• PEデバイスと P /PEデバイス間のサブインターフェイスおよび SVIサポートは利用でき
ません。

• MVPN整合性チェッカーは、Cisco Nexusリリース 9.3(3)ではサポートされていません。
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• MTIインターフェイスの統計は、Cisco Nexusリリース 9.3(3)ではサポートされていませ
ん。

• Cisco Nexusリリース 9.3(3)では、ASICごとに最大 40Gのマルチキャストトラフィックが
サポートされます。

MVPNのデフォルト設定
表 7 :デフォルトのMVPNパラメータ

デフォルトパラメータ

デフォルトなしmdt default address

有効mdt enforce-bgp-mdt-safi

デフォルトなしmdt source

30000ミリ秒mdt ip pim hello-interval interval

60000ミリ秒mdt ip pim jp-interval interval

ディセーブルmdt default asm-use-shared-tree

MVPNの設定
この章では、CiscoNX-OSデバイスでマルチキャスト仮想プライベートネットワーク（MVPN）
を設定する方法について説明します。

MVPNの場合、新しい TCAM領域「ing-mvpn」が使用されます（デフォルトサイズは
10）。この領域は自動的に分割されるため、分割する必要はありません。この TCAM領
域が分割されているかどうかを確認するには、次のコマンドを使用します。

switch# show hardware access-list tcam region | i ing-mvpn
Ingress mVPN [ing-mvpn] size = 10
switch#

（注）

なんらかの理由で領域が分割されていない場合（サイズが0と示される）、次のコマンドを使
用して TCAM領域をサイズ 10に分割し、デバイスをリロードできます。TCAMはサイズ 10
に分割されているものと予期されています。

switch (config)# hardware access-list tcam region ing-mvpn 10
WARNING: On module 2,
WARNING: On module 4,
Warning: Please reload all linecards for the configuration to take effect
switch (config)#

Cisco Nexus 3600 NX-OSラベルスイッチング構成ガイド、リリース 10.3（x）
127

MVPNの設定

MVPNのデフォルト設定



MVPNの有効化
Cisco NX-OSリリース 9.3（3）以降、Cisco Nexus 3600プラットフォームスイッチでMVPNを
設定できます。

始める前に

install feature-set mplsコマンドと feature-set mplsコマンドを使用して、MPLS機能セットをイ
ンストールして有効にする必要があります。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します

configure terminal

例：

ステップ 1

switch#configure terminal
switch(config)#

BGP機能と構成を有効にします。feature bgp

例：

ステップ 2

switch(config)#feature bgp

PIM機能をイネーブルにします。feature pim

例：

ステップ 3

switch(config)#feature pim

MVPN機能をイネーブルにします。feature mvpn

例：

ステップ 4

switch(config)#feature mvpn

MPLSレイヤ 3 VPN機能をイネーブル
にします。これにより、サイト間のユニ

キャストルートが決定されます。

feature mpls l3vpn

例：

switch(config)#feature mpls l3vpn

ステップ 5

MPLSラベル配布プロトコル（LDP）を
イネーブルにします。

feature mpls ldp

例：

ステップ 6

switch(config)#feature mpls ldp

インターフェイスでの PIMのイネーブル化
IPマルチキャストに使用されるすべてのインターフェイスのプロトコル独立マルチキャスト
（PIM）を設定することができます。バックボーンに接続されるプロバイダーエッジ（PE）
ルータのすべての物理インターフェイスで PIMスパースモードに設定することをお勧めしま
す。また、すべてのループバックインターフェイスについて、それが BGPピアリングに使用
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される場合や、その IPアドレスが PIMの RPアドレスとして使用される場合は、PIMスパー
スモードに設定することをお勧めします。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します

configure terminal

例：

ステップ 1

switch#configure terminal
switch(config)#

インターフェイスで PIMスパースモー
ドをイネーブルにします。

ip pim sparse-mode

例：

ステップ 2

switch(config)#ip pim sparse-mode

VRFのデフォルトMDTの設定
VRFのデフォルトMDTを設定できます。

始める前に

デフォルトMDTは、同じVPNに属するすべてのルータの設定と同じであることが必要です。
送信元 IPアドレスは、BGPセッションの送信元を特定するために使用するアドレスです。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します

configure terminal

例：

ステップ 1

switch#configure terminal
switch(config)#

VRFを設定します。vrf context VRF_NAME

例：

ステップ 2

switch(config)#vrf context vrf1

VRFに、データMDTsのマルチキャス
トアドレスの範囲を次のように設定し

ます。

mdt default address

例：

switch(config)#mdt default 232.0.0.1

ステップ 3

•このコマンドによって、トンネル
インターフェイスが作成されます。

•デフォルトでは、トンネルヘッダー
の宛先アドレスは address引数で
す。
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VRFのMDT SAFIの設定
デフォルトでは、VRFのMDT後続アドレスファミリ識別子（SAFI）が適用されます。必要
に応じて、MDTSAFIをサポートしていないピアと相互運用するようにMDTを構成できます。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します

configure terminal

例：

ステップ 1

switch#configure terminal
switch(config)#

VRFを設定します。vrf context VRF_NAME

例：

ステップ 2

switch(config)#vrf context vrf1
switch(config-vrf)#

MDTSAFIをサポートしていないピアと
の相互運用を可能にします。AnySource

no mdt enforce-bgp-mdt-safi

例：

ステップ 3

Multicast（ASM）の範囲内であるときswitch(config-vrf)#no mdt
enforce-bgp-mdt-safi は、初期状態ではデフォルトMDTグ

ループの（*,G）エントリのみが読み込
まれます。その後、トラフィックに基づ

き、（S,G）エントリは、通常の ASM
ルートと同じように学習されます。

コマンドから noオプションを削除する
と、指定されたVRFに対してMDTSAFI
の使用が強制されます。

MVPNsのために BGP内のMDTアドレスファミリの構成
PEルータにMDTアドレスファミリセッションを設定し、MVPNのMDTピアリングセッショ
ンを確立することができます。

MDTアドレスファミリセッションを設定するには、ネイバーモードで address-family ipv4
mdtコマンドを使用してください。MDTアドレスファミリセッションは、BGPMDTSubaddress
Family Identifier（SAFI）のアップデートを使用して PIMに送信元 PEアドレスとMDTアドレ
スを渡すために使用されます。

始める前に

MVPNピアリングがMDTアドレスファミリを介して確立できるようにするには、CEルータ
に VPNサービスを提供する PEルータで BGPネットワークのMPLSとマルチプロトコル BGP
を設定する必要があります。
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手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configure terminal

例：

ステップ 1

switch#configure terminal
switch(config)#

スイッチコンフィギュレーションモー

ドを開始して、BGPルーティングプロ
セスを作成します。

feature bgp as-number

例：

switch(config)#feature bgp 65635

ステップ 2

vrf-nameで識別されるVPNルーティン
グインスタンスを定義し、VRFコン

vrf context VRF_NAME

例：

ステップ 3

フィギュレーションモードを開始しまswitch(config)#vrf context vpn1
switch(config-vrf)# す。vrf-name引数には最大32文字の英

数字文字列を指定します。大文字と小

文字は区別されます。

VRFの vrf-nameにルート識別子を割り
当てます。route-distinguisher引数によっ

rd route-distinguisher

例：

ステップ 4

て、8バイトの値が IPv4プレフィックswitch(config-vrf)#rd 1.2.1
スに追加され、VPNIPv4プレフィック
スが作成されます。RDは、次のいず
れかの形式で入力できます。

• 16ビットまたは 32ビットのAS番
号:32ビットの番号。1.2:3など。

• 32ビットの IPアドレス:16ビット
の番号。192.0.2.1:1など。

IPv4アドレスファミリタイプを指定
し、アドレスファミリコンフィギュ

レーションモードを開始します。

address-family ipv4 unicast

例：

switch(config-vrf)#address-family ipv4
unicast
switch(config-vrf-af)#

ステップ 5

VRF用にルートターゲット拡張コミュ
ニティを指定します。importキーワー

route-target import
route-target-ext-community

例：

ステップ 6

ドを使用すると、ルーティング情報が

ターゲットVPN拡張コミュニティから
インポートされます。

switch(config-vrf-af)# route-target
import 1.0.1

route-target-ext-community引数により、
ルートターゲット拡張コミュニティ属

性が、インポートルートターゲット拡

張コミュニティのVRFリストに追加さ
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目的コマンドまたはアクション

れます。route-target-ext-community引数
は、次のいずれかの形式で入力できま

す。

• 16ビットまたは 32ビットのAS番
号:32ビットの番号。1.2:3など。

• 32ビットの IPアドレス：16ビッ
トの番号。192.0.2.1:1など。

VRF用にルートターゲット拡張コミュ
ニティを指定します。exportキーワー

route-target export
route-target-ext-community

例：

ステップ 7

ドを使用すると、ルーティング情報が

ターゲットVPN拡張コミュニティから
インポートされます。

switch(config-vrf-af)# route-target
export 1.0.1

route-target-ext-community引数により、
ルートターゲット拡張コミュニティ属

性が、インポートルートターゲット拡

張コミュニティのVRFリストに追加さ
れます。route-target-ext-community引数
は、次のいずれかの形式で入力できま

す。

• 16ビットまたは 32ビットのAS番
号:32ビットの番号。1.2:3など。

• 32ビットの IPアドレス：16ビッ
トの番号。192.0.2.1:1など。

BGPルーティングプロセスを設定し、
ルータコンフィギュレーションモード

router bgp as-number

例：

ステップ 8

を開始します。as-number引数は、ルーswitch(config)#router bgp 1.1
switch(config-router)# タを他のBGPルータに対して識別し、

転送するルーティング情報にタグを設

定する自律システムの番号を示しま

す。AS番号は 16ビット整数または 32
ビット整数にできます。上位16ビット
10進数と下位 16ビット 10進数による
xx.xxという形式です。

IPv4 MDTアドレスファミリコンフィ
ギュレーションモードを開始します。

address-family ipv4 mdt

例：

ステップ 9

switch(config-router)#address-family
ipv4 mdt
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目的コマンドまたはアクション

アドレスファミリコンフィギュレー

ションモードを開始して、標準VPNv4
address-family {vpn4} [unicast]

例：

ステップ 10

または VPNv6アドレスプレフィックswitch(config-router-af)#
address-family vpnv4
switch(config-router-af)#

スを使用する、BGPなどのルーティン
グセッションを設定します。unicast
キーワード（任意）では、VPNv4また
は VPNv6ユニキャストアドレスプレ
フィックスを指定します。

標準 IPv4または VPNv6アドレスプレ
フィックスを使用するルーティング

address-family {ipv4} unicast

例：

ステップ 11

セッションを設定するために、アドレswitch(config-router-af)#
address-family ipv4 unicast
switch(config-router-af)#

スファミリコンフィギュレーション

モードを開始します。

ネイバーコンフィギュレーションモー

ドを開始します。

neighbor neighbor-address

例：

ステップ 12

switch(config-switch-af)# neighbor
192.168.1.1

アップデートソースを loopback1に設
定します。

update source interface

例：

ステップ 13

switch(config-switch-neighbor)#
update-source loopback 1

アドレスファミリコンフィギュレー

ションを開始し、IPMDTアドレスファ
ミリセッションを作成します。

address-family ipv4 mdt

例：

switch(config-router-neighbor)#
address-family ipv4 mdt

ステップ 14

拡張コミュニティ属性がBGPネイバー
に送信されるように指定します。

send-community extended

例：

ステップ 15

switch(config-router-neighbor-af)#send-community
extended

BGPネイバーに関する情報を表示しま
す。vrf-name引数には最大32文字の英

show bgp {ipv4} unicast neighbors
vrfVRF_NAME

例：

ステップ 16

数字文字列を指定します。大文字と小

文字は区別されます。switch(config-router-neighbor-af)#show
bgp ipv4 unicast neighbors vrf vpn1

実行設定を、スタートアップ設定にコ

ピーします。

copy running-config startup-config

例：

ステップ 17

switch(config-router-neighbor-af)#copy
running-config startup-config
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データMDTの構成
データMDTを設定できます。データMDTの作成に使用されるマルチキャストグループは、
設定済み IPアドレスのプールからダイナミックに選択されます。ストリームの数が PE単位、
VRF単位のMDTより大きい場合、複数のストリームが同じデータMDTを共有します。

始める前に

データMDTを設定する前に、VRFのデフォルトMDTを設定する必要があります。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します

configure terminal

例：

ステップ 1

switch#configure terminal
switch(config)#

VRFコンフィギュレーションモードを
開始し、VRF名を割り当てることによ

vrf context VRF_NAME

例：

ステップ 2

りVPNルーティングインスタンスを定
義します。

switch#ip vrf vrf1

次のように値の範囲を指定します。mdt data prefix [immediate-switch]
[route-map policy-name]

ステップ 3

• prefixは、データMDTプールで使
用されるアドレスの範囲を指定しま

す。

例：

switch(config-vrf)# mdt data
225.1.1.1/32 immediate-switch route-map
test • policy-nameは、データMDTへの切

り替えで考慮されるカスタマーデー例：

タストリームを定義するポリシー

ファイルを定義します。

switch(config-vrf)# mdt data
225.1.1.1/32 route-map test

このコマンドは、

immediate-switchオプションの
有無にかかわらず同じ効果が

あります。

（注）

グローバルコンフィギュレーション

モードに戻ります。

exit

例：

ステップ 4

switch(config)#exit

MVPN構成の検証
MVPNの設定を表示するには、次のいずれかの作業を行います。
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表 8 : MVPNの設定の確認

目的コマンド

インターフェイスの詳細を表示します。show interface

マルチキャストルートを表示します。show ip mroute vrf

MVPNのイベント履歴ログの詳細を表示しま
す。

show ip pim event-history mvpn

MVPNによって作成されたMTIトンネルの詳
細を表示します。

show ip pim mdt

カスタマーソース、データMDT送信元への
カスタマーグループ、および受信側のデータ

MDTグループそれぞれのマッピングを表示し
ます。

show ip pim mdt receive vrf vrf-name

カスタマーソース、データMDT送信元への
カスタマーグループ、および送信側のデータ

MDTグループそれぞれのマッピングを表示し
ます。

show ip pim mdt send vrf vrf-name

確立されたPIMネイバーの詳細を表示します。show ip pim neighbor

ユニキャストルーティングテーブルの詳細を

表示します。

show ip route detail

MVPNの BGPMDT SAFIデータベースを表示
します。

show mvpn bgp mdt-safi

MVPNのカプセル化テーブルを表示します。
このテーブルは、デフォルト vrfでMVPNパ
ケットを送信するときにカプセル化する方法

を示しています。

show mvpn mdt encap vrf vrf

デフォルトおよびMDTルートの詳細を表示し
ます。このデータは、デフォルトVRFでカス
タマーデータと制御トラフィックを送信する

方法を決定します。

show mvpn mdt route

MRIBのカプセル化テーブルを表示します。
このテーブルは、デフォルト vrfでMVPNパ
ケットを送信するときにカプセル化する方法

を示しています。

show routing [ip] multicast mdt encap
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MVPNの構成例
次に、MVPNの設定例を 2つのコンテキストで示します。

vrf context vpn1
ip pim rp-address 10.10.1.2 -list 224.0.0.0/8
ip pim ssm range 232.0.0.0/8
rd auto
mdt default 232.1.1.1
mdt source loopback1
mdt data 225.122.111.0/24 immediate-switch

vrf context vpn4
ip pim rp-address 10.10.4.2 -list 224.0.0.0/8
ip pim ssm range 232.0.0.0/8
mdt default 235.1.1.1
mdt asm-use-shared-tree

ip pim rp-address 10.11.0.2 -list 224.0.0.0/8
ip pim rp-address 10.11.0.4 -list 235.0.0.0/8
ip pim ssm range 232.0.0.0/8

次に、「blue」と名づけられた VRFを VPNルーティングインスタンスに割り当てる方法の例
を示します。VPN VRFのMDTデフォルトは 10.1.1.1、MDTのマルチキャストアドレスの範
囲は 10.1.2.0（ワイルドカードビットが 0.0.0.3）です。

Vrf context blue
mdt data 225.122.111.0/24 immediate-switch
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第 8 章

InterASオプション B

この章では、さまざまな InterASオプション B構成オプションについて説明します。使用可能
なオプションは、InterASオプション B、InterASオプション B（RFC 3107による）、および
InterASオプション Bライトです。InterASオプション B（RFC 3107による）の実装により、
データセンターとWAN間の完全な IGP分離が保証されます。BGPが特定のルートを ASBR
にアドバタイズすると、そのルートにマップされたラベルも配布されます。

• InterASに関する情報（137ページ）
• InterASオプション（139ページ）
• InterASオプション Bの設定に関する注意事項と制限事項（140ページ）
• InterASオプション Bのスイッチの構成（140ページ）
• InterASオプション Bの BGPの設定（142ページ）
• InterASオプション Bのスイッチの構成（RFC 3107実装による）（144ページ）
• InterASオプション Bの BGPの設定（RFC 3107実装による）（146ページ）
• ASBR間の LDP接続をフィルタ処理するためのACLの作成（RFC 3107導入）（148ペー
ジ）

• InterASオプション B（ライトバージョン）の構成（150ページ）
• MPLS VPN InterASオプションの構成の確認（154ページ）
•構成 InterASオプション Bの構成例（155ページ）

InterASに関する情報
自律システム（AS）とは、共通のシステム管理グループによって管理され、単一の明確に定
義されたプロトコルを使用している単一のネットワークまたはネットワークのグループのこと

です。多くの場合、仮想プライベートネットワーック（VPN）は異なる地理的領域の異なる
ASに拡張されます。一部のVPNは、複数のサービスプロバイダにまたがって拡張する必要が
あり、それらはオーバーラッピングVPNと呼ばれます。VPNの複雑さや場所に関係なく、AS
間の接続はお客様に対してシームレスである必要があります。
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InterASと ASBR
異なるサービスプロバイダーの異なる ASは、VPN-IPアドレスの形式で情報を交換すること
によって通信できます。ASBRは、EBGPを使用してその情報を交換します。IBGPは、各VPN
および各 AS内の IPプレフィックスのネットワーク層情報を配布します。ルーティング情報
は、次のプロトコルを使用して共有されます。

• AS内では、ルーティング情報は IBGPを使用して共有されます。

• AS間では、ルーティング情報は EBGPを使用して共有されます。EBGPを使用すること
で、サービスプロバイダーは、別のAS間でのルーティング情報のループフリー交換を保
証するインタードメインルーティングシステムをセットアップできます。

EBGPの主な機能は、ASルートのリストに関する情報を含む、AS間のネットワーク到達可能
性情報を交換することです。ASは、EBGPボーダーエッジルータを使用してラベルスイッチ
ング情報を含むルートを配布します。各ボーダーエッジルータでは、ネクストホップおよび

MPLSラベルが書き換えられます。

このMPLS VPNにおける InterAS設定には、プロバイダー間 VPNを含めることができます。
これは、異なるボーダーエッジルータで接続されている 2つ以上の ASを含む、MPLS VPNで
す。ASは EBGPを使用してルートを交換します。IBGPやルーティング情報は AS間では交換
されません。

VPNルーティング情報の交換
ASは、接続を確立するために VPNルーティング情報（ルートとラベル）を交換します。AS
間の接続を制御するために、PEルータおよび EBGPボーダーエッジルータはラベル転送情報
ベース（LFIB）を保持します。LFIBでは、VPN情報の交換中に PEルータおよび EBGPボー
ダーエッジルータが受信するラベルとルートが管理されます。

ASでは、次の注意事項に基づいて VPNルーティング情報を交換します。

•ルーティング情報に次の内容が含まれています。

•接続先ネットワーク。

•配布元ルータに関連付けられたネクストホップフィールド。
•ローカルMPLSラベル

•ルート識別子（RD1）は、接続先ネットワークアドレスの一部として含まれています。
ルート識別子によって、VPN-IPルートはVPNサービスプロバイダー環境内でグローバル
に一意となります。

ASBRは、IBGPネイバーに VPN-IPv4 NLRIを送信する場合に、ネクストホップを変更するよ
うに設定されています。したがって、ASBRでは、IBGPネイバーにNLRIを転送する場合に新
しいラベルを割り当てる必要があります。
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InterASオプション
Nexus 3600シリーズスイッチは、次の InterASオプションをサポートします。

• InterASオプション A - Inter-ASオプション Aネットワークでは、自律システム境界ルー
タ（ASBR）ピアは複数のサブインターフェイスによって接続され、2つの自律システム
にまたがるインターフェイスVPNが少なくとも1つ設定されます。これらのASBRでは、
各サブインターフェイスが、VPNルーティングおよび転送（VRF）インスタンスおよび
ラベル付けされていない IPプレフィックスのシグナリング用の BGPセッションに関連付
けられます。その結果、バックツーバック VRF間のトラフィックは IPになります。この
シナリオでは、各 VPNは相互に分離されます。また、トラフィックが IPであるため、IP
トラフィック上で動作する Quality of Service（QoS）メカニズムを維持できます。この設
定の欠点は、サブインターフェイスごとに 1つの BGPセッションが必要となることです
（VPNごとに少なくとも1つのサブインターフェイスも必要となります）。このことは、
ネットワークの規模が大きくなるにつれて、スケーラビリティに関する問題が発生する原

因となります。

• InterASオプション B - InterASオプション Bネットワークでは、ASBRポートは、MPLS
トラフィックを受信できる1つ以上のインターフェイスによって接続されます。マルチプ
ロトコルボーダーゲートウェイプロトコル（MP-BGP）セッションは、ASBR間でのラ
ベル付きVPNプレフィックスを配布します。その結果、ASBRの間のトラフィックフロー
にはラベルが付きます。この設定の欠点は、トラフィックがMPLSであるため、IPトラ
フィックにのみ適用される QoSメカニズムを伝えることができず、VRFを分離すること
もできないことです。InterASオプション Bは、ASBR間のすべての VPNプレフィックス
を交換するために 1つの BGPセッションしか必要としないため、オプション Aよりも拡
張性に優れています。また、この機能はノンストップフォワーディング（NSF）とグレー
スフルリスタートを提供します。このオプションでは、ASBRを直接接続する必要があり
ます。

オプション Bのいくつかの機能を以下に示します。

• AS内のNexus 3600シリーズスイッチ間で IBGPVPNv4/v6セッションを持つことができ、
データセンターエッジルータとWANルータの間で EBGP VPNv4/v6セッションを持つこ
とができます。

•ライトバージョンのように、データセンターエッジルータ間の VRF IBGPセッションご
との要件はありません。

• – LDPは ASBR間で IGPラベルを配布します。

• InterASオプション B（BGP-3107または RFC 3107実装）

• AS内の Nexus 3600プラットフォームスイッチ間で IBGP VPNv4/v6実装を持つことがで
き、データセンターエッジルータとWANルータの間で EBGP VPNv4/v6セッションを持
つことができます。
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• BGP-3107により、BGPパケットはASBR間でLDPを使用せずにラベル情報を伝送できま
す。

•特定の1つのルートに対するラベルマッピング情報は、ルート自体の配布に使用される、
同じ BGPアップデートメッセージにピギーバッグにより同梱されます。

•特定のルートへの配布に BGPを使用する場合は、このルートにマッピングされている
MPLSラベルも配布されます。多くの ISPは、データセンター間の完全な IGP分離が保証
されるため、この構成方法を好みます。

• InterASオプションBライト – InterASオプションB機能のサポートは、CiscoNX-OS6.2(2)
リリースでは制限されています。ライト詳細は、「InterASオプションB（ライトバージョ
ン）の構成」セクションに記載されています。

InterASオプションBの設定に関する注意事項と制限事項
InterASオプション B機能は、BGPコンフェデレーション ASではサポートされません。ただ
し、オプションBの実装はCiscoNexus 3600プラットフォームスイッチでサポートされていま
す。

InterASオプション Bのスイッチの構成
スイッチの特定の機能を有効にして、InterASオプション Bを実行します。

始める前に

install feature-set mplsコマンドは、デフォルトの VDCでのみ使用でき、デフォルトの VDCで
有効にする必要があります。

DCエッジスイッチで VRFを次の手順に従って構成します。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します

configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

デフォルト VDCにMPLS機能セット
をインストールします。

install feature-set mpls

例：

ステップ 2
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目的コマンドまたはアクション

switch(config)# install feature-set
mpls

デフォルトの VDCでは、
MPLSのみをインストールし
て有効にすることができま

す。このコマンドの「no」形
式を使用して、MPLS機能
セットをアンインストールし

ます。

（注）

デバイスのMPLS LDP機能を有効にし
ます。

feature mpls ldp

例：

ステップ 3

デバイスでMPLSLDP機能が
ディセーブルになっている

と、LDPコマンドを使用でき
ません。

（注）switch(config)# feature mpls ldp

MPLSレイヤ 3 VPN機能をイネーブル
にします。

feature mpls l3vpn

例：

ステップ 4

switch(config)# feature mpls l3vpn

BGP機能をイネーブルにします。feature bgp

例：

ステップ 5

switch(config)# feature bgp

VRF名を割り当て、VRFコンフィギュ
レーションモードを開始することによ

vrf-context vrf-name

例：

ステップ 6

り、VPNルーティングインスタンスを
定義します。

switch(config)# vrf context VPN1

vrf-name引数には最大32文字の英数字
文字列を指定します。大文字と小文字

は区別されます。

ルート識別子を設定します。

route-distinguisher引数によって、8バイ
rd route-target-ext-community

例：

ステップ 7

トの値が IPv4プレフィックスに追加さswitch(config-vrf)# rd100:1
れ、VPNIPv4プレフィックスが作成さ
れます。

IPv4または IPv6アドレスファミリタ
イプを指定し、アドレスファミリコン

address-family {ipv4 | ipv6} unicast

例：

ステップ 8

フィギュレーションモードを開始しま

す。
switch(config-vrf)# address-family
ipv4 unicast
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目的コマンドまたはアクション

次のように VRF用にルートターゲッ
ト拡張コミュニティを指定します。

route-target {import | export}
route-target-ext-community

例：

ステップ 9

• importキーワードを使用すると、
ターゲットVPN拡張コミュニティswitch(config-vrf-af-ip4)#

route-target import 1:1
からルーティング情報がインポー

トされます。

• exportキーワードを使用すると、
ルーティング情報がターゲット

VPN拡張コミュニティにエクス
ポートされます。

• route-target-ext-community引数によ
り、ルートターゲット拡張コミュ

ニティ属性が、インポート、また

はエクスポートのルートターゲッ

ト拡張コミュニティのVRFリスト
に追加されます。

（任意）実行コンフィギュレーション

をスタートアップコンフィギュレー

ションにコピーします。

copy running-config startup-config

例：

switch(config-vrf-af-ip4)# copy
running-config startup-config

ステップ 10

InterASオプション Bの BGPの設定
次の手順で、IBGPおよび EBGP VPNv4/v6を使用して DCエッジスイッチを構成します。

始める前に

InterASオプション Bの BGPを構成するには、IBGP側と EBGP側の両方でこの構成を有効に
する必要があります。参考図 1を参照してください。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#
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目的コマンドまたはアクション

ルータ BGPコンフィギュレーション
モードを開始し、ローカルBGPスピー

router bgp as-number

例：

ステップ 2

カデバイスに自律システム番号（AS）
を割り当てます。

switch(config)# router bgp 100

BGPまたはマルチプロトコル BGPネ
イバーテーブルにエントリを追加し、

neighbor ip-address

例：

ステップ 3

ルータ BGPコンフィギュレーション
モードを開始します。

switch(config-router)# neighbor
10.0.0.2

as-number引数には、ネイバーが属して
いる自律システムを指定します。

remote-as as-number

例：

ステップ 4

switch(config-router-neighbor)#
remote-as 200

IPVPNセッションを設定するために、
アドレスファミリコンフィギュレー

ションモードに入ります。

address-family {vpnv4 | vpnv6} unicast

例：

switch(config-router-neighbor)#
address-family vpnv4 unicast

ステップ 5

コミュニティ属性が両方の BGPネイ
バーに送信されるように指定します。

send-community {both | extended}

例：

ステップ 6

switch(config-router-neighbor-af)#
send-community both

(オプション)。VRF設定なしで ASBR
で VPNv4/v6アドレス設定を保持しま
す。

retain route-target all

例：

switch(config-router-neighbor-af)#
retain route-target all

ステップ 7

ASBRに VRF設定がある場
合、このコマンドは必要あり

ません。

（注）

BGPプロセスをVRFに関連付けます。vrf vrf-name

例：

ステップ 8

switch(config-router-neighbor-af)#
vrf VPN1

IPv4または IPv6アドレスファミリを
指定し、アドレスファミリコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

address-family {ipv4 | ipv6} unicast

例：

switch(config-router-vrf)#
address-family ipv4 unicast

ステップ 9

IPv4アドレスファミリを終了します。exit

例：

ステップ 10

switch(config-vrf-af)# exit
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目的コマンドまたはアクション

（任意）実行コンフィギュレーション

をスタートアップコンフィギュレー

ションにコピーします。

copy running-config startup-config

例：

switch(config-router-vrf)# copy
running-config startup-config

ステップ 11

InterASオプション Bのスイッチの構成（RFC 3107実装に
よる）

スイッチの特定の機能を有効にして、InterASオプション Bを実行します。

始める前に

DCエッジスイッチで VRFを次の手順に従って構成します。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します

configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

デフォルト VDCにMPLS機能セット
をインストールします。

install feature-set mpls

例：

ステップ 2

デフォルトの VDCでは、
MPLSのみをインストールし
て有効にすることができま

す。このコマンドの「no」形
式を使用して、MPLS機能
セットをアンインストールし

ます。

（注）switch(config)# install feature-set
mpls

デバイスのMPLS LDP機能を有効にし
ます。

feature mpls ldp

例：

ステップ 3

デバイスでMPLSLDP機能が
ディセーブルになっている

と、LDPコマンドを使用でき
ません。

（注）switch(config)# feature mpls ldp
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目的コマンドまたはアクション

MPLSレイヤ 3 VPN機能をイネーブル
にします。

feature mpls l3vpn

例：

ステップ 4

switch(config)# feature mpls l3vpn

BGP機能をイネーブルにします。feature bgp

例：

ステップ 5

switch(config)# feature bgp

VRF名を割り当て、VRFコンフィギュ
レーションモードを開始することによ

vrf-context vrf-name

例：

ステップ 6

り、VPNルーティングインスタンスを
定義します。

switch(config)# vrf context VPN1

vrf-name引数には最大32文字の英数字
文字列を指定します。大文字と小文字

は区別されます。

ルート識別子を設定します。

route-distinguisher引数によって、8バイ
rd route-distinguisher

例：

ステップ 7

トの値が IPv4プレフィックスに追加さswitch(config-vrf)# rd100:1
れ、VPNIPv4プレフィックスが作成さ
れます。

IPv4または IPv6アドレスファミリタ
イプを指定し、アドレスファミリコン

address-family {ipv4 | ipv6} unicast

例：

ステップ 8

フィギュレーションモードを開始しま

す。
switch(config-vrf)# address-family
ipv4 unicast

次のように VRF用にルートターゲッ
ト拡張コミュニティを指定します。

route-target {import | export}
route-target-ext-community

例：

ステップ 9

• importキーワードを使用すると、
ターゲットVPN拡張コミュニティswitch(config-vrf-af-ip4)#

route-target import 1:1
からルーティング情報がインポー

トされます。

• exportキーワードを使用すると、
ルーティング情報がターゲット

VPN拡張コミュニティにエクス
ポートされます。

• route-target-ext-community引数によ
り、ルートターゲット拡張コミュ

ニティ属性が、インポート、また

はエクスポートのルートターゲッ
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目的コマンドまたはアクション

ト拡張コミュニティのVRFリスト
に追加されます。

（任意）実行コンフィギュレーション

をスタートアップコンフィギュレー

ションにコピーします。

copy running-config startup-config

例：

switch(config-vrf-af-ip4)# copy
running-config startup-config

ステップ 10

InterASオプション Bの BGPの設定（RFC 3107実装によ
る）

次の手順で、IBGPおよび EBGP VPNv4/v6と BGPラベル付きユニキャストファミリを使用し
て DCエッジスイッチを構成します。

始める前に

正しい VDCを開始していること（または switchto vdcコマンドを使用済みであること）を確
認してください。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

ルータ BGPコンフィギュレーション
モードを開始し、ローカルBGPスピー

router bgp as-number

例：

ステップ 2

カデバイスに自律システム番号（AS）
を割り当てます。

switch(config)# router bgp 100

IPVPNセッションを設定するために、
アドレスファミリコンフィギュレー

ションモードに入ります。

address-family {vpnv4 | vpnv6} unicast

例：

switch(config-router-neighbor)#
address-family vpnv4 unicast

ステップ 3

ボーダーゲートウェイプロトコルを使

用して、接続されたルートを直接再配

布します。

redistribute direct route-map tag

例：

switch(config-router-af)#
redistribute direct route-map loopback

ステップ 4
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目的コマンドまたはアクション

接続されたインターフェイスのラベル

をアドバタイズするために、BGPラベ
allocate-label all

例：

ステップ 5

ル付きユニキャストアドレスファミリ

を持つ ASBRを設定します。
switch(config-router-af)#
allocate-label all

アドレスファミリルータコンフィギュ

レーションモードを終了して、ルータ

exit

例：

ステップ 6

BGPコンフィギュレーションモードを
開始します。

switch(config-router-af)# exit

BGPネイバーの IPアドレスを構成し、
ルータ BGPネイバー構成モードを開
始します。

neighbor ip-address

例：

switch(config-router)# neighbor
10.1.1.1

ステップ 7

BGPネイバーの AS番号を指定しま
す。

remote-as as-number

例：

ステップ 8

switch(config-router-neighbor)#
remote-as 100

接続されたインターフェイスのラベル

をアドバタイズするために、BGPラベ
address-family {ipv4|ipv6}
labeled-unicast

例：

ステップ 9

ル付きユニキャストアドレスファミリ

を持つ ASBRを設定します。switch(config-router-neighbor)#
address-family ipv4 labeled-unicast

これは、RFC 3107を実装す
るコマンドです。

（注）

(オプション)。VRF設定なしで ASBR
で VPNv4/v6アドレス設定を保持しま
す。

retain route-target all

例：

switch(config-router-neighbor-af)#
retain route-target all

ステップ 10

ASBRに VRF設定がある場
合、このコマンドは必要あり

ません。

（注）

ルータ BGPネイバーアドレスファミ
リ構成モードを終了し、BGP構成モー
ドに戻ります。

exit

例：

Switch(config-router-neighbor-af)#
exit

ステップ 11

ループバック IPアドレスを構成し、
ルータ BGPネイバー構成モードを開
始します。

neighbor ip-address

例：

switch(config-router)# neighbor
10.1.1.1

ステップ 12
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目的コマンドまたはアクション

BGPネイバーの AS番号を指定しま
す。

remote-as as-number

例：

ステップ 13

switch(config-router-neighbor)#
remote-as 100

BGPVPNv4ユニキャストアドレスファ
ミリで ASBRを設定します。

address-family {vpnv4|vpnv6} unicast

例：

ステップ 14

switch(config-router-vrf)#
address-family ipv4 unicast

IPv4アドレスファミリを終了します。exit

例：

ステップ 15

switch(config-vrf-af)# exit

BGPVPNv4ユニキャストアドレスファ
ミリで ASBRを設定します。

address-family {vpnv4|vpnv6} unicast

例：

ステップ 16

switch(config-router-vrf)#
address-family ipv4 unicast

オプション B（RFC 3107）設定で
ASBR2を設定し、2箇所のデータセン

Repeat the process with ASBR2ステップ 17

ター DC1と DC2間の完全な IGP分離
を実装します。

（任意）実行コンフィギュレーション

をスタートアップコンフィギュレー

ションにコピーします。

copy running-config startup-config

例：

switch(config-router-vrf)# copy
running-config startup-config

ステップ 18

ASBR間の LDP接続をフィルタ処理するための ACLの作
成（RFC 3107導入）

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバル構成モードを開始します。configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#
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目的コマンドまたはアクション

アクセスリストを作成し、ACL構成
モードを開始します。

ip access-list name

例：

ステップ 2

switch(config)# ip access-list LDP

指定されたシーケンスに従ってACL命
令を実行します。

[ sequence-number ]deny tcp any any eq
packet-length

例：

ステップ 3

switch(config-acl)# 10 deny tcp any
any eq 646

指定されたシーケンスに従ってACL命
令を実行します。

[ sequence-number ] deny tcp any eq
packet-length any

例：

ステップ 4

switch(config-acl)# 20 deny tcp any
eq 646 any

指定されたシーケンスに従ってACL命
令を実行します。

[ sequence-number ] deny udp any any eq
packet-length

例：

ステップ 5

switch(config-acl)# 30 deny udp any
any eq 646

指定されたシーケンスに従ってACL命
令を実行します。

[ sequence-number ] deny udp any eq
packet-length any

例：

ステップ 6

switch(config-acl)# 20 deny udp any
eq 646 any

指定されたシーケンスに従ってACL命
令を実行します。

[ sequence-number ] permit ip any any

例：

ステップ 7

switch(config-acl)# 50 permit ip any
any

ACL構成モードを終了し、グローバル
構成モードを開始します。

exit

例：

ステップ 8

switch(config-acl)# exit

インターフェイス構成モードを開始し

ます。

interface type number

例：

ステップ 9

switch(config)# interface ethernet
2/20

インターフェイスに対してMPLSホッ
プバイホップ転送を設定します。

mpls ip

例：

ステップ 10

switch(config-if)# mpls ip
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目的コマンドまたはアクション

インターフェイスの着信トラフィック

にACL（前の手順で作成した名前付き
LDP）を適用することを指定します。

ip access-group name in

例：

switch(config-if)# ip access-group
LDP in

ステップ 11

インターフェイスのアウトバウンドト

ラフィックにACL（前の手順で作成し
ip access-group name out

例：

ステップ 12

た名前付き LDP）を適用することを指
定します。

switch(config-if)# ip access-group
LDP out

インターフェイス構成モードを終了

し、特権 EXECモードに戻ります。
end

例：

ステップ 13

switch(config-if)# end

InterASオプション B（ライトバージョン）の構成
[InterASオプション Bライトの構成に関する注意事項と制限事項（Guidelines and Limitations
for Configuring InterAS Option B lite）]

•アグリゲーションスイッチはローカルVRFのみをサポートし、自律システム（AS）内の
Nexusデバイスは VRF実装を介して接続されます。

• IBGPピアから学習したルートは EBGPピアに送信されず、EBGPピアから学習したルー
トは IBGP VPNv4/VPNv6ピアに送信されません。

• EBGP側のMP-BGPを使用した interASオプション Bは、IBGP側のMP-BGPでは機能し
ません。1つのインターフェイスはコアに接続し、もう 1つのインターフェイスはレイヤ
3 VPNに接続します。

• MP-BGPレイヤ 3 VPNは AS内では機能しません。

InterASオプション B（ライトバージョン）のスイッチの構成
スイッチの特定の機能を有効にして、interASオプション Bを実行します。

始める前に

install feature-set mplsコマンドは、デフォルトの VDCでのみ使用でき、デフォルトの VDCで
有効にする必要があります。
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手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します

configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

デフォルト VDCにMPLS機能セット
をインストールします。

install feature-set mpls

例：

ステップ 2

デフォルトの VDCでは、
MPLSのみをインストールし
て有効にすることができま

す。このコマンドの no形式
を使用して、MPLS機能セッ
トをアンインストールしま

す。

（注）switch(config)# install feature-set
mpls

デバイスのMPLS LDP機能をイネーブ
ルにします。デバイスでMPLS LDP機

feature mpls ldp

例：

ステップ 3

能がディセーブルになっていると、LDP
コマンドを使用できません。

switch(config)# feature mpls ldp

MPLSレイヤ 3 VPN機能をイネーブル
にします。

feature mpls l3vpn

例：

ステップ 4

switch(config)# feature mpls l3vpn

BGP機能をイネーブルにします。feature bgp

例：

ステップ 5

switch(config)# feature bgp

VRF名を割り当て、VRFコンフィギュ
レーションモードを開始することによ

vrf-context vrf-name

例：

ステップ 6

り、VPNルーティングインスタンスをswitch(config)# vrf-context VPN1
定義します。vrf-name引数には最大 32
文字の英数字文字列を指定します。大

文字と小文字は区別されます。

ルート識別子を設定します。

route-distinguisher引数によって、8バイ
rd route-distinguisher

例：

ステップ 7

トの値が IPv4プレフィックスに追加さswitch(config-vrf)# rd 100:1
れ、VPNIPv4プレフィックスが作成さ
れます。

Cisco Nexus 3600 NX-OSラベルスイッチング構成ガイド、リリース 10.3（x）
151

InterASオプション B

InterASオプション B（ライトバージョン）のスイッチの構成



目的コマンドまたはアクション

IPv4または IPv6アドレスファミリタ
イプを指定し、アドレスファミリコン

address-family {ipv4 | ipv6} unicast

例：

ステップ 8

フィギュレーションモードを開始しま

す。
switch(config-vrf)# address-family
ipv4 unicast

次のように VRF用にルートターゲッ
ト拡張コミュニティを指定します。

route-target {import | export}
route-target-ext-community

例：

ステップ 9

• importキーワードを使用
すると、ルーティング情

報がターゲット VPN拡
張コミュニティからイン

ポートされます。

• exportキーワードを使用
すると、ルーティング情

報がターゲット VPN拡
張コミュニティにエクス

ポートされます。

• route-target-ext-community
引数により、ルートター

ゲット拡張コミュニティ

属性が、インポート、ま

たはエクスポートのルー

トターゲット拡張コミュ

ニティの VRFリストに
追加されます。

（注）
switch(config-vrf-af-ip4)#
route-target import 1:1

（任意）実行コンフィギュレーション

をスタートアップコンフィギュレー

ションにコピーします。

copy running-config startup-config

例：

switch(config-router-vrf)# copy
running-config startup-config

ステップ 10

InterASオプション B（ライトバージョン）のための BGPの構成
DCエッジスイッチで EBGP VPNv4/v6を次の手順を使用して構成します。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configure terminal

例：

ステップ 1
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目的コマンドまたはアクション

switch# configure terminal
switch(config)#

ルータ BGPコンフィギュレーション
モードを開始し、ローカルBGPスピー

router bgp as-number

例：

ステップ 2

カデバイスに自律システム番号（AS）
を割り当てます。

switch(config)# router bgp 100

BGPまたはマルチプロトコル BGPネ
イバーテーブルにエントリを追加し、

neighbor ip-address

例：

ステップ 3

ルータ BGPコンフィギュレーション
モードを開始します。

switch(config-router)# neighbor
10.0.0.2

as-number引数には、ネイバーが属して
いる自律システムを指定します。

remote-as as-number

例：

ステップ 4

switch(config-router-neighbor)#
remote-as 200

IPVPNセッションを設定するために、
アドレスファミリコンフィギュレー

ションモードに入ります。

address-family {vpnv4 | vpnv6} unicast

例：

switch(config-router-neighbor)#
address-family vpnv4 unicast

ステップ 5

コミュニティ属性が両方の BGPネイ
バーに送信されるように指定します。

send-community {both | extended}

例：

ステップ 6

switch(config-router-neighbor-af)#
send-community both

BGPプロセスをVRFに関連付けます。vrf vrf-name

例：

ステップ 7

switch(config-router-neighbor-af)#
vrf VPN1

IPv4または IPv6アドレスファミリを
指定し、アドレスファミリコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

address-family {ipv4 | ipv6} unicast

例：

switch(config-router-vrf)#
address-family ipv4 unicast

ステップ 8

IPv4アドレスファミリを終了します。exit

例：

ステップ 9

switch(config-vrf-af)# exit

（任意）実行コンフィギュレーション

をスタートアップコンフィギュレー

ションにコピーします。

copy running-config startup-config

例：

switch(config-router-vrf)# copy
running-config startup-config

ステップ 10
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MPLS VPN InterASオプションの構成の確認
InterASオプション Bの設定情報を確認するには、次のいずれかの作業を行います。

目的コマンド

BGPテーブルからの VPNルートを表示しま
す。

show bgp { vpnv4 | vpnv6 } unicast [
ip-prefix/length [ neighbors neighbor]]
{vrf{vrf-name | all } | rd route-distinguisher }

6VPEのVRFでの BGPに関する情報を表示し
ます。

show bgp ipv6 unicast [vrfvrf-name]

VRFに関連付けられた IP転送テーブルを表示
します。ローカル CEルータとリモート CE
ルータのループバックアドレスが、PEルータ
のルーティングテーブルに存在することを確

認します。

show forwarding { ip | ipv6 } route vrf vrf-name

VRFでの BGPに関する情報を表示します。show { ip | ipv6 } bgp[ vrf vrf-name ]

ルーティングテーブルの現在の状態を表示し

ます。ip-address引数を使用して、CE1に CE2
へのルートが含まれていることを確認します。

CE1から学習したルートを確認します。CE2
へのルートがリストされていることを確認し

ます。

show ip route[ ip-address [ mask ]] [ protocol ] vrf
vrf-name

VRFに関連付けられた IPルーティングテー
ブルを表示します。ローカル CEルータとリ
モートCEルータのループバックアドレスが、
PEルータのルーティングテーブルに存在する
ことを確認します。

show {ip | ipv6} routevrf vrf-name

BGPの実行コンフィギュレーションを表示し
ます。

show running-config bgp

VRFの実行コンフィギュレーションを表示し
ます。

show running-config vrf vrf-name

VRFに対して設定されるルート識別子（RD）
およびインターフェイスを検証します。

show vrf vrf-name interface if-type

パケットがその宛先に送信されるときに取る

ルートを検出します。トレースコマンドは、

2つのルータが通信できない場合に問題の箇所
を分離するのに役立ちます。

trace trace destination vrf vrf-name
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構成 InterASオプション Bの構成例
この例は、InterASオプション Bを構成する方法を表示ています

!--Configure VRFs on the DC edge switches --!

configure terminal
install feature-set mpls
feature mpls ldp
feature mpls l3vpn
feature bgp
vrf context VPN1
rd 100:1
address-family ipv4 unicast
route-target import 1:1
copy running-config startup-config

!--Configure DC Edge switches with IBGP & EBGP VPNv4/v6 --!

configure terminal
router bgp 100
neighbor 10.0.0.2
remote-as 200
address-family vpnv4 unicast
send-community both
retain route-target all
vrf VPN1
address-family ipv4 unicast
exit
copy running-config startup-config

この例は、InterASオプション B（RFC 3107）を構成する方法を示しています。

!--Configure VRFs on the DC edge switches --!

configure terminal
install feature-set mpls
feature mpls ldp
feature mpls l3vpn
feature bgp
vrf context VPN1
rd 100:1
address-family ipv4 unicast
route-target import 1:1
copy running-config startup-config

!--Configure DC Edge switches with IBGP & EBGP VPNv4/v6 --!

configure terminal
router bgp 100
address-family ipv4 unicast
redistribute direct route-map loopback
allocate-label all
exit
neighbor 10.1.1.1
remote-as 100
address-family ipv4 labeled-unicast
retain route-target all
exit
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neighbor 1.1.1.1
remote-as 100
address-family vpnv4 unicast
address-family vpnv6 unicast
!--Repeat the process with ASBR2. --!
copy running-config startup-config

!--Creating an ACL to filter LDP connection between the ASBRs (RFC 3107 implementation)--!

configure terminal
ip access-list LDP
10 deny tcp any any eq 646
20 deny tcp any eq 646 any
30 deny udp any any eq 646
40 deny udp any eq 646 any
50 permit ip any any
exit
interface ethernet 2/20
mpls ip
ip access-group LDP in
ip access-group LDP out
end
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